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2527 研究者 
文部科
学省 

継続施策 ナシ
ョナルバイオリソ
ースプロジェクト 

ナショナルバイオリソース事業については、ま
だ未整備の部分を多く残しており、今後の維
持も含めて、予算圧縮は世界的にも損失が大
きい。 

今回の要求を待つまでもなくバイオリソースは国家と
して維持・管理するべきものと認識している。予算の圧
縮は日本として担うべき役割が果たせないことにな
る。 

2528 研究者 
文部科
学省 

分子イメージン
グ研究戦略推進
プログラム 

積極的に採択・推進すべきである 

これまでに挙ってきている分子イメージング研究の成
果 ，特に前期プログラムにより達成された癌や認知
症の診断に関する研究成果や技術を臨床に展開し、
また、多くの研究機関・病院にも利用可能なものとして
社会に貢献していくものにするためには重点的な予算
処置がぜひとも必要である。 

2529 研究者 
文部科
学省 

分子イメージン
グ研究 

継続すべきである 

分子イメージングはここ ５年あまりの間に世界的に認
知されるようになり、活発化してきた新しい研究分野で
あり、これからの発展が期待されている。科学研究の
成果が目に見える形になって社会に貢献できるまでに
は長い時間が必要とされ、長期的、継続的なサポート
が得られてはじめて可能である。 

2530 公務員 
文部科
学省 

地域イノベーショ
ン創出総合支援
事業 

我が国の新しい分野開拓には欠かせない事
業であると認識しており、増額すべきものと思
っている。 

1 件ずつは少額ではあるが、幅広い、特に若手研究者
に予算が回っている。研究の現場では、もちろん大型
施設の購入などに大型予算は必要であるが、毎年大
型予算が必要な人は限られている。この事業では、大
型プロジェクトの種となるテーマの探索のチャンスが
多くの研究者に与えられており、新しい日本の科学技
術を生み出す源となると考えている。 

2531 公務員 
文部科
学省 

都市エリア産学
官連携促進事業 

増額すべきと考えています。 

現在、地方の科学技術予算は地方財政の悪化により
限られています。また、地方の競争が叫ばれたため
に、地方は予算を企業の誘致活動に用いています。こ
れが本当に日本にとってプラスになるでしょうか？地
方予算のばらまきではいつの地方が潤っても他は落
ちます。こういうことを続けてはだめだと思います。脱
線しましたが、日本にとって大事なことは日本国内で
企業が定着すること、そのためには地域で知的財産
を集約して、お金ではなく地域に知的集約として企業
が定着することです。そのためには、地域の拠点が必
要です。といっても拠点という箱物を作っても本当の拠
点にはならない。地域の企業、大学、公的機関が一緒
になって研究を行ってその財産を共有し続ける下地を
作ってこそ地域の拠点となりえると思います。そのた
めには、こういった事業は不可欠だと思います。 

2532 研究者 
文部科
学省 

15ー免疫・アレ
ルギー科学総合
研究事業 

論文や報道などから理化学研究所免疫センタ
ーの活躍は知っています。大変重要だと思い
ます。存続を求めます。 

花粉症をはじめ、アレルギー疾患解明に重要だから。

2533 研究者 
文部科
学省 

科学研究費補助
金 

すべての研究者の研究活動の基礎となる最
重要の研究費であるので ，予算の縮減が行
われるとすれば ， 憂慮すべき事態であると思
います ．したがって ，優先度判定において ，
格段の配慮をお願いしたいと思います ． 

科学研究費補助金は ，研究者の自由な発想に基づく
研究の基盤であり， これを一時的にせよ削減すること
は ，日本の科学研究を将来に渡って大きく停滞させ
ると考えます ． 

2534 研究者 
文部科
学省 

世界トップレベ
ル研究拠点プロ
グラム 

世界トップレベル研究拠点プログラムの予算
削減反対について 

WPI （京都大学‐物質細胞統合システム拠点 iCeMS)
のもとで遂行される枢要な研究活動についての意義
を認識していただけたらと思います。 
 
京都大学はメゾスケールや幹細胞研究などといった
研究領域で世界をリードする研究拠点であり、iCeMS
はその研究領域に特に着目し研究を進めています。 
 
この新しい科学とテクノロジーは、これから数年もしく
は数十年の再生医学の発展にとって非常に重要なも
のです。 
 
このような研究活動の最先端に自分も身を置き、
iCeMS の多研究領域アプローチは科学の発展に非常
に有意義だと感じています。また、世界中から有能な
科学者を集め研究を遂行するということは、科学的チ
ャレンジを成功させる最適な方法だと思います。 
 
このプログラムにかかわる外国人研究者として、この
拠点の研究の質の高さと多研究領域アプローチによ
る利点に感銘を受けています。このような質の高い研
究活動は、十分な研究資金があって初めて成せるも
のです。iCeMS の予算請求額は、研究活動に必要不
可欠な金額であり、重要な時期での予算削減は研究
結果に強く影響するものと考えます。 

2535 研究者 文部科 活断層調査の総 安全・安心な社会構築のために、「活断層基 内陸直下で地震が発生する度、「想定外」という衝撃
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学省 合的推進 本図」の作成に対して予算の重点的配分が急
務である。 

が走り、不安感が高まる状況が繰り返されている。
1995 年阪神・淡路大震災はもとより、その後、連発し
た直下型地震 （2004 年中越地震、2005 年福岡県西
方沖地震、2007 年能登半島地震、2007 年中越沖地
震、2008 年岩手・宮城内陸地震 ） はすべて活断層が
原因であった。しかし、多くの場合、活断層が事前に
綿密に調べられていなかったり、活断層の存在がわ
かっていたにも関わらず、周知が徹底していなかった
ために、「未知の活断層」による「想定外地震」となって
しまった。このため自治体の地域防災計画も、直下型
地震に対して不十分な状態のまま、大地震に見舞わ
れ、甚大な被害を被ってしまった。 
 
こうした問題の原因は、これまで政府が公式な活断層
分布図を自ら作ることを怠ってきたことにある。従来の
活断層地図は、一部の研究者が自主的に作成したも
のに過ぎず、政府として国民に対して説明責任を果た
せるものではない。最近、地震が起こる度に「想定外
の揺れ」により被害を繰り返している原子力発電所
（ 柏崎・刈羽や志賀原発 ）も、すぐ近くにあった活断
層を十分に把握していなかった。敷地内にある活断層
が見過ごされていた例さえあり、重大な問題を招いて
いる。21 世紀前半に発生することが確実な東海・東南
海・南海地震を控え、今後数十年間は直下型地震の
活動期でもある。この際、国民の安全・安心の確保の
ためにも、政府として公式な活断層地図 （活断層基
本図 ）を整備することは急務である。三重県や岐阜
県などではこれを待ちきれず独自に活断層地図を作
り始めており、国民のニーズは高まっている。 
 
文部科学省による「活断層調査の総合的推進」では、
活断層基本図の作成を冒頭で謳っている。しかし予算
的内訳には活断層の分布調査のための基礎調査の
名目が無く、甚だ不十分な予算要求になっている。真
に安全安心に寄与するための活断層調査を行うので
あれば、最も基礎的かつ国民生活に密着した活断層
分布調査に十分な予算を割き、早急に調査を進めら
れる人員を配置し、また、活断層地図を常に最新の情
報に保つための維持体制を整備すべきである。 

2536 研究者 
文部科
学省 

世界トップレベ
ル研究拠点プロ
グラム 

世界トップレベル研究拠点プログラム(WPI)は
「そのための専用の研究組織を立ち上げ、新
しい研究 
文化を創りだそうとしている」という点で従来
の研究支援、外国人研究者招聘事業にない
全く新しい 
面をもった政策であり、さらに規模を広げて実
施することで将来の日本のイノベーションに 
大きく資する政策だと思います。 
 
 
日本のイノベーションを高め将来の発展を実
現するためには、世界の中での日本の研究レ
ベルを 
いかに高めていくか、どのように世界のトップ
レベルに立つかに向けて具体的に役立つ施
策で 
 
なければなりません。もし日本がその分野のト
ップレベルの研究レベルを持っていなけれ
ば、 
イノベーティブな活動を日本で行う意義はな
く、従来からの知的集積がある欧米や安く優
秀な知的 
 
人材の多いアジアにイノベーションの場は移
ってしまうでしょう。日本に研究の核を生み出
し、 
そこから世界中に人材を輩出することで、アメ
リカのイノベーションの核となった AT&T ベル
研究所、ゼロックスパロアルト研究所のような
存在になりえると思います。 
 
 
世界の中で日本がトップレベルの研究を行う
ためには、単純に日本人の能力を高めていく
だけでは 
なく、たとえば航空物流の中心にハブ空港が
あるように外国人を含めた多くの研究者のハ
ブ、ある 

世界トップレベル研究拠点プログラム(WPI)は世界的
に指導的な立場にいる有名な研究指導者を招聘 
するとともに、その下には世界中から優秀な若手研究
者を集め、新しい産業の核となる素晴らしい 
研究成果を作り出す試みだと思われます。従来から
優秀な指導者を集めよう、優秀な若手を集めよ 
うという試みはされてきましたが、WPI は新しい研究組
織を立ち上げ、そこに新しい研究文化を作り 
出すことにより従来よりずっと効果的な施策が実現し
ていると思われます。 
 
- 日本の大学では特に、有名なボス教授が外国人を
含めた多くの研究者を動かすことで大きな研究 
を行ってきました。この形式は研究を進める点では役
に立ったものの、研究は閉鎖的にならざる 
をえませんでした。WPI はこうしたボス教授を優秀な
研究者を集める顔として使い、集まってきた 
研究者同士に横のつながりを持たせるとともに独自の
共同研究提案を強制的に近いほど奨励する 
ことで新しいイノベーション、研究分野を作りだそうとし
ています。 
 
- イギリスやアメリカで研究者間のコミュニケーション
を高めるために有効だとされるティータイム 
をとりいれ、強制的に近いかたちで若手研究者に参加
させることで横のつながりをつくりだして 
 
 います。これにより従来の講座中心、研究室単位の
閉鎖した環境を組織的に壊しています。 
 
- 新しい事務部門が作られ、外国人と日本人の分け
隔てのない環境が作られている。日本の多くの研究組
織では事務部門は日本語しか解さず、外国人とのコミ
ュニケーションは同じ研究室の日本 
人スタッフが通訳として担ってきました。こうしたしがら
みのない事務部門が作られることで、 
従来の日本の組織にはない、外国人研究者にとって
研究室の「お客さん」にならない研究環境が 
つくられています。 
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いは故郷となるような研究組織が作り出され
る必要があります。WPI はそのような研究組
織となる 
ことに照準を合わせて新しく設計され、現実に
も非常に効果的な研究組織が作られていると
思われ 
ます。優先度判定の基準の一つとして、世界
の中で日本がトップレベルの研究分野を作り
だし、将 
来のイノベーションを生み出すことができるか
という視点が取り入れられるべきでないでしょ
うか。 

- 外国人研究者を受け入れるために WPI は数値目標
を掲げており、若手の外国人研究者の招聘に 
大きく役立っています。従来は優秀な外国人研究者が
「応募してきたら採用する」という受身の立場だったの
が、WPI によって「優秀な外国人研究者を探す、積極
的に声をかける」というように 
なっています。日本の新卒求人が青田刈りになってい
るのと同様、求人は早いうちに声をかけたほ 
うが優秀な人材を得ることができると考えられます。 
 
以上のように WPI では世界的に見た日本のイノベー
ションを高め、将来の発展を実現するために 
具体的に役にたつ研究活動が行われていると考えら
れ、今後さらにこの試みを広げていくべきだと 
思われます。 

2537 研究者 
文部科
学省 

世界トップレベ
ル研究拠点プロ
グラム 

上記プログラムは、もっとも優先されるべき施
策と考えます。 

世界トップレベル研究拠点形成プログラムでは、生命
科学、物質科学における先端研究者を我が国に終結
させ、新学問新科学技術の発展において我が国がリ
ーダーシップを取ろうとするものであり、鳩山内閣が目
指す環境問題、資源問題、健康問題などの全地球的
問題解決におけるリーダーシップのまさに裏付けとな
る事業であります。なかでも、京都大学アイセムスが
目指す物質科学と iPS 細胞との融合による再生医療
は、その第一人者である山中教授が名実ともにリーダ
ーシップを発揮できる分野であり、最重要課題としてと
らえられるべきであります。また、大阪大学の免疫、物
質材料機構の新材料の創生は、人類の健康、環境調
和型の物質創成に大きく資することが期待できます。
したがって、今後の我が国ひいては世界を支える科学
技術の創造において、上記プログラムは不可欠であ
ると考えます。 

2538 研究者 
文部科
学省 

振興調整費 女
性研究者支援シ
ステム改革 

事業の継続と予算の増額を推進していただき
たい。 

女性に偏りがちなハンディを軽減し、男性と同じ立場
で活動・活躍しやすい環境と機会を女性研究者に提
供するとともに、男女平等社会への理解と認知を促進
する重要な政策であると感じるため。 

2539 その他 
文部科
学省 

特別研究員事業 
必要不可欠な施策なので、優先的に実行して
欲しい。 

科学技術の力で世界をリードするために、優れた研究
者の育成が必要である。研究者になるには、同年代
の人間が就職して自立していく中、大学院に進学し、
通常 5 年間は授業料を負担しなければならない。当然
その間収入は無く、親も高齢になっており、既に退職
している場合も少なくない。博士号取得後もすぐに定
職に就けるわけではなく、身分が不安定なまま研究室
を渡り歩かなければならない。したがって大学院生、
およびその後の数年間の生活の援助制度がなけれ
ば、優れた人材は集まらない。また、過去の失策を補
う他の手だても確立されていない内から削減を決める
のは間違っていると思う。 

2540 その他 
文部科
学省 

科学研究費補助
金 

必要不可欠な施策なので、優先的に実行して
欲しい。 

我が国の科学技術水準を維持するために必要な基本
的資金である。人文・社会科学から自然科学までの全
ての分野にわたり、基礎から応用までのあらゆる「学
術研究」を対象としている唯一の補助金制度であるの
で、絶対に必要である。特に、将来有望な人材を育成
するため、また、一律に審査されてしまうと業績の点で
不利であるため、若手には特別な枠が必要である。 

2541 その他 
文部科
学省 

科学技術振興調
整費 

必要不可欠な施策なので、優先的に実行して
欲しい。 

優れた人材の育成や大学・研究機関の研究力向上の
ため、若手研究者や女性研究者養成は必要不可欠で
ある。特に女性研究者は出産に際して職を失い研究
を中断せざるを得ず、保育制度が充実していないため
復職も困難である。女性が子育てをしながら働ける環
境整備を早急に行わなければならない。大学の統廃
合が進んで就職先が減少し、全体の研究補助金が縮
減されれば、家事・育児のため研究に割ける時間が
限られており、夫が働いているため職が無くても家族
が路頭に迷うことがない女性はますます不利な状況
に置かれる。したがって、女性のための職と研究費の
確保は必要である。 

2542 研究者 
文部科
学省 

科学研究費補助
金 

これまでどおり補助金は年々増加させるべき
である。 

資源がない日本にとって、高付加価値の製品やサー
ビスをつくり続ける人材の養成は国の存亡に関わる。 
特にその養成に携わる大学においては科研費が教育
研究に及ぼす影響は甚大であり、この予算の削減は
これまでの投資で積み上げたものさえつぶしてしまう
全くの愚行である。 教育および研究はちょうど長い時
間をかけて植物を育てて最終的にその果実を収穫し
成果を得るようなものである。 育て途中で水やりや
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栄養補給を短い期間でも怠れば植物は枯れてしま
い、すべての投資が失われるばかりでなく、それにか
かった時間まで失ってしまうことをゆめゆめ忘れては
ならない。 特に理科離れで製造業の技術基盤を支え
る人材の枯渇が現実のものとなっている現在、見識あ
る判断を断固として要求する。 

2543 研究者 
文部科
学省 

私立大学におけ
る教育・学術研
究の充実 

大学の補助金は年々増加させるべきである。

資源がない日本にとって、高付加価値の製品やサー
ビスをつくり続ける人材の養成は国の存亡に関わる。 
特にその養成に携わる私立大学においては補助金が
教育研究に及ぼす影響は甚大であり、この予算の削
減はこれまでの投資で積み上げたものさえつぶしてし
まう全くの愚行である。 教育および研究はちょうど長
い時間をかけて植物を育てて最終的にその果実を収
穫し成果を得るようなものである。 育て途中で水やり
や栄養補給を短い期間でも怠れば植物は枯れてしま
い、すべての投資が失われるばかりでなく、それにか
かった時間まで失ってしまうことをゆめゆめ忘れては
ならない。 特に理科離れで製造業の技術基盤を支え
る人材の枯渇が現実のものとなっている現在、見識あ
る判断を断固として要求する。 

2544 研究者 
文部科
学省 

大学等の施設の
整備 

老朽化した大学の設備を最新のものとし、大
学および学生が思う存分教育研究に従事でき
るように予算を増加するべきである。 

資源がない日本にとって、高付加価値の製品やサー
ビスをつくり続ける人材の養成は国の存亡に関わる。 
特にその養成に携わる大学においては補助金が教育
研究に及ぼす影響は甚大であり、この予算の削減は
これまでの投資で積み上げたものさえつぶしてしまう
全くの愚行である。 教育および研究はちょうど長い時
間をかけて植物を育てて最終的にその果実を収穫し
成果を得るようなものである。 育て途中で水やりや
栄養補給を短い期間でも怠れば植物は枯れてしま
い、すべての投資が失われるばかりでなく、それにか
かった時間まで失ってしまうことをゆめゆめ忘れては
ならない。 特に理科離れで製造業の技術基盤を支え
る人材の枯渇が現実のものとなっている現在、見識あ
る判断を断固として要求する。 

2545 会社員 
経済産
業省 

次世代型ヒート
ポンプシステム
研究開発 

ヒートポンプシステムは一般的に世の中に普
及しつつあるが、今後の低炭素社会を構築す
るためには、一日も早く超高効率ヒートポンプ
（ 次世代型ヒートポンプシステム ） の開発が
必要である。 

民間のみの新規開発は技術的にも経済的にも困難で
あり、国が主導的立場でリードする必要がある。 国
の関係機関と企業が連携することにより次世代型ヒー
トポンプ開発を迅速に進めることができ、社会に広く普
及させることにより日本が目指す 2020 年温室効果ガ
ス 25％削減目標の達成に大きく寄与することが期待
できるため。 

2546 研究者 
文部科
学省 

ポストドクター等
の参画による研
究支援体制の強
化 

事業仕分けで見られたように、基礎研究の予
算を厳しい現状が続いています。にも関わら
ず、毎年多くの博士号取得者が産出される中
で、ポスドクの行き場を新しく増やす動きは大
変望ましいことだと思います。できれば民間に
も積極的にそういった機会を増やすような体
制が生まれることを願っています。 

博士号取得者は一般に有能であるにも関わらず、民
間への受け口は依然としてせまく、こういった現状を打
破すには政府の後押しが必要です。その手始めとして
こういった政策は歓迎すべきものだと思う。 

2547 研究者 
文部科
学省 

科学研究費補助
金  

予算の配分は、これまでに陽の当たらなかっ
た専門分野を優遇するようなやり方が望まし
いと思います。分野横断型研究はあります
が、まだまだ全体からすると無視されている研
究があると感じます。また、専門家からだけで
はなく、広く国民を巻き込んだ意見の募集を通
して予算配分が決められるようなシステムが
できれば国策としての科学研究も重要みを一
般に理解していただけると感じる。 

応用研究に比べ基礎研究は、民間からの助成を得る
機会も少なく、そういった研究は科学研究費に頼らざ
るをえない。その点を考慮した分配が望ましい。もちろ
ん全体的に予算の底上げができればなおいいが。 

2548 研究者 
文部科
学省 

本格的利用期に
適した大型放射
光施設
（ SPring-8)の
運営体制の構築 

上記施策の予算要求の縮減に断固反対し、
高い優先順位と判定されることを期待致しま
す。 

SPring-8 規模の大型放射光施設は、多岐にわたる研
究において 
重要な施設であり、113 番目の原子の発見をはじめと
する、世界最先端の研究を遂行する上で不可欠な施
設であります。 
 
 
近年、欧州において、SPring-8 を上回る施設が完成し
ました。 
 
その施設により、世界に先駆けた新規発見が報告さ
れると予想されております。 
 
 
国益をもたらす世界最先端の技術を確立するために
も、 
我が国における大型放射光施設の改善は不可欠であ
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り、 
欧州の施設を上回る結果を常に追求していく必要が
あります。 
 
 
以上の理由から、予算縮減に断固反対致します。 

2549 研究者 
文部科
学省 

ライフサイエンス
分野の研究開発
の重点的推進 

上記施策の予算削減に反対し、高い優先度
であると評価されることを期待致します。 

我が国におけるバイオテクノロジーは米国と比較し遅
れをとっており、 
国益の維持と増強のために欠かせない分野でありま
す。 
 
特に医療分野、新薬開発などにつながるバイオテクノ
ロジーには積極的に予算配分を行うべきと思われま
す。 

2550 研究者 
文部科
学省 

世界トップレベ
ル研究拠点プロ
グラム 

WPI 拠点事業の重要性について 
 
 
 
文科省 WPI 拠点事業は国際的な研究拠点
の形成を目的としています。そこには当然、次
世代を担う若手研究者や学生の育成、科学
技術の発展と進歩への貢献、既存の枠にとら
われない新しい学問領域の創世、といった極
めて重要な問題が含まれています。 
 
 
 
日本の科学技術研究の国際化が遅れている
現状は外国人研究者の比率が欧米諸国に比
べて少ない事からも明らかです。国際化の遅
れを含めた日本の科学技術研究の問題点を
変革するための大きな試みが WPI 拠点事業
であり、拠点事業の成功は日本国内の多数
の大学及び研究機関にとって国際化と現状打
開のブレイクスルーとなる事が期待されます。
 
 
 
英語を第一言語としない我が国において、科
学技術研究の国際化を計る際に言語の問題
は避けて通る事ができません。また欧米諸国
との物理的距離も努力で縮まるものではあり
ません。そのため日本の科学技術研究の国
際化を計る芽となる WPI 事業は極めて重要
な意義を持ちます。 

科学技術研究はひとりの研究者が単独で行えるもの
ではなく、主任研究者、博士研究員、大学院生、技
官、事務員という複数のメンバーが一丸となって行うも
のです。研究の過程では意思の疎通と密な議論が不
可欠であり、これらなくして優れた研究は生まれませ
ん。魅力があっても自身の実力が最大限に発揮でき
る環境がなければ外国人研究者は日本で研究活動を
行う事を躊躇うでしょう。何故ならば、最大限に実力を
発揮できる場所でこそ、最大限の業績をあげる事がで
きるからです。これらの問題を打開し、世界に開かれ
た研究機関を組織する事を WPI では目指していま
す。 
 
 
WPI 事業には、日本の大学及び研究機関が現在抱
えている問題点を打開し、科学技術の発展に対して国
際的に貢献度の高い研究機関を組織形成するという
目標があります。ここで大幅な予算縮減により科学技
術研究の国際化の芽を摘んでしまえば、日本の科学
技術研究は衰退し、長期的には日本の学術研究の基
盤を揺らがす事になると危惧します。 
 
WPI 拠点の魅力として強調すべき点は、既存の学問
領域にとらわれず複数の多岐に渡る学問領域をもっ
て一つの拠点を形成している点です。昨今の科学技
術の進歩は目覚ましく、各研究者が自分の専門分野
以外の学問領域をフォローする事は困難です。多分
野を横断し共同して研究を進めている WPI 拠点にお
いては、専門外の知識や技術が無ければ成し得なか
った新しい学問領域の創世や斬新な方法論の作出が
可能となります。また WPI 拠点は基礎研究を主体と
しています。研究成果が社会へ直接還元される応用
研究は膨大な基礎研究があってこそ成り立つもので
す。 
 
世界トップレベルの研究者から高い関心を頂戴してい
るのはこういった点によると思います。研究者、科学
者にとっての魅力は年齢、性別、国籍に左右されるも
のではありません。WPI 事業の存続と発展を強く希望
します。 

2551 研究者 
文部科
学省 

分子イメージン
グ研究戦略推進
プログラム 

これまでに得られた技術を用いて ， がんや認
知症などの早期治療・早期診断の実用化に
向けた研究が行なわれる予定であるが ，そ
の予算の削減は， 早期治療・診断の実用化
が遅れ ，国民に不利益をこうむる可能性につ
ながることから ， これまでと同水準の人材・物
品が確保できるだけの予算を確保すべきであ
ると考える ． 

第 1 期事業の成果として ，超高比放射能化プローブ
など ，生体内の分子の動きを可視化する「分子イメー
ジング研究」における世界最高水準の基盤技術が開
発されてきた ．これらの技術を用いて ，第 2 期事業で
は ，がん・認知症といった国民にもなじみが深くなって
きた病気に対する早期治療 ，早期疾患診断を実用化
するための研究に使用される計画である ．それに対
する研究費を削減するということは ，これらの研究の
速度を遅らせる ， もしくは研究をやめさせることを意
味し ，ひいては ， 国民の早期治療・疾患診断の可能
性を奪うことにつながると考えられる ．実用化のため
に研究を行なうためには ，それに関わる研究者・技術
者たちの確保や， 新技術等を開発するための材料・
機械を取得・作成するために使用される研究費が必
須であると考える． これまでと同水準で研究を継続す
るためには ，これまでと同水準で人的・物的両面を支
えられるだけの予算が必要であると考える ． 

2552 研究者 
文部科
学省 

分子イメージン
グ研究 

これまでの事業において ，生体内の分子の
動きを可視化する分子イメージング研究にお
ける世界最高水準の基盤技術が開発されて
きており ，今後もこれらの技術を向上させ ，
よりよい基盤技術を開発するため ， これまで

これまでの事業で， 超高比放射能化プローブなど ，
生体内の分子の動きを可視化する分子イメージング
研究における世界最高水準の基盤技術が開発されて
きた ．これらの技術をさらに発展させることで ，これま
でよくわかっていなかった病態を解明・診断するため
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と同水準の研究予算を配分すべきであると考
える ． 

の手法を提供することができ ，日本国民だけではなく
全世界の人類へ新たな希望を与える研究につながる
と考えられる ．一方 ，この研究をここで止めてしまうこ
とで ，これまで以上の病態の解明はできなくなり ， 国
民に新たな希望を与えることはできなくなり ，健康長
寿社会を実現することは困難になると考えられる ． 今
後もさまざまな病態を解明し ，これからの国民生活に
多大な貢献を行うために ，分子イメージング研究は欠
かせないものになると考えられ ，この研究を継続する
ための予算をこれまでどおり確保すべきであると考え
る ． 

2553 研究者 
文部科
学省 

世界トップレベ
ル研究拠点プロ
グラム 

世界トップレベル研究拠点プログラム （Ｗ Ｐ
Ｉ ） の拠点の一つである数物連携宇宙研究
機構 （ Ｉ Ｐ Ｍ Ｕ ） で特任教授をしている者で
す。昨年度から Ｉ Ｐ Ｍ Ｕに参加しています
が、これまでの日本の研究機関の常識を覆す
画期的なものであると実感しています。本当
の意味で国際的で、非常にレベルの高い研究
機関として世界に認知されつつあり、急成長し
ています。日本の研究レベルの底上げに対し
て、非常に大きな効果が期待できるため、こ
のプログラムは是非とも継続・拡充されるべき
であると強く思っています。 

Ｉ Ｐ Ｍ Ｕでは、ポスドク （ ３年任期の研究員 ）やス
タッフ （助教、准教授、教授 ）の公募に対する応募件
数は世界中から５ ０ ０ 件を超えるほどあり、世界のト
ップレベルの研究機関と比べても遜色ない優秀な
人々からの応募が集まっています。これは、これまで
の日本の研究機関では考えられなかったことで、現在
のところＷＰ Ｉ の プログラムが非常にうまく行っている
ことを示す指標になっていると思います。まだ始まって
２ 年ほどですが、すでに質の高い論文も数多く出され
ており、国内外の賞を受賞しているメンバーも何人も
います。このように学術的な成果は着実に挙がってい
ます。また、一般講演会などもかなり頻繁に行ってお
り、一般の人々に科学を伝える役割も果たしていま
す。このＷＰ Ｉ プ ログラムは、基礎科学の分野で日本
が大きく成長するチャンスであると考えます。 
 
 
基礎科学は、人々の生活にすぐに役に立つことを目
的としたものではないため、おろそかにされがちです
が、大きな技術革新のためにはなくてはならないもの
です。例えば、昨今の経済不況や二酸化炭素排出量
削減などの問題に対して、すぐに対応すべき方策が
必要なのはもちろんのことですが、一見遠回りと思わ
れる科学技術の拡充はいずれ大きな力として働いてく
るものです。実際、アメリカを含め他の先進国では科
学技術予算の拡充が計画されていると聞いています。
先日の事業仕分けにおいて、現場の声を聞くこともな
く、一時間程度の議論のみで、多くの重要な科学技術
政策に対して大胆な縮減の結論が下されたことに、多
くの科学者は大変危機感を募らせています。「無駄の
削減」にこだわりすぎて、ある意味での「無駄」は必要
であるということを決して忘れないようにして頂きたい
と願っています。 

2554 研究者 
文部科
学省 

本格的利用期に
適した大型放射
光施設
（ SPring-8 ）の
運営体制の構築 

事業仕分けの結果、Spring8 の予算の大幅縮
減に強く反対します 

１ ． 放射光を使って解かれる結晶構造は、蛋白質科
学、生物科学分野研究の基礎となります。結晶構造
があるからこそ、生化学実験、蛋白質工学による実
験、生体内のイメージング技術、などが可能になりま
す。多くの重要な結晶構造を解く Spring8 の利用が大
きく制限されるなら、日本の生命科学分野は大きく衰
退することなると思います。 
 
 
２ ． Spring8 でできる放射光実験は、生命科学分野に
おいて必要不可欠な測定手 
法であり、多くの研究者が共同利用しています。その
ような施設は日本で 2 つしかありません。私も放射光
施設を使った経験がありますが、数ヶ月に一度与えら
れた利用時間は、交代で仮眠を取りながら、最大限に
利用してきたつもりです。 
 
 
３ ． Spring8 で積み上げられている技術がなくなること
が心配です。仮に一時的にしろ、技術を持った人が離
散するならば、元のように放射光施設を最大限に利用
した最先端の研究はできなくなるのではないでしょう
か。 

2555 研究者 
文部科
学省 

特別研究員事業 
事業仕分けで予算削減対象となったことに強
く反対します。 

特別研究員制度は、優秀な研究者のためのお金であ
り、博士課程を出た後まだ大きな予算を取ることので
きないしばらくの期間、若手が自由に研究をできるた
めの、唯一の資金だと思います。新しい研究を切り開
くためには、若手が所属先に縛られず、自分の自由な
発想で研究できることが重要です。今回の事業仕分け
の結果が採用されるならば、優秀な若手の芽もつぶ
すことになります。一つの研究を成し遂げるのも、一人
の研究者が成長するのも時間がかかります。制度の
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問題を解決する、無駄をなくす解決する議論は必要だ
と思いますが、新たな戦略を考える前に、削除すると
いう視点しかないのはあまりに短絡的だと思います。
このような重要な件に関しては、性急に決定するので
はなく、十分な議論が成されることを望みます。 

2556 研究者 
文部科
学省 

戦略的創造研究
推進事業 （社会
技術研究開発事
業を含む ） 

新たな戦略のないまま、削除するという視点
のみで研究資金を減らすのは、よくないと思
います。特に、さきがけなど、若手が自分の発
想に基づき、自由に研究できるための予算は
減らさないでください。 

（ 記入なし ） 

2557 研究者 
文部科
学省 

世界トップレベ
ル研究拠点プロ
グラム 

本プログラムは、単に世界トップの研究者を
集めて世界トップレベルの研究を行うことを目
的とするものではなく、世界標準のシステムを
採用した研究機関を国内に設立し、世界の研
究者が注目しそこでの研究を希望するような
優れた研究環境を構築するとともに、優秀な
人材を育成する環境を整えることを目的とす
るものです。本プログラムで形成される研究
拠点は、これからの日本が世界の科学技術を
牽引していく上で欠かせないものであり、最優
先で推進するべき事業であると考えます。 

近年、世界では優れた研究者の獲得競争が激化して
おり、日本からも優秀な研究者が流出しています。こ
れは、日本の研究機関が有する独特の閉鎖的な環境
が原因であると考えられます。このままでは、日本の
先端科学研究は次々と海外に流出し、世界から置き
去りにされるのではないかと危惧されます。本プログ
ラムは、このような世界の流れに対応するものであり、
日本の先端科学研究を維持するために必要不可欠な
プロジェクトであると考えます。 

2558 研究者 
文部科
学省 

ポストドクター等
の参画による研
究支援体制の強
化 

最も優先順位を高くしてよい施策の一つと考
えます （他の施策で減額してでも、もっと増額
してもよいくらい ） 。施策名とその内容に疑問
がありますが、人的に研究支援体制を強化す
る施策は特に強力に押し進められるべき施策
と思います。施策名としては、「研究推進員・
技術職員等の雇用促進による研究支援体制
の強化」がしっくりくるのではないでしょうか。
研究機関で不足している人材は、ルーチンワ
ーク化した試料調製や機器分析の分析、高額
機器の運営管理を行う人材なのです。 

ポストドクター等とありますが、ポストドクターは、博士
号を得た立派な研究者なのです、ルーチンワークより
研究を望んでいます （向いています） 。この施策に好
んで参画するポストドクターはいるのでしょうか？ここ
で、ポストドクター等の「等」には学部卒、修士が含ま
れているということだと思いますが、施策名が悪い
（ 多くのポストドクターは、気分を害するでしょうし、一
般の方もポストドクターの職について勘違いするので
はないでしょうか？ ）。ルーチンワーク化した試料調
製や機器分析の分析、高額機器の運営管理におい
て、実際に力を発揮するのは、ポストドクターではな
く、学部卒や修士卒でしょう。ポストドクターは、未来の
科学を切り開いていくブレインになるべき人たちです。
ポストドクターが参画すべき施策は、当該施策以外で
考慮されていますし、そうあるべきです。学部卒であれ
ば、ポストドクターより少ない給与で、技術職員等とし
て雇うことも可能なはずです。ポストドクターも参画可
とするくらいが適切と思います。一過的な研究支援で
はなく、長期にわたって機器の運営と管理、解析分析
担当を行える人材の育成が望まれますので、20 代前
半での雇用がよいでしょう。役割分担をより明確にし
て、ムダを省いていくべきです。 

2559 会社員 
文部科
学省 

科学研究費補助
金 

この施策は最優先させる必要があると思う。 

基礎研究は経済的利益に短期間で直結することが少
ないため、国による助成が不可欠であると認識してい
る。 
 
産官学連携による助成以外の収益の獲得方法も拡充
する必要があるが、それだけでは研究内容に偏りが
出てしまう危険もあると思う。 
 
経済的利益が得られずとも、基礎研究は必要不可欠
なものであり、そういったものに対しては、国が補助を
する必要があると思う。 

2560 会社員 
文部科
学省 

脳科学研究戦略
推進プログラム 

この施策は最優先させる必要があると思う。 

脳の研究は今後の医学において非常に重要な位置を
占めていると思われる。 
 
脳はその仕組みだけでなく、精神疾患を理解するため
にも重要であると思う。精神疾患や社会性障害の患
者を治療し、労働力として活用できれば、社会全体の
生産力を高くすることにつながる。そのための研究で
あれば、基礎・応用問わず必要不可欠なはずである。
 
縮減あるいは見送るのは構わないが、それ以上の代
替案とセットで提示されなければならないと考える。 

2561 その他 
文部科
学省 

特別研究員事業 

予算の増額あるいは維持を求めます。 
 
また 1 人当たりの受取額が多少減額しようと
も、より多くの人に支援が行きわたることを望
みます。 

私は東京大学薬学部に在籍しております 3 回生です。
 
将来はライフサイエンス分野での研究職を志向してお
り、そのために大学院の博士課程への進学を希望し
ておりますが、大きな障壁の 1 つとして経済的な問題
がございます。 
 
私は地方から上京して独り暮らしをしている身であり、
現在は生計の半分以上を奨学金に頼っております



 508

が、その返済や今後生活のほとんどの時間を研究に
充てねばならないことなどを考えると、やはりいわゆる
｢学振｣を受けられる見込みのあることが博士課程進
学の最低条件になるであろうと考えております。 
 
このような事情は私のみのものではなく、私の周囲に
は同様に経済的事情から進学に対する不安を抱くも
のが多くおります。また残念なことに、学振や卒業後
の就職について悲観し、早々に研究者として生きてい
く道をあきらめてしまった者すらおります。 
 
文転して現在はロースクールに通う先輩が、理系とし
て生きていくことの危うさを学部で講演したこともあり
ました （博士取得者の数％は後に自殺している、
云々)。 
 
それに感化されてロースクール進学を志した友人もお
ります。 
 
そのこと自体が良い悪いと申し上げるわけではありま
せん。しかし、それが本人の志向や希望ではなく経済
的事情や不安に基づくものであるとしてら、悲しいこと
です。 
 
 
日本がもし本当に科学技術で世界をリードする国を目
指し、またそれを持続させていきたいと思うのであれ
ば、それを担う人材の教育には力を注いで頂きたい
し、またその方針は簡単に変化するものであってはな
らないと考えます。 

2562 研究者 
文部科
学省 

分子イメージン
グ研究 

 政府の行政刷新会議の事業仕分けで、基礎
科学予算に対して初めに削減ありきの厳しい
議論がなされているが、分子イメージング研
究もその俎上に上がっており、 ２～３ 割の縮
減との判定が下っていると聞く。 
 
 これは、我が国における分子イメージング研
究を将来にわたって制限するもので、非常に
遺憾であり危惧を抱かざるを得ない。 
 
 現在、世界中で新規技術の確立が競争され
ているこの分野で公的な支援が削減されるこ
とは、今後広範な領域の医学研究進展を阻害
する施策と言わざるを得ず、早急な対応見直
しをお願いしたい。 

 分子イメージング領域の研究は、今般の基礎医学研
究の進展にも、臨床技術開発の進展にも欠かせない
ものになりつつあるが、未だその周辺ツールは高価で
あり、研究や臨床活用の裾野を広げていくためには、
今後も独立行政法人など共同利用施設に対する国の
支援が必要不可欠である。 
 
 我々神経科学領域の研究者としての立場からも、現
在共同研究を行っている共同利用施設のアクティビテ
ィ低下や、これらに伴い当該領域研究が下火となって
いくことは非常に憂慮すべき事態と言える。 
 
 これは国民にとって非常に有益な諸研究の進展が
妨げられる事が確実な施策であり、とうてい容認でき
ない。 

2563 研究者 
文部科
学省 

大強度陽子加速
器による実験研
究に関わる施策 

今後も推進して頂きたい。 

大強度陽子加速器施設(J-PARC)での、原子核、素粒
子物理学、さらには、中性子やミュオンを用いた物質
生命科学の多大なる発展に期待しております。事業に
かかる費用は然ることながら、計画実現には日本の
科学技術の水準の高さ、あるいは裾野の広さによると
ころが大変大きかったことと思います。今後は国民の
誇りとなるような成果を上げることが使命であり、その
ためにも本施策を推進して頂きたいと思います。 

2564 研究者 
文部科
学省 

戦略的基礎科学
研究強化プログ
ラム 

このプログラムの実施、継続を強く希望しま
す。 

基礎科学技術は日本にとって最大の資源の一つであ
ると同時に、学術研究だけではなく、今後の経済、文
化、環境などすべての面で国家の土台となる最大の
財産です。しっかりした基礎科学の基盤を作るために
は、長期的ビジョンに基づいた継続的研究がなにより
重要です。”千年の文化、百年の文明”とも言われるよ
うに、 ５ ０年あるいは百年先を見据えた科学政策の
長期的な施策が必要と思います。これまでの日本の
文明の発展の土台には、基礎科学に対する国の役割
が大変大きかったと思います。現代のグローバルな時
代においては、更にしっかりとした基礎科学の礎を持
つことが、日本の将来にとり極めて重要になります。こ
のプログラムのような、長期的基礎科学研究の支援を
是非継続していただきたいと考えます。 

2565 研究者 
文部科
学省 

次世代スーパー
コンピューター
戦略プログラム 

このプログラムは、医薬品開発、環境問題、
宇宙開発など現代のすべての先端科学の発
展に欠かせないものであり、継続的な実施を
強く希望します。 

現在の先端科学において、コンピューターサイエンス
は第 3 の科学とも言われ、その重要性が急速に拡大
しています。私の関係する生命科学の分野でもその
１ － ２年の変化は、驚く程急速です。オリジナルなア
イデアがあっても、コンピューター無しには手も足も出
ないという状況に近づいています。スーパーコンピュ
ーターは、どの先端分野でも必要とされる基本となる
施設です。例えば、アメリカでも、スーパーコンピュータ
ープログラムは国家戦略の重要な１ つの柱です。
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National Center for Super Computer Application 
（ NCSA) は来年度から使用可能になる次世代スパ
コンの BlueWaters に向けて生命科学分野からも広く
参加を呼びかけるワークショップを既に精力的に進め
ています。このような流れの時代に、スーパーコンピュ
ーターの開発を中止、削減することは大変な損失で
す。今週の Science や Nature にも取り上げられたよう
に、世界 １位とか 2位とかという議論をしている段階で
は全くないのです。今回の仕分け作業では、私は理研
の側にも危機意識や準備ぶそくがあったと思います。
今回の件は、国民にスパコンの重要性を伝えるよい
機会です。理研の側もこの際しっかりとした計画を立
てなおして、更にプログラムを強化して進めることを強
く望みます。 

2566 研究者 
文部科
学省 

大学院教育改革
推進プログラム 

大学院教育は現在日本が最も力を入れなくて
はならない分野で、プログラムのいっそうの強
化を希望します。 

私の米国の大学での研究教育の経験で、最も日本に
必要と感じたのは、大学院教育の充実強化です。アメ
リカでは、大学院の学生をそのデパートメントの一番
の財産と考え、その教育、訓練に日本とは比較になら
ないくらいの力を注ぎます。よい大学院学生を集め、
彼らをグループ全体で育てて、優秀なポスドクとして外
に送り出すということができるかどうかが、そのデパー
トメントの評価を決める 1 つの大きなファクターです。
大学院生をリクルートするための予算、研究生活のサ
ポートのしっかりした予算を作り出すために、大変な努
力をします （日本の研究社会では人材のリクルートに
対する投資がかけています ）。そのため １人の PI は
一度に ２－ ３人の大学院生しか面倒をみれません。
ファカルティーの教育に費やす時間のかなりの部分
は、大学院生とのディスカッションに費やされます。特
に、自分の研究を相手に伝えるプレゼンテーションの
訓練は論理的に研究を進める際に不可欠のもので、
そのトレーニングに力を入れます。実験技術はもとよ
り大切ですが、オリジナルな研究は研究者同士の毎
日のディスカッションから生まれます。その結果、入学
時は、日本の大学院生の方が総じてレベルは高いの
ですが、卒業するときには米国の学生の方が自主性
や研究者としての意識、オリジナリティーなどで優れて
いるように感じます。アメリカと日本のシステムの違い
がありますが、にほんでは卒業後も同じ一つの研究室
に所属して ，”研究室の財産”となっている感じがしま
す。昔と違い、研究も分野が融合し幅広い共同研究が
必要で、個人の研究だけでは進められなくなってき
て、幅広いバックグラウンドのトレーニングが極めて重
要です。そのためにも大学院生を組織的にで、柔軟性
を持って、トレーニングするシステムの確立が次世代
の日本の科学を支える人材の育成に極めて重要と考
えます。 

2567 研究者 
文部科
学省 

大学等の施設の
整備 

大学における大型研究設備の整備・高度化
は我国の基礎科学の発展のための萌芽的研
究をはぐくみ、次代を担う若手研究者を育成
する上で不可欠の条件といえる。近年大学の
独立法人化に伴い、大型施設の維持運営費
が枯渇気味の状況が継続しているが、こうし
た状況をこれ以上放置すると、こうした設備を
用いた研究の我国における停滞をもたらし、
当該分野における我国の先進性が損なわれ
る可能性が高いと危惧される。こうした整備の
ための予算が、大学の共同利用、共同研究
の拠点化が実現しつつある現時点に於いて
早急に措置されることが緊急の課題と考え
る。 

大型の研究設備を要する研究に関しては従来から研
究者レベルにおいても可能な限り効率的な利用の追
求のため、全国共同利用機関における共同利用施設
の活用により、同様の施設・装置の重複を避けた研究
体制の整備が着々と進められてきている。こうした施
設を用いた研究を支える新しいアイデアに基づく萌芽
的な可能性の研究や次世代を担う若手研究者の育成
には、各大学固有の大型設備を用いた比較的マシン
タイムに縛られない研究が不可欠であり、上記の全国
共同利用研究所に優秀な後継者を送り込むために
も、こうした面での整備が焦眉の急となっている。 

2568 研究者 
文部科
学省 

大強度陽子加速
器による実験研
究 

J-PARC のような加速器の維持・運転とそれ
を用いた研究の遂行にはかなり高額の予算
が必要とされるが、米国の SNS と並び世界を
牽引しつつあるこの計画の意義は基礎科学、
応用面両面からも大きなものがあり、世界的
にも大きな期待が寄せられている。一般的に
言ってこうした施設での成果が国民生活とい
った一般的に認識され易い成果となって現れ
るまでにはかなりの時間を要し、近視眼的な
成果の達成度といった視点でのみ判断を行う
と正しい評価を受けることが出来ないのでは
無いかとの危惧の念を禁じえない。基礎科学
の振興とそれをベースとした先進技術により
世界をリードしつつ、高度産業技術の確立に
より、国内の雇用を確保することは、資源に乏
しい我国の死活を制する重要課題であり、当

湯川、朝永両先生に代表される我国の理論研究に比
して、戦後の我国の実験研究の環境は極めて乏しい
ものであり、これを世界最先端のレベルにもち挙げた
いというのが我々実験研究者の長年の夢であった。
昨年の小林、益川両先生の南部先生との共同受賞
は、我国の素粒子論の成果に留まらず、その実験的
検証が我国の加速器施設で実現された点でも大きな
意義を有している。長年の努力の成果で我国の実験
研究の環境は世界トップレベルに到達しつつあるが、
これは不断の努力で改良、更新を続けてこそ維持可
能なものであると考える。我国が人類の叡智に新たな
ものを付け加える貢献を果たすといった観点からの我
国の教育、研究に対する長期的視野、世界的視野に
たった判断が望まれる。 
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該課題が近視眼的な観点にとらわれない正し
い評価を受けることを強く期待する。 

2569 研究者 
文部科
学省 

本格的利用期に
適した大型放射
光施設
（ SPring-8 ）の
運営体制の構築 

放射光施設を用いた共同利用研究について、
実験遂行に要する施設運転の予算は成果を
公表する研究に関しては、基本的に共同研究
施設機関側で負担する従来の方針が堅持さ
れることを強く要望する。 

全国共同利用施設の意義は各個別の機関で運営す
る非効率を配して効率よく研究資源を活用するとの観
点で行われてきており、その運用に要する費用は所
轄機関に措置するとの考えで行われてきており、こう
した考えは欧米の諸機関で共通の認識となっている。
成果を公開しない営利追求の企業活動の一環として
の研究は別として、実験課題が正当な評価を勝ち得
た、成果の公開を前提とした研究については、実験施
設運営の経費は従来どおり施設側で賄える運営体制
を確保できる予算的措置がなされることを強く要望し
たい。 

2570 その他 
文部科
学省 

免疫・科学総合
研究事業 

免疫の研究、その活用を進めてほしい。 

私は父をがんで亡くしました。最近ではがんの免疫療
法が進んでいると聞きます。 
 
免疫機能は人間が生きていく上で欠かせないメカニズ
ムだと思います。 
 
超高齢化社会といわれる将来において、是非、免疫メ
カニズムの研究・発展により、多くの病気の予防、治
療につなげていただきたいと思います。 

2571 研究者 
文部科
学省 

免疫・アレルギ
ー科学総合研究
事業 

花粉症に対するワクチンの開発を続けて欲し
いです。 

花粉症で苦労している家族や友人がいます。花粉症
を意識せずに暮らせる日が来ることを期待します。 

2572 会社員 
文部科
学省 

重粒子線がん治
療研究 

死亡原因のトップである「がん」に対しての備
えを、国を挙げて是非取り組んで頂きたい。私
は幸いにも法医研の地元である千葉県に在
住しておりますが、施設数の不足から起こる
順番待ちは心配です。他府県の皆さんは、順
番待ち以前に通院に掛かるコストや手間も図
り知れないと思います。 

やはり科学や医療の技術開発には、時間もコストもか
かるので、目先の「改善」としてコストカットをしたくなる
かと思います。 
 
しかしこの安易な方法は、後退しか意味せず国力の
衰退(知能の国外流出・知的財産をも外国から輸入)を
招くと思います。 
 
「事業仕分け」は素晴らしい取り組みである反面、成
果のみだけに着目して仕分けをしてしまうと、危険な
一面もあります。 
 
この「開発」という分野は、カットしてはいけないジャン
ルだと思うので、投稿しました。 

2573 研究者 
文部科
学省 

外国人研究者受
け入れ環境整備 

本施策は、科学技術外交の推進はもとより、
地域科学技術施策の推進、革新的技術の推
進にとっても極めて重要と考えます。 

日本の科学技術が国際的に発展してゆくためには、
海外からの人材の”取り込み” （ 以前は受け入れとい
う感覚だったと思いますが、現在はむしろ受け入れと
いうよりは積極的に取り込むという意識が重要と思い
ます ）が鍵となると思います。米国で私が所属してい
た学部では、新たにファカルティーとして採用される中
国、日本、韓国、ロシア、南米、中欧などの外国人が
ほとんどで、米国出身者は 3 割ぐらいでした。米国の
受け皿の広さの伝統が、科学技術の発展の大きな活
力です。このような状況なので、”外国人”としての扱
いは受けず最初から仲間として受け入れられ、このこ
とは、私にとっても家族にとっても大変心強く安心でき
るものでした。外国籍であろうがなかろうが、ビザさい
あれば NIH のグラントも差別されません。米国民の大
切な税金を外国人研究者のために使うという意識が
な異のです。もちろんこれには、移民文化が大きく影
響していますが、我々も逆に大切な税金を無駄にはで
きないと言う意識を強く持てます。その結果どちらにも
よい結果を残すことができます。 
 
外国人研究者と話をしていて、米国においても一流の
人も含めて、大部分の人たちが日本で研究することに
強い興味を持っていることに驚かされます。これには、
日本固有の文化の存在も大きいですが、現在の日本
人研究者に対する海外からの高い評価と信頼が影響
していると思います。ただ、いつも問題になるのは、言
葉習慣の違いと家族の問題です。特に、家族が日本
で幸せに生活できるかという問題をいつも尋ねられま
す。家族が幸せでなければ、よい研究は決してできま
せん。 
 
本施策は、このような外国人研究者を日本に積極的
に取り込むために、国がしっかりと支援をするというこ
とをはっきりと示すための重要な施策と考えます。日
本がアジアでの科学技術の中核として発展するため
にも、体制の整備が急務です。 
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2574 研究者 
文部科
学省 

本格的利用機に
適した大型放射
光施設 （Spring 
８ ） の運営体制
の構築 

１ １ 革新的タンパク質、細胞解析研究イニシ
アチブ、 ２ ５次世代スーパーコンピューター
の利用開発と組み合わせ、革新的タンパク質
科学を用いた医薬品の開発にとり必須の施策
です。 
 
健康長寿社会の実現、革新技術の推進に関
連する重要な課題です。 

タンパク質構造科学においては、その原子レベルでの
解析 （X 線結晶構造解析 ）と動的機能の解析 （ 反応
kinetics,thermodynamics,molecular dynamics by 
supercomputer)を組み合わせて解析を進めることによ
り、従来では得られなかった全く新しい医薬品の開発
が可能になる時代に入っています。このどれもがかけ
ても、国際的な貢献は不可能です。特に我が国の超
高齢社会では、新たな医薬品の開発は国の将来に大
きく影響します。今、その開発で後退してしまえば、将
来の国民への経済的負担や生活への悪影響ははか
りしれません。 

2575 その他 
文部科
学省 

女性研究者支援
システム改革 

私は、神戸大学において本事業費直接雇用さ
れておりますコーディネーターです。事業の現
場を知るものとして、今回の行政刷新会議の
結果「縮減」およびコメントについて、以下のと
おり大賛意を強く表明し、エビデンスと共に意
見を述べます。 
 
 
 
私は、行政刷新会議における結論「3 分の 1
程度の縮減」は当然であるどころか、それ以
上、「他のプログラムとの統合による廃止」あ
るいは「廃止に近い縮減」が妥当だと思ってい
ます。 
 
 
 
本事業が無益であったとは申しません。多少
の環境改善に役にたった機関も少しはありま
す。しかしながら、それは、「何事もやれば何
か得るものがある」程度のものです。やってい
ることから分かる研究者らの能力の低さとコス
トパフォーマンス意識の低さ、さまざまな倫理
観の低さに鑑みて成果を点検すれば、成果に
釣り合わない額の 
過剰投入であることは明白です。こんな事業
は、わざわざ莫大な税金・科学技術振興調整
費の特別投入がなければできない内容では
ありません。特に国立大学法人には自助努力
が欠如しており甘えの構造と既得権益構造を
維持しよう躍起です。そんな大学への資金付
与など有害でしかなく、麻薬中毒に麻薬を与
えるようなものであり、国民 
に対する犯罪ですらあります。 
 
 
 
従って、「廃止」「廃止に近い縮減」「他の人材
の多様化促進との統合による廃止」がより適
切であり妥当である、と考えます。 
 
 
 
さらに、以下、行政刷新会議「事業仕分け」第
３ WG 評価コメント （評価シートに記載された
コメント ）に沿って、それらに対する私見を列
記します。 
 
 
 
事業番号 ３- ３ ９  科学技術振興調整費 （女
性研究者支援システム改革 ） 
 
●費用は実験補助者、助手の雇用、カウンセ
ラーや保育士・看護師の雇用に限定し、保育
機能は地域住民にも開放するべき。終了時期
を明記。 
 
 
 
カウンセラー配置は必要だろう。しかし、大学
には保健管理センター、心理相談室といった
部署があり、またハラスメント相談のしくみも
ある。こうした部署との連携を作れない大学・
研究機関にカウンセラー設置しても、税金の
無駄使いになるだけである。 
 
 

理由は以下のとおりです。 
 
【理由 １】そもそも、国立大学は、莫大な額の大学運
営費交付金を大浪費している。効率的・効果的に仕事
をしていない （特に国立大学法人の ）教職員を、まっ
とうな業務評価もせずに膨大数抱え、甘やかし放置し
ているためである。これを粛正すれば、大学の自主経
費で女性研究者支援の金はすぐに用意でき、女性研
究者のための別枠の予算投入など全く必要なくなる。
 
 
まず政府は、国立大学法人の業務実態を厳しく追及・
粛正し、税金泥棒の教職員を整理し、大学自体の統
廃合を行うべきである。透明・公正な業績評価もせ
ず、パソコンやビジネスソフトすら使えないような輩に
年功序列で法外な高給を与え、定年延長や再雇用な
どの制度で手厚くする一方であるとは、税金の詐取、
犯罪ではないのか。こういう輩が、1 大学あたり何人い
るのか、現場に聞いてみれば、驚愕する数字が上が
ってくる。 
 
 
 
【理由 ２】イノベーションのための研究人材の多様性
促進事業を女性・若手・外国人などに分けていること
こそがそもそも非効率的であり、世界的に見てかなり
の時代遅れでもあり非常識である。これまでできなか
った研究者と大学は、博士号所有だろうが何だろうが
無能力であることを証明しているのだから、なおも甘
い餌だけで改めさ 
 
せようとしても、金と時間と労力の無駄で、期待できな
いことは明らかである。「一定の成果」というが、投入
額に見合っているとはとうてい思われない。統合プロ
ジェクトにまとめ上げ、それぞれの雇用比率を定めて
大学同士、競争させ、賞罰をはっきり与えれば、女性
研究者比率などあっという間に上がる。今強制的に体
質改善を強いなければ、国立大学の教職員の特権意
識による莫大な税金詐取と甘えは絶対に変わらず、
未来永劫あぐらをかき続ける。 
 
 
 
【理由 ３】女性研究者という極微小集団は支援に足る
のか、妥当なのか？彼らが社会において一体どれだ
けの貢献をしているのか、エビデンスも議論も全くな
い。単に数が少ないというだけで増員すべきだという
のなら、他の職業にも当てはまるはずであり、研究者
支援の根拠は極めて薄弱である。 
 
 
そもそも研究者になるには高学歴でなければならな
い。昨今、経済社会的地位の高い層の子女しか博士
にならないし、経済的にもなれない。奨学金を使ったと
いっても、それはもう成人してからの話で、自己決定
事項のはずである。結婚も出産も、自己決定のはずで
ある。 
 
 
研究者がイノベーションを創出するというが、特に大学
の研究者は総じて頭でっかちで、具現化能力、社会へ
の還元能力が低いし、何より、自分たちは税金で食べ
ているのであって、さらに研究費というお小遣いをもら
っているのだ、というコストパフォーマンス意識、日常、
社会に支えてもらっているのだ、という意識が欠如して
いるのである。それなのになぜさらに支援なのか。自
己の研究の社会的意義もまともに説明できないような
人間を増やして、一体誰に、どんな益がもたらされる
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●保育所の設置に限定するなら良いが、研究
費は余分。何でも競争的資金とするのはいか
がか。 
 
 
 
人材の多様性を考えた場合、保育所ばかり作
ってみても、多様な女性を支援することにはな
らない。女性支援＝保育所 という発想はグ
ローバルにみて極めて貧しい。保育所は全研
究者支援であるのだから、人材の多様化によ
る個人の幸福向上効果・イノベーション効果を
切り口とする事業でなければ変である。女性
支援＝保育所の発想から抜け出せない限り、
日本はいつまで経っても前世紀の働き方から
脱却できず、国民は総じて幸福感なく創造的・
柔軟になれず、経済のブレイクスルーも生ま
れない。研究費も当然、公正配分でなければ
ならないはずだ。そもそも、競争的資金は不
要だ。正々堂々、王道で勝負すればよい。 
 
 
 
●両立のための環境整備のメニューの中身
の見直しを。ポピュラーなものに絞るべき （研
究費、学会参加費、カウンセラー等はカッ
ト ）。 
 
 
 
上記と同様、大学が化石化しそうな業務処理
を大改革し、無能な教職員を整理すれば、自
主努力で環境整備はできる。今の時代にそも
そも終身雇用が保障され恵まれている高給取
りの研究者に、税金による支援は不要。文科
省は、問題認識と施策管理が甘すぎる。研究
費として獲得できれば自分の好きに使って良
く、世間を見下し自分の研究など理解できる
わけないだろう、と愚かにも勘違いしている職
業倫理の低い大学教員・職員が多すぎるのが
問題である。理解させられない大学の研究者
に、給与に見合うだけの能力がないのであ
る。大学が教職員の職業倫理の低い働き方を
粛正してコストパフォーマンスを上げ、若手・
外国人とともに人材の多様化を測り、目標を
明示させ、達成できない場合はペナルティを
課せば、別枠資金など一切不要だ。 
 
 
 
●女性研究者の伸びは必要なので、支援は
重要だ。研究費をつけるという支援の仕方は
いけない。 
 
 
 
人材の多様化施策は、女性・若手・外国人を
統合し、ある程度の目標割合をそれぞれ法的
義務化して、達成でいない場合や、比率は達
成しても一定水準の研究レベルに達していな
い場合には、インセンティブを返納する、打ち
切るなどのペナルティを厳格化して進めれば
よい話である。長期間化を要求する輩は無
能。民間なら 3 年で一定の成果を出せる。子
どもの学芸会ではない。どこまで甘っちょろい
のか。仕事と家庭の両立は、誰もが苦労して
いる。男女関係ない。博士号をもつ女性研究
者は、他の職業人より大変だなどとなぜいえ
るのか、なぜ特別に予算をかけていいのか、
納得できる根拠を示してもらいたい。特に、日
本人女性がまず第 1 の支援策だという話を女
性研究者支援推進関係者から聞くに至って
は、単に自分さえよければいいという考えが
明白である。これは無能を証明しているも同
然であるし、そういう無能な輩が多いのが厳
然たる事実である。研究人材の多様化事業に
して、優れた人材と切磋琢磨させたほうが、日
本の科学技術の未来のためによほど有益で
ある。 

のか。研究者の勘違いを助長するだけではないの
か。 
 
 
女性研究者支援事業においては、そもそも世間の平
均値から見て格段に恵まれた社会経済的地位・境遇
に生来いる一部の数人が莫大な利益を享受している
だけである。女性研究者支援事業はその格差助長の
環をさらに助長し強化するだけである。税金による支
援であることを意識した行動が少なく、研究者だけが
快適になればいいのである。「特権階級の研究者だけ
が甘い汁を吸うのではなく、大人から子どもまで社会
のすべての人のためになる仕事を」と考えて誠心誠
意、真剣にまじめに努力し、振興調整費の有限の年
月と資金のコストパフォーマンスを最大限に引き上げ
ながら業務責任を果たそうとしている一部の事業担当
者らが、単なる使い捨てにされ、日常的に煮え湯を飲
まされている一方で、何もしないしできない輩がのうの
うと毎日、脱線話や愚 
痴や暇つぶしの支援ごっこで時間をつぶして税金を掠
め取っている実態が、多数の事業実施機関に存在す
る。 
 
 
 
【理由 ３】民間企業は自主努力によって、トップダウン
とボトムアップで人材の多様化を進めており、大きな
成果も出している事実がある。「大学は企業と違うか
ら、トップダウンは効かない。だから外部資金が必要
だ」という、既得権をもつ終身雇用教員らの論理を通し
てしまうのなら、この事業は「大学システム改革」では
ないではないか。上記の論理をぶっつぶして大学を変
え、世界に通用する日本にしたいのか、相変わらず姑
息な島国大学根性をのさばらせて国をダメにしたいの
か。文科省はどちらを考えているのか。 
 
 
本来、女性・外国人・若手・障害者などの人材の多様
化は、罰則付き立法としかるべき有能な「きちんと働く
担当者」さえあれば実現可能な課題であり、機関・組
織の自主努力でできる。追加の税金を投入する根拠・
理由が見つからない。特に「国立大学法人」に莫大な
額の税金を投入する理由は全く認められない。なぜな
ら、振興調整費はおろか、そもそも税金と授業料から
なる高給に見合った仕事をしていないからである。自
己満足の趣味活動に、感謝の気持ちもなく、税金を使
っているにすぎないからである。 
 
 
 
【理由 ４】女性研究者支援というアプローチ自体が、
人材の多様化推進の足を引っ張る。女性と行った瞬
間に、世界の半数が自分のことではないと考えてしま
う。従って、女性研究者支援、女性支援はやめるべき
だ。効果的に巻き込むには、ジェンダーの人、それもリ
ーダーシップのない人が先頭に立つのは NG である。
また、世代間の意識ギャップも大きい。だから、自分は
不遇と思っていた世代が上に居座っている限り、人材
の多様化の実現が遅れる。人材の多様性の尊重から
個人が享受できる恩恵を前面に出して、能力と実力を
発揮させる支援事業に、一刻も早く作り変えるべき。 
 
 
 
以下、上記意見を述べるに至ったエビデンスを列記し
ます。 
 
 
 
【神戸大学女性研究者支援事業における上記意見の
エビデンス】 
 
例? ：  文科省委託事業統括責任者である学長 １
（ 資金申請時～事業 2 年次まで）   
 
外部資金獲得のための名目を整えるだけの存在であ
り、最初のシンポジウムで形骸的な挨拶をしただけ。
現場に現れたことは一度もなく、自ら発言したことも指
示をしたことも一度もない。退任時まで、統括責任者と
しての管理統括責務は、まったく果たさなかった。 
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●保育所などは良いかもしれないが、女性研
究者に過大な補助金を与えるのは逆差別に
なりかねない。 
 
 
 
保育所も自主努力で建てられる。逆差別、そ
のとおりである。今のやり方のままでは、特権
意識を増長させるだけであり、税金を使っても
結局社会のためにならない。 
 
 
 
●環境整備に限定し、かつ ５年に限定して削
減の上で対応すべき。 
 
 
 
環境整備においても、民間人ができるのに、
賢い「博士」にできないわけがないはずだろ
う。しかし実際問題能力がないのでできない
のが博士・研究者の現実であり、現実の能力
である。自主努力させる罰則付き立法で強制
実施させるべき。3 年でできないところは 5 年
でも 10 年でもできない。大学や女性研究者の
甘えを助長し、つけあがらせるだけで、何のシ
ステム改革にもつながらない。 
 
 
 
●女性研究者を支援する環境整備について
評価できる。直接的な人件費については正職
員のみに限るという原則を守っていただきた
い。また支援期間（ サンセット、終期 ）を明確
にする。 
 
 
 
わざわざ競争的資金を投入してやっとできる
環境整備を「評価」するのはおかしい。民間が
自主的にできるのなら、賢いはずの「博士」に
できないわけだろう。自主努力させる罰則付き
立法で強制実施させるべき。3 年でできないと
ころは 5 年でも 10 年でもできない。大学や女
性研究者の甘えを助長し、つけあがらせるだ
け。 
 
 
 
また、本来自分のこととして関与すべき終身
雇用の大学教員はなにもせず、直接雇用で
はあるが期限付きの事業担当者が事業後の
ことまでよく考えて動き、考え、結果を出すた
め努力しているのにそういう者ほど冷遇され、
怠業者らが放置・優遇されている現実も極め
ておかしく、絶対に容認できない税金の使い
方である。 
 
 
 
●大学研究機関に対してインセンティブ効果
があると認められる。期限を区切って、成果に
数値目標を入れていない点が評価できる。 
 
 
 
数値目標は必要。さもないとだらだら「やって
いるふり」をするだけ。制度は作りさえすれば
目標達成だと思っている輩が「名誉教授」やら
「教授」やら「研究員」としてのうのうと幅をきか
せている事実がある。これは税金の詐取では
ないのか。 
 
 
 
●事業内容の見直しが必要であれば、フレキ
シブルに対応することが望ましい。 

 
 
そもそも、この事業は、ジェンダー学の教員が個人的
にとりたかったがためのもので、実態調査の裏付け
や、執行部のコミットメント、全学的な意識の高まりな
どは一切なく、適当な作文で通ってしまったことも、大
問題である。 
 
 
 
例 ： 学長 ２ （ 現 職 ） 
 
前年度 2 年間、事業実施委員として数回会議にアピア
ランス有り、イベントへの動員協力はあったものの、学
長としては、自主的な発言・アピアランスは皆無であ
り、大学としての事業管理責任は、書類上のものだけ
である。 
 
 
 
例 ： 理事、執行部 （前・現 ） 
 
自主経費で建設するはずの保育所に関し、事業開始
時に特命職員を雇用したまでは評価できる。しかし、
後述する男女共同参画推進室長とその身内の私利私
欲の追求と保身に対する責任追求を放置し、後述の
人権侵害問題を知りながら、特命職員退職まで放置
し、経営層としての資質と責任行動を欠いている。そ
の後も事業については受け身状態。大学戦略発想立
案を指示するなどのリーダーシップ行動は見られな
い。 
 
 
 
例 ： 男女共同参画推進室長 （教授 ） 
 
▼補助金適正化法に記載されている補助金の効果
的・効率的使用の管理責任を果たしていない。保育所
問題に関し、室長責任を回避し続け、理事会主導で雇
用した保育所担当特命職員を「自分のあずかり知らぬ
ところで雇われた者」として、管理すべき室員であるに
もかかわらずその存在をほぼ一貫して無視し、退職に
追い込む素地を作った。特命職員は体調をひどく崩し
たため、1 年以上、通勤にも支障を来し経済的損失も
被り、最終的には退職した。室長はこのような状況に
何の手もさしのべず、当然果たすべき業務責任を果た
さなかった。▼自分のコネで採用した非常勤事務職員
の管理責任を怠り、上記特命職員に対してこの事務
職員が毎日続けていたモラルハラスメントを放置した
ばかりか、事務補佐員側の利益・身分保障を優先さ
せ、本来果たすべき室長業務責任（ 保育所建設のた
めの調整・交渉 ） をまったく果たさなかった。▼室長自
身がコネ採用した振興調整費直接雇用の数人が怠
業・著しい能力不足といった不適切人選であることが
判明し、その事実を通知されて知っているにもかかわ
らず、その後も適切な人事管理と業務管理を怠り、年
間 1 千万以上の人件費(直接経費） の浪費を 3 ヶ年に
わたって続けている。 
 
 
 
例 ： 振興調整費直接雇用コーディネーター １ （ 名
誉教授・特命教授、事業 2 年次まで） 、および 振興
調整費直接雇用コーディネーター２ （ 非常勤研究
員、現職 ）、ならびに、科学技術振興調整費による委
託非常勤研究員 50 才 
 
▼男女共同参画推進室長のコネで採用されたこれら3
名は、業務遂行に必要な資質と能力、スキルを持って
いないため、効率的な委託業務目的・補助金使用目
的に対する執行義務に違反している。怠業への注意
喚起後もなお脱線話・無駄話に業務時間を費やし、別
班人員の業務を大いに阻害している。▼コーディネー
ター １は特に、必要な業務執行努力を怠り、愚痴と不
平と言い訳を何時間も垂れ流すに終始した。その業務
責任を追及した職員に対して、2 年間モラルハラスメン
トを働いている。▼室長は、怠業とハラスメントに関す
る再三の苦情を知りながら、適切な対応をとろうとせ
ず、他の事業実施委員の教員ほか 3 名で被害者 1 名
を呼びつけて責め、加害者擁護に終始し、加害者の
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フレキシブルの中身が問題。研究者の手前勝
手をやりたい放題させるフレキシブルは絶対
に許されない。従って、厳しい評価基準に基
づく評価が、人員にも進捗・成果にも必要。仕
事の質と量。成果の質と量。コストパフォーマ
ンス。そのためには、「現場の声」を直接吸い
上げる仕組みを作るべき。それがないから、
えせ人権主義者・え 
 
せ民主主義者の大学教員とその取り巻きや
息のかかった税金泥棒に、税金が食い物にさ
れっぱなしなのである。成果報告書など、綺
麗事の羅列であって、多くの場合、納得できる
ようなまともな具体的成果は書かれていな
い。そもそもプロジェクト要員になる資質の全
くない人間を事業責任者がコネだけで採用し
た挙げ句、再三の苦情にもかかわらず適切に
処分されず保身が保証され揉み消し、まとも
な職員らのパフォーマンスを日々低下させて
いる。誠実な仕事に努力する人間を冷遇し、
悪貨の駆逐・自浄をリーダーができない、ある
いはしようとしない機関への税金投下など、言
語道断、愚行、無駄以外の何ものでもない。 

体面維持にのみ注力した。 
 
 
 
例 ： 人事の不透明性、コネ採用の弊害 
 
▼直接雇用の事業担当者 5 名 （ 現在 4 名 ）は 3 名が
室長のコネ、1 名が実施委員のコネ、1 名が事業担当
者の知り合いで、必要な資質・能力・知識・態度を検討
も確認もしないまま雇用し、再三の異動要望にもかか
わらず室長が拒み続けた。複数の理事 （前職・現
職 ）も事実を知りつつ黙認、放置。本来出せるはずの
成果の出しようがない。 
 
▼事業目的に適合しない者を便宜的に採用して自己
満足していたため、本来の事業で行うべき支援の目標
は未達成であるにもかかわらず、本来の担当者らは
業務を疎かにし続けた。 
 
 
 
以上のエビデンス等について、調査されたい場合に
は、 
 
神戸大学 男女共同参画推進室までご連絡いただけ
れば幸甚です。神戸大学では本事業のほか他の事業
でも、他大学の同事業、他の事業でも同様のエビデン
スが多数存在することが把握されています。人権にか
かわる事業であるにもかかわらず、倫理を踏みにじる
行為が事業内外で平気で行われている大学に、こうし
たインセンティブを与えることはあってはならないはず
です。こうしたことを把握している方々は、皆、極めて
パフォーマンスと意識の高い方々であり、所属機関の
環境改善や事業の効果向上を常に考え実行し点検し
改善努力を続けていることを保証して意見の締めくくり
といたします。予算額が減っても、やり方はいくらでも
ありますし、資金投入より遙かに有効性の高いやり方
があるのですから、徒に縮減に反論しないでいただき
たい。税金は全国民のものです。そもそも社会経済
的・教育環境的に恵まれている一部の特権階級のた
めに莫大な税金を使わないでいただきたい。使うのな
ら、それが国民全体や社会にどんな恩恵をもたらすの
か具体的に例示し、国民を納得させることができてか
らにしていただきたい。 

2576 研究者 
文部科
学省 

科学技術振興調
整費 （女性研究
者支援システム
改革 ） 

女性研究者の常勤職への積極的な採用と採
用後の昇進の支援が望まれます。これまで以
上のいっそうの支援を希望します。 

女性研究者をめぐる環境は、いまだに目を覆わんば
かりの惨状です。多くの理系の学部では女性教員の
数は極めて低い割合にとどまっていて、増える気配す
ら感じられません。若い女性が、頑張っている先輩研
究者をみて希望をもてる状況作りをお願いします。 

2577 研究者 
文部科
学省 

ナショナルバイ
オリソースプロジ
ェク ト 

国として責任をもってバイオリソース事業の支
援をしていただくことを強く要望いたします。 

本事業によって各研究者が所属する研究機関に大掛
かりな飼育設備や系統維持施設を設置する必要性が
軽減され、国全体として大きな効率化が進んでいま
す。地方大学や小規模研究機関等でこれらの生物を
自前で安定的に維持、供給することは極めて困難で
す。たとえば、ホヤやメダカをモデル生物とした生命科
学研究は、我が国が世界をリードする分野であり、ゲ
ノム解読後、国際的にも新規グループの参入が著し
い分野です。ホヤ、メダカともに、ヒト遺伝病の原因解
明の一端を担うなど、医学的にも重要な成果が得られ
ています。こうした生物材料の確保や飼育は、経験の
ない研究者にはハードルが高く、新規参入を妨げる大
きな要因でしたが、バイオリソース事業によって、その
ハードルが取り払われ、研究の進展を強く促進してい
ます。我が国が多額の投資をしたこれらの生物のゲノ
ム解読の成果を生かすには、バイオリソース事業より
多くの研究者がその資源を活用できることが極めて重
要です。 

2578 研究者 
文部科
学省 

特別研究員事業 
一層の拡充 （採択数の増加 ）を希望します。
また、特別研究員への科学研究費補助金も
維持および増額を希望します。 

特別研究員制度は、他のポスドクと異なり、採用され
た若手研究者の自由度も高く、自立した研究者を養成
するシステムとして非常にすぐれたものです。また、特
別研究員への科研費 （特別研究員奨励費 ）は、そ
の自立性の確保と研究環境の維持に必須のもので
す。特別研究員に採用されることはいまだに狭き門で
あり、選ばれている人たちの多くは非常に優秀な人材
です。また、大半のポスドクはこの制度の外で、さらに
不安定かつ悪条件の身分で研究にたずさわっている
のが実態です。彼らのさらなる支援も望まれます。 
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2579 その他 
文部科
学省 

低炭素社会実現
のための社会シ
ナリオ研究 

優先度 C 
環境省 （7 ） 気候変動影響モニタリング・評価ネットワ
ーク構築等経費（ 継続分 ）があり環境に関するプラ
ンは環境省に一元化すべきと思われる。 

2580 その他 
文部科
学省 

気候変動適応戦
略イニシアチブ 

優先度 C 
環境省 （7 ） 気候変動影響モニタリング・評価ネットワ
ーク構築等経費（ 継続分 ）があり環境に関するプラ
ンは環境省に一元化すべきと思われる。 

2581 その他 
文部科
学省 

先端的低炭素化
技術開発 

優先度 C 

経済産業省においてさまざまの炭酸ガス排出抑制技
術開発策があげられており、この分野における文部科
学省の役割は実用技術の開発ではなく、解析分野で
はないか。 

2582 研究者 
文部科
学省 

バイオリソース
事業 

 バイオリソースを整備することは生命科学研
究分野の発展にとって必要不可欠のことであ
り、国家戦略としてバイオリソースをどの程度
整備しているのかは、その国の生命科学研究
分野の世界における優位性を決定するもので
あると考えます。 
 
 歴史的に見まして、日本のバイオリソース整
備は欧米に ５ ０ 年以上の遅れをとっていたと
言って過言ではありません。しかし、今世紀に
入ってからの文科省による精力的な支援によ
り、非常に短期間で世界のトップレベルに近
づいたように思います。来年度からバイオリソ
ース整備への支援を大幅に削減することは、
世界のトップレベルにあることを維持できなく
し、日本における生命科学研究の国際的競争
力を低下させ、日本の生命科学研究の衰退
につながるものと危惧します。 
 
 恒常的な体制として、生命科学研究分野に
支出する予算の一定割合を、バイオリソース
の整備のために支出する体制を提唱いたしま
す。 

 政府が掲げる CO2 削減などの環境問題の解決、医
療福祉問題の解決、食料自給率の改善等は、生命科
学研究の発展に大きく依存するものであり、バイオリ
ソースを世界のトップレベルで整備し、生命科学研究
が迅速に進展することが必要不可欠と考えます。 
 
 環境問題、医療福祉問題、食料問題、いずれの分
野においても研究の細分化が進み、必要とされるバイ
オリソースの種類は今後益々増えることが予想されま
す。従って、バイオリソース整備の重要性も、今後
益々大きくなることが確実です。 
 
 日本で開発された研究成果物であるバイオリソース
は、当然のことながら日本国内で確保すべきものであ
り、海外への流出によって知的財産権も海外へと流出
してしまうようなことがないよう、日本国内でこれらの
全てを受け入れられるバイオリソース事業の規模が必
要と考えます。日本で開発される新規バイオリソース
の量は、生命科学研究分野に支出される予算額に概
ね比例しますので、それに見合ったバイオリソース事
業の規模が必要と考えます。従って、日本産バイオリ
ソースの海外への流出を防止する方策として、生命科
学研究分野に支出する予算の一定割合を、バイオリ
ソースの整備のために支出する体制を提唱するもの
です。 
 
 こうした継続性を担保した体制で、世界のトップレベ
ルのバイオリソース整備を維持し、国際的なイニシア
ティブを確保することは、国家戦略としてきわめて重要
であると考えます。事実、アジアにおけるイニシアティ
ブ確保を目指して、中国、韓国、台湾、シンガポールな
どが積極的な活動をしております。こうした近隣諸国と
の協調も重要ではありますが、国家戦略としては優位
性の確保もきわめて重要と考えます。 

2583 研究者 
文部科
学省 

世界トップレベ
ル研究拠点プロ
グラム 

世界トップレベル研究拠点プログラムのひと
つである京都大学アイセムスの予算を減らさ
ないで下さい 

アイセムスでは世界から様々な分野の優秀な科学者
たちが集まり、もっと効率的に研究を進んでいます。こ
のような事業を政府が助けることは日本科学を世界中
心にするためかならず必要だと思います。 

2584 その他 
文部科
学省 

免疫・アレルギ
ー科学総合研究
事業 

癌治療、免疫難病、アレルギーの病因解明、
新しい特異的治療の開発を進めていただきた
い。 

第 37 回日本臨床免疫学会において、特別講演として
谷口克先生による「NKT細胞 ：ベンチからベッドサイド
へ」を拝聴いたしました。NKT 細胞活性化を利用した
新しい肺癌治療の治験報告であり、将来の癌治療の
最先端戦略に感動いたしました。理化学研究所免疫
アレルギー科学総合研究センターは、癌ばかりでなく
免疫難病、アレルギーなどさまざまな難治性疾患を対
象として、その発症機構を解明し、分子や細胞をター
ゲットとした次世代の新規治療法を開発している。今
後も日本の「トランスレーショナルリサーチセンター」と
して機能してもらいたい。 

2585 公務員 
文部科
学省 

重粒子線がん治
療研究 

 重粒子線治療は、超高齢者社会を迎える日
本社会に相応しいがん治療と考えます。 

重粒子線治療は、少ない副作用で治療が可能である
こと、治療期間が短いこと、通常の X 線では治療効果
が期待できない肉腫にも良好な 
制御が可能であること。したがって入院せず、短期間
の通院治療が 
可能である。ここまでは放射線医学総合研究所の
5000 例に基づく治療により得られた結果です。しか
し、まだ重粒子線治療については 
研究すべき、対象が多くあります。肉腫以外の癌腫、
例えば、甲状腺癌、腎癌あるいは照射後の再治療の
検討など、まだまだ未知の分野が多くあり、これまで
以上に重粒子に関する研究を進める必要が 
あるので、これまで積み上げてきた日本発の研究を衰
退させないためにも、最優先にしていただきたいと思
います。 
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2586 その他 
文部科
学省 

科学研究費補助
金 

科学研究費は、削減すべきでない。 

日本には資源がなく、これまで科学技術大国を維持す
ることによって日本は世界と肩を並べる経済大国に発
展してきた。科学研究費を削減することは、日本の現
在だけでなく将来を支える基盤を崩すことになると思
う。科学技術は、すぐには経済的な効果につながりに
くいかもしれないが、だからといって目先の政策ばかり
に目を向けるのは、とても危険な傾向だと思う。 
 
 私は理系の学生で、将来は科学技術の分野で仕事
をしようと思っていたが、科学研究費が削減され、日
本の科学技術が衰退するとなると、それも考え直さな
いといけないのではないかとさえ思ってしまう。今後、
科学技術の分野を支えたいと思っている学生の志も
大切にしていただきたい。ますます、子供の理科離れ
が進むことにもなると思う。 

2587 その他 
文部科
学省 

戦略的創造研究
推進事業 

科学研究費は削減すべきでない。 

日本には資源がなく、これまで科学技術大国を維持す
ることによって日本は世界と肩を並べる経済大国に発
展してきた。科学研究費を削減することは、日本の現
在だけでなく将来を支える基盤を崩すことになるはず
だと思う。 

2588 その他 
文部科
学省 

科学技術振興調
整費 

科学研究費は削減すべきでない。 

科学研究費を削減すれば、日本の科学技術国として
の立場は大きく崩れるはずである。 
 
今後も、資源の乏しい日本が世界と渡り歩くために
も、科学研究費は削減すべきではない。 

2589 研究者 
文部科
学省 

科学研究費補助
金 

疾患による「健康ロス」の第 １位である精神疾
患の研究費を増額することで、 （ １ ） 国民の
健康増進、 （ ２ ） 日本の「精神的資本」の増
大、 （ ３ ） 次世代の新産 
業の創出を図ることができます。 

(1)今後の日本の発展を支えるのは、国民の「精神的
資本」です。 知的能力や精神的健康が国の資本であ
るという見方が必要です。   
 
(2)疾患による「健康ロス」の第 １位は精神疾患です。 
WHO や世界銀行が政策決定の指標として用いている
DALY (Disability adjusted life years) によるものです。
 
(3)工学・福祉・薬学・医学のいずれの産業領域におい
ても、今後の発展は精神や脳の分野と考えられます。  
 
(4)日本では、国民の ４ ０人に １人が精神疾患のため
に受診しています。また国民の ４ ０ 人に １人が自殺
で死亡しており、先進国で最悪です。   
 
(5)以上のことから、例えばイギリス政府は「がん・循環
器疾患・精神疾患」を政策的な意味での ３大疾患とし
て位置づけています。   
 
(6)したがって、精神疾患への研究費は現在と将来の
日本国民への投資と考えられます。しかし現状では、
他疾患と比較して精神疾患の研究費はあまりにも少
額です。そのため、自由な発想にもとづく精神疾患の
研究費を大幅増額することが必要と考えられます。 

2590 研究者 
文部科
学省 

振興調整費 女
性研究者支援シ
ステム改革 

女性研究者支援事業の継続の必要性 
 
（ 高学歴女性の支援策は、研究途上で挫折
する女性を減らし、結果として投資効果は増
大します。 ） 

日本インターフェロンサイトカイン学会を2009 年6月に
主宰、その場で始めて女性研究者交流会を実施しま
した。昨今では女性研究者は、ドクター卒業まではほ
とんど差別を感じることなく活躍できていますが、いざ
ポストを得ると言うところで、大きな壁が立ち上がりま
す。この壁については、ポストを得ている研究者が異
口同音に述べたことです。現在 50 代以上の研究者
で、子供をもつ研究者は増えてきてはいますが、その
一人一人はまっすぐな道を歩んだのではなく、子育て
に加えて、ポストを得、維持するための様々な努力を
しています。このような女性研究者は視野も広く、生活
者の視点に立った科学を推進する力をもっています。
若い研究者が、頑張れる状況をつくることは、一時期
のちょっとした支援策が大きな実を結ぶ物です。逆差
別との言葉もありますが、女性研究者に優しい社会は
男性研究者にも優しい研究環境であり、また高学歴女
性の子育て支援は、未来に花開く、と考えられます。 

2591 研究者 
文部科
学省 

元素戦略 
元素戦略の対象にリンが欠落しており、リンを
元素戦略の対象に加えるべきである。 

地球的規模でリン資源の枯渇が懸念されている
（ Nature 8 October, 2009 参照 ）。我が国は、リン資
源を全く産出しておらず、全量を海外に依存している。
リンはリン鉱石から得られるが、世界のリン需給量は
2050 年までに 50％以上増加すると予測されている
が、供給量はリン鉱石の枯渇により 2040 年をピークに
急速に減少することが懸念されている。リンがなけれ
ば、バイオマス、バイオ燃料、農業もなければ、人の
生命も維持できない。これほど人類の生存に重要な
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課題であるにもかかわらず、国は無策で無防備であ
る。我が国は国民一人当たりで世界平均の 3-4 倍も
のリンを消費しており、これを回収して再利用するシス
テムをただちに構築すべきである。 

2592 会社員 
文部科
学省 

競争的資金 （若
手研究育成 ） 

若手育成の資金を削減するのは反対です。 

目先の予算削減で若手研究育成の予算を削減すれ
ば、将来を担う研究者は日本国外へスカウトされた
り、自ら移動されたり、最終的には日本全体の産業競
争力を損なうとともに、異動先として考えられる中国、
米国、欧州の競争力を大いに伸ばすことになります。
 
現在、若手ではありませんが、日本の企業を引退した
優秀な人材が中国に流れ、大幅な痛手を負ったばか
りではありませんか？さらに若手の人材も放出するの
ですか？？結果として将来の税収を大幅に減少させ
てします愚行である考えます。 

2593 会社員 
文部科
学省 

競争的資金 （先
端研究 ） 

我が国の基礎研究を 1 ，2 年の目先の予算削
減のために大幅に削減することは国家百年の
計として愚かなものです 

現在、日本の企業を引退した優秀な人材が中国に流
れ、大幅な痛手を負ったばかりではありませんか？さ
らに現役の優秀な人材も放出するのですか？？結果
として将来の税収を大幅に減少させてします愚行であ
る考えます。 

2594 研究者 
文部科
学省 

ナノテクノロジー
ネットワーク 

最先端の分析装置とそれを熟知した技術者
の方々の協力でスピーディーかつ効率的に研
究が進行していると感じている。 

最先端分野の研究では、分析評価に高額な装置が必
要になる場合が多く、企業では、初期の研究段階でそ
ういった装置を導入することは難しい。また、最先端の
装置は、操作も難しく装置を熟知した技術者のアドバ
イスは非常に助かる。 

2595 公務員 
文部科
学省 

免疫・アレルギ
ー科学総合研究
事業 

国民が健康な生活を続けるために免疫の研
究はぜひ必要だと思います。 

テレビで免疫の研究をしている先生の話を聞き、国民
が高齢化していく今後のために免疫の研究が大変役
立つことを知ったから。 

2596 その他 
文部科
学省 

脳科学研究戦略
推進プログラム 

削減すべきでない。むしろ、増額すべきであ
る。 

近年ますます、精神疾患で苦しむ人が増えており、そ
れにより、自分の力で働けない人も多い。そうした精
神疾患の人が社会復帰すること、また精神疾患を未
前に防ぐことが出来れば、社会全体としても大きな利
益になるはずだ。そうするためには、脳機能のメカニ
ズムを解明し、精神疾患の原因究明と確実な治療法
を確立することが必要である。 
 
 また、精神疾患は社会環境の違い等により、国によ
って異なる傾向がある。従って、脳科学の研究は日本
でも進めることが必要である。他の国に任せるだけで
は、いけないと思う。 

2597 公務員 
文部科
学省 

免疫・アレルギ
ー科学総合研究
事業 

免疫の研究はぜひ続けてほしいと思います。
理化学研究所のホームページで免疫の研究が今後
の医学発展のために大変役立つことを知ったから。 

2598 その他 
農林水
産省 

地域における産
学連携支援事業 

ぜひ実施すべきだと考える。 

地域活性化を考えた場合、一次産業の振興は不可
欠。 
 
でも国の科学技術政策を見ると、製造業への支援は
手厚いが、一次産業への支援は弱い印象。 
 
一次産業も、生産者向けの補助金による振興ではな
く、二次産業、三次産業と一緒になった技術開発によ
り、生産コストの低下や魅力ある商品の開発、付加価
値の向上を図るべき。 
 
その取り組みを進めるには、まずそのきっかけ作りを
行う人が重要。 
 
私の実家も農家だが、いま地域には人がいない。技
術の分かる方に、地域活性化を支援していただきた
い！ 

2599 研究者 
文部科
学省 

免疫・アレルギ
ー科学総合研究
事業 

本邦の科学研究の底力は、少なくとも本事業
で推進されている自由かつ発展的基礎研究と
製薬企業などの応用研究の ２者からなってい
る。本事業を継続していただきたい。 

Profit organization たる企業研究はおのずとその自由
度が狭められており、世界に先立つ先端研究とはなり
にくい。一方で NPO 的性格をもつ本事業では、自由に
先端研究を進めることが可能であり、こういった研究を
本邦で更に推進してこそ、本邦の研究の底力の育成
になると考えている。 

2600 会社員 
文部科
学省 

宇宙輸送システ
ム 

とても重要な施策であり、優先すべき施策で
ある。 

幅広い分野に波及効果をもたらす重要な施策です。 
 
また、定期的にメーカーに受注する事により、 
事業を展開する事が出来る。 
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宇宙ビジネスが成り立つという利点もある。 

2601 会社員 
文部科
学省 

日本実験棟「き
ぼう」 （JEM ）
の開発・科学研
究等 

とても重要な施策であり、優先すべき施策で
ある。 

微少重力を利用した研究による 
創薬や医療分野等の発展にとても期待しています。 

2602 会社員 
文部科
学省 

超小型衛星研究
開発事業 

とても重要な施策であり、優先すべき施策で
ある。 

宇宙ビジネスや、地球の将来の事を考えると、 
技術を確立・蓄積する必要がある。 

2603 その他 環境省 
子どもの環境と
環境に関する全
国調査 

水銀汚染調査 
 
重要事項 ： イルカ猟は ８道県で行われてい
ますが中には食安全の暫定基準(0.4ppm)の
１ ０ 倍から ５ ０ ０ ０ 倍という驚異的な水銀に
汚染されているイルカとくにマゴ ンドウ （クジ
ラとして販売されています ）も含まれているそ
うです。 過去 ２ ０ 年間で ４ ０万頭のイルカ
が殺され肉として流通しました。その肉が食品
であれ、ペットフードであれ、充填剤であれ、
廃棄されましょうと、その水銀と 他の毒性物
質は国中の環境に散らばりどこにも消えず蓄
積されているのです。研究では水銀は子ども
では自閉症やアスペルガー症候群を引き起こ
す恐れがあり、 テストステロンを増加させ
（ 攻撃性も増加します ）動脈硬化、免疫抑
制、高血圧、水俣病のような中枢神経破壊が
起こります。 私たちは自分がイルカを食べな
ければ問題がないと思うかもしれません。でも
事実はそうではないのです。 ４ ０万頭のイル
カの肉の水銀と毒性物質は国中に蓄積 され
ています。そして今でも ８道県 （ 北海道、青
森、岩手、宮城、千葉、静岡、和歌山、沖縄 ）
のどこかでイルカは捕獲され肉が流通し、子
どもや妊婦さんが食 べ、学校や病院で出さ
れても法的に問題ないとされているのです。イ
ルカを猟獲して販売することにより、イルカに
蓄積された工場廃棄物質が国土を汚染してい 
ます。この重篤な環境汚染はわたしたちの健
康を害していることになります。 またイルカ猟
をする漁師がすみやかにサステイナブルな職
を得、不安のない生活が出来ますように、小
型捕鯨に使われている税金をお使いいただけ
ますなどの政 策をお取り頂けますようお願い
申し上げます。 

国土水銀汚染と子どもの中枢神経異常について 

2604 研究者 
経済産
業省 

環境調和型製造
基盤技術開発 

化学プロセスでの二酸化炭素発生量を削減
するために、バイオマス原料から化成品を製
造できる生体触媒利用技術開発に注力すべ
きである。また、地球規模でのバイオマス原料
の持続的供給を可能とするために、枯渇する
リン資源の確保に取り組むべきである。 

バイオマス原料から化成品を製造できる生体触媒利
用技術は、これまでの化学触媒利用技術に比べ、二
酸化炭素の発生が厳しく抑えられる点で有利である。
しかし、生体触媒利用技術はまだ取扱に厄介な点や
コスト的に不利な点がある。生体触媒利用において、
酵素を生成する必要がなく、副産物が殆ど発生せず、
複雑な培養操作も不要な新技術を開発することによ
り、生体触媒利用技術を化学触媒利用技術並みに簡
便化できれば、現在の生体触媒利用技術がもつ弱点
の多くが克服でき、化学品製造プロセスにおける二酸
化炭素発生量を大いに削減することができる。 
 
 また、地球的規模でリン資源の枯渇が懸念されてい
る （Nature 8 October, 2009 参照 ） 。我が国は、リン
資源を全く産出しておらず、全量を海外に依存してい
る。リンはリン鉱石から得られるが、世界のリン需給量
は 2050 年までに 50％以上増加すると予測されている
が、供給量はリン鉱石の枯渇により 2040 年をピークに
急速に減少することが懸念されている。リンがなけれ
ば、バイオマス、バイオ燃料、農業もなければ、人の
生命も維持できない。これほど人類の生存に重要な
課題であるにもかかわらず、国は無策で無防備であ
る。我が国は国民一人当たりで世界平均の 3-4 倍も
のリンを消費しており、これを回収して再利用するシス
テムをただちに構築すべきである。 

2605 研究者 環境省 
循環型社会形成
推進 

 地球的規模でリン資源の枯渇が懸念されて
いる （Nature 8 October, 2009 参照） 。我が
国は、リン資源を全く産出しておらず、全量を
海外に依存している。リンはリン鉱石から得ら
れるが、世界のリン需給量は 2050 年までに
50％以上増加すると予測されているが、供給
量はリン鉱石の枯渇により 2040 年をピークに
急速に減少することが懸念されている。リンが

（ 記入なし ） 
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なければ、バイオマス、バイオ燃料、農業もな
ければ、人の生命も維持できない。これほど
人類の生存に重要な課題であるにもかかわら
ず、国は無策で無防備である。我が国は国民
一人当たりで世界平均の 3-4 倍ものリンを消
費しており、これを回収して再利用するシステ
ムをただちに構築すべきである。 

2606 会社員 
文部科
学省 

元素戦略 

 本施策は、使用量は少ないが、産業界では
必須な材料であるレアメタルについて、その特
性等を基礎的に研究することを目的するもの
である。これによって国の資源対策 （具体的
には代替技術の開発等 ）に有効な知見がれ
られることが期待できる。基礎的、中長期的な
テーマであり、国が支援する必要がある。ぜ
ひ実施して頂きたい。 

 レアメタルは我が国では殆ど産出せず、全量輸入に
頼っている。最近、中国等がこれら資源を外交の武器
に使う動きがある。我が国がこれに対応するために
は、代替技術の開発等が重要になる。本施策は、これ
ら技術開発のベースになるものである。 

2607 会社員 
経済産
業省 

高出力多波長複
合レーザー加工
開発プロジェクト 

 わが国におけるものづくりは、高度な技能、
高度な工作機械をベースに、諸外国にない高
付加価値な製品を作り出している。しかし、近
年、ドイツを中心とする欧米において、工作機
械としてのレーザー装置およびレーザーによ
る新しい加工プロセスの急速な開発が進めら
れている。海外製の安い製品に対し、新素材
に対し新しい加工により付加価値を付ける、
あるいは製造コストを下げることで、製品の市
場競争力を向上させなければ、わが国の生き
残る道はない。 
 
 自動車、発電、電池分野において、エネルギ
ーの高効率利用、高効率生産は、地球環境を
考えた上でも重要な課題である。そのため
に、燃費低減のための軽量強靭な材料の適
用、あるいは、エネルギー効率向上のための
微細な構造を持ったデバイスの開発が行われ
ている。 
 
 レーザー加工は、光を用いた非接触加工で
あり、微細な領域に強大な熱を与え、材料を
蒸発あるいは変質させる加工が得意で、機械
的に強靭な材料であっても、微細な材料であ
っても加工が可能である特長がある。 
 
このように、レーザー加工を従来の機械加工
に置き換えることで、わが国の製品と他国と
の差別化を実現するとともに、製造エネルギ
ーの省エネ、製造物の省エネ、エネルギー生
産能力の向上が可能になり、低炭素社会の
実現に貢献できると考える。 

 わが国でも、レーザー装置、加工プロセスの独自の
研究開発は行われているが、個別の企業単位である
問題がある。例えば、現状の様に太陽電池の様に急
速に市場が立ち上がった場合、国内でのレーザー装
置の開発遅れから、海外製のレーザー装置を購入し
て加工機をシステム化する傾向が見られる。そのた
め、レーザー装置の保守、信頼性に問題があり、生産
ラインを長期間止めてしまう危惧があるだけでなく、最
新の加工プロセスを実現できるレーザー装置の入手
ができない問題点がある。従って、わが国が、諸外国
との競争に勝つためには、早急に国産のレーザー装
置とそれを使った高度な加工プロセスを立ち上げ、高
度な材料、高度な工作機械を高度な技能と融合して、
世界にない製品を作り出さなければ、日本の将来は
ない。そのために、現在の経済状態においては、国費
を投入し官学産一丸となった研究開発プロジェクトの
推進が必須である。 

2608 会社員 
経済産
業省 

新エネルギー技
術研究開発 （太
陽光発電システ
ム次世代高性能
技術の開発 ） 

 2008 年、シリコン材料の不足から国内での
太陽電池生産量の増加が鈍化し、変わって、
ドイツ、中国に生産量で抜かれてしまった。ま
た、経済状況の悪化に伴い、安い太陽電池が
市場に氾濫し、これまで、日本で開発された
高効率な太陽電池は、苦戦を強いられてい
る。その中で、国の施策として、これまで、将
来の技術として、シリコン以外の太陽電池の
開発に重点的に資金が投入されていたように
見えるが、Ｎ Ｅ Ｄ Ｏのロードマップに新たに
示されたように、日本の太陽電池産業の競争
力確保に向けた中長期の課題に取り組む必
要があると考える。そのためには、結晶、薄膜
を含めたシリコン系の太陽電池において、諸
外国を越えた高効率化、低コスト化の研究開
発を国家レベルで遂行する必要があると考え
る。これにより、2030 年頃までの日本の太陽
電池産業の競争力確保に寄与するとともに、
その先の新材料での太陽電池の生産にも繋
がるものと考える。 

アジアを中心とした安価だけど品質が悪い太陽電池
が出回ることで、資源、エネルギーの有効利用の妨げ
となる。わが国で、国際競争力のある太陽電池を国が
旗を振って開発するべきである。 

2609 研究者 
文部科
学省 

振興調整費 女
性研究者支援シ
ステム改革 

 今後 ５年くらいをめどに今の予算規模で続
けるのがよい。 

女性研究者が博士号を取得するとき、あるいはポスト
ドク一回目のころは、最も研究に拍車がかかり評価に
重要な成果／論文も出るときである。一方この時期が
女性にとって出産子育ての適齢期でもある。その両立
は、激しい競争の中にあって難しい。特に、キャリアパ
スの固定化された日本社会において一度チャンスを
逃すと困難が倍加し、結局研究者のとしての道を断念
する場合が多い。私は年齢からすでに評価側にある
が、人事選考のたびに苦い思いをして来た。業績評価
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を中心として分野細分化された大学／研究機関での
選考では女性にハンディを与える事もできない。この
ために多くの優秀な女性研究者の卵を国家は失って
いる。 
 
 この調整費は大学などの女性研究者支援の体制が
整ってくるまでの措置である。 
 
今後 ５年くらいをめどにそれが実行されるまで続ける
のがよい。 

2610 その他 
厚生労
働省 

難治性疾患克服
研究 

医師が難病であると診断した病気について
は、難病指定とし、治療について研究をし、進
行を食い止められるようしていただきたい。 

私自身、希少疾患の難病患者です。患者数が少ない
という理由で難病指定にもならず、治療も確立してお
らず、なおかつ、進行性で毎日、痛みや苦しみ、多額
の治療費、命の不安と生活しています。 
 
多く、そういう患者さんがおられます。なんとか、救って
いただきたい。前向きに治療に専念できるようお願い
いたします。 

2611 会社員 総務省 

大規模仮想化サ
ーバ環境におけ
る情報セキュリ
ティ対策技術の
研究開発 

速やかに対策技術を確立すべきと考えます。

仮想化サーバ技術が実用化され、今後は大規模シス
テムへ展開する流れが予想される。そしてそうなった
場合、これまで実サーバにおいて考慮されていないセ
キュリティ的脅威に対し、その対策技術の追随も必要
と考えるため。 

2612 会社員 総務省 
ネットワークセキ
ュリティ基盤技
術の推進 

速やかにネットワークセキュリティ基盤技術に
ついて確立すべきと考えます。そのための研
究の強力な推進を望みます。 

社会インフラとしてのネットワークにおいて、セキュリテ
ィに関する被害も未だ新聞報道等でもききます。その
脅威への対策がまだ不十分と感じていること、また
日々進化し続ける脅威にも対抗しうるネットワークセキ
ュリティ基盤技術の確立が急務と考えるため。 

2613 会社員 
文部科
学省 

免疫・アレルギ
ー科学総合研究
事業 

これまでに数々の論文発表や新聞、テレビに
おける報道などから理化学研究所免疫センタ
ーの活躍はよく知っています。この分野には
子供からお年寄りまで多くの患者さんがおら
れます。また抗原となる物質は地球環境問題
とも密接な関係にあり、この分野の研究は大
変重要だと思います。従いまして、存続を求め
ます。 

私達に最も身近なものとして花粉症があります。年々
罹患者数は増加しています。またアトピーも小さな子
供から、大人になってから発症する方もおられ、自身
の QOL 以外にも偏見やいじめにもつながる危険性が
あります。現在では多様なアレルギー疾患を煩う方も
多くく、これらのアレルギー疾患解明に重要だと思い
ます。 

2614 研究者 
文部科
学省 

女性研究者支援
システム改革 

女性研究者支援事業の継続とさらなる発展を
希望します。 

男女共同参画は国を挙げての推進の諸施策が実って
徐々に 
実現しつつあります。 
 
 
しかし、大学においては、研究という特殊な職務上ワ
ーク 
ライフバランスを取りにくい状況が特に女性に発生し
やすく 
その結果として女性研究者の数が諸外国に比べて低
い状況です。 
 
 
このことは、少子化時代の優秀な研究者の確保という
課題 
だけでなく、多様なバックグラウンドを持つ研究者のシ
ナジー 
効果による知の発展を阻害し、国際競争力を下げるこ
とになる 
 
と憂慮しています。 
 
 
今後の日本社会における男女共同参画を推進する上
でも、 
高等教育機関である大学の女性研究者を増やしてい
くことは 
国益にかなうことであると考えます。 
 
 
一方で、国民の税金をより効率的に活用するための
手法に 
ついても共に検討していく必要があると考えていま
す。 
 
 
慶應義塾大学では、科学技術振興調整費の補助金を
受けて 
「ソーシャルキャピタルを育む女性研究者支援」とし
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て、 
女性研究者、周囲の支援者、卒業生、地域住民など、
さまざまなコミュニティの中でのつながりによる支援体
制の 
構築を進めています。 
 
 
国と大学が協働して 
よりよい女性研究者支援のための制度設計をしていく
ことが 
できればと願っています。 

2615 研究者 
文部科
学省 

振興調整費 女
性研究者支援シ
ステム改革 

1/3 縮減に反対、あるいは 女性研究者支援
事業の継続と予算の増額をお願いします。 

男性女性を問わず支援をさせるためには、この事業
が成功させる必要がある。 

2616 研究者 
文部科
学省 

GX ロケット 「来年度予算計上は見送り」に反対します。 

これまでも日本のロケット開発は低予算の中でほそぼ
そとやってきました。それでもその技術は世界に誇る
もので、各国から勉強しにきています。また今回ロケッ
ト開発を見送ることになれば、世界のロケット開発から
撤退せざるをえなくなります。是非、再考をお願いしま
す。 

2617 研究者 
文部科
学省 

高レベル廃棄物
処分技術開発 

「結論持ち越し」ということであれば、ぜひ予算
をつけていただきたい。 

高レベル廃棄物処分技術開発をしなければ、現在原
発が稼動している以上、廃棄物は増え続け、核のゴミ
で溢れ返ってしまいます。日本国民は放射能の中で
生活しなさいということなのでしょうか？ 
 
一刻もはやい高レベル廃棄物処分技術開発をお願い
します。 

2618 その他 
文部科
学省 

免疫アレルギー
科学総合事業 

花粉症の発生メカニズムを明らかにした上で
治療方法の開発をするというこの事業は、国
民の福祉に大きく貢献する。さらには、長い目
で見た時には、医療費削減にも大きく貢献しう
る事業だと思う。 

横浜理研の一般公開に参加し、その事業内容を見
て、アレルギーの発生メカニズムの説明を見て強い印
象を受けた。 

2619 会社員 
文部科
学省 

東海・東南海・南
海地震の連動性
評価研究 

国家の存亡にも関わる東海・東南海・南海地
震対策には重点的な予算配分をすべき 

東海・東南海・南海地震は、差し迫った地震であるだ
けでなく、産業が盛んな地域の大部分に大きな揺れを
もたらす地震であり、国の存亡にも関わる問題である
ことから、国家として対策を講じる必要がある地震と考
えます。一口に地震といっても、それぞれの地震には
特徴があり、地震対策を講じるうえでは、個々の地震
の特徴を詳細に捉えることにより、どの地域がどのよ
うな揺れ方をするのかを知らなければ、的確な防止対
策を立てることはできません。この巨大地震の震源は
ほとんどが海の下であり、当該研究が行う海底におけ
る各種観測は、防災対策を講じる相手である地震の
特徴を知るのに極めて重要です。 

2620 会社員 
文部科
学省 

「ちきゅう」による
世界最高の深海
底ライザー掘削
技術の開発 

プレート境界地震の頻発する我が国において
プレート沈み込みのメカニズムを解明すること
は、我が国の地震・津波防災においてきわめ
て重要であり、また、費用を削減し目的が果た
せなくなれば、それこそ無駄な投資になってし
まう。 
 
是非とも事業の発展的な継続を望む。 
 
 
 
また、世界のトップレベルの技術を研究・開発
することは、将来において我が国日本が生き
残る道であり、行政として技術開発に対するビ
ジョンを明確に示されたい。 

プレート境界地震のメカニズムを解明することは、我
が国の防災にきわめて重要であるのみならず、太平
洋沿岸に多数原子力発電所を保有する我が国におい
て、原子力発電所の耐震設計においても貴重な知見
が得られる。 
 
 
また、資源の乏しい我が国日本において、科学技術に
おいて世界をリードすることは、将来の国の発展にお
いてきわめて重要であり、世界一を目指さない限り将
来的な展望は望めないと考える。 

2621 研究者 
文部科
学省 

競争的資金 （外
国人研究者招へ
い ） （ 世界トッ
プレベル研究拠
点 WPI) 

（ １ ） 事業番号 14 の仕分けの結論には、論
理性も倫理性もない。 
 
（ ２ ） 標記の「事業仕分け」の結果は、冷静
慎重に判断し直し、修正する必要がある。 
 
（ ３ ） WPI 事業は、日本が伝統的に抱える
「世界からの孤立」という問題点を克服して世
界の科学技術リーダー国としての役割を果た
すために、日本国の今後にとって極めて重要
な事業予算である。 

私の所属する、京都大学・物質-細胞統合システム拠
点 （アイセムス ） の予算は文科省のＷＰ Ｉ 事業から
配分されています。WPI 事業は、我が国の境界領域科
学の振興を、国際的規模で行うために実施されている
もので、世界をリードするトップ拠点を日本に作り、日
本の国際的貢献と国際的リードの両方を目指して
2007 年 10 月に始められたものです。       
 
 
よくある、インチキな競争ではなく、日本のトップにある
研究教育機関から提案された中から 7 倍以上の競争
率で選ばれた 5 つの拠点が、現在、活動しています。
提案された拠点は、例えば、東大から 5 件、京大から
3 件というように、激烈な競争を行って選ばれたもの
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で、国際的にも注目されているプログラムです。このよ
うな研究所を作らなくてはいけないということは、多く
の国で意識されています （アメリカは、多くの組織が
すでにこのようになっています ）。私の知るだけでも、
ドイツ、オランダ、ベルギー、フランス、中国、シンガポ
ール、カタールが、極めて多額の科学研究費を投入し
て、同じような考えの、「国際」「境界領域」研究をする
大きな研究所の設立を始めています。 
 
本事業は、日本の長期の科学技術政策を進める上で
の、リーディングプロジェクトであり、本事業の成否が、
日本の科学技術の将来を決めるものになることは、広
く認識されています。 
 
日本政府の科学予算は、OECD 加盟国中、下から 3
番目というお粗末さです。本 WPI 事業は、それを少し
でも改善しようという努力の一つなのですが、このよう
な、長期の視点、国際標準の努力との比較、というの
は、科学技術政策の立案には欠かせません。そのよ
うな視点がない議論というのは、議論ではなく、ワイド
ショーの中でも程度の悪いものにあたると思われま
す。 
私は、事業番号 14 番の仕分けを直接に傍聴したわけ
ではありません。しかし、その議論のテープ起こしを読
んだ限りでは、長期視点も国際比較も、仕分け人の方
のアタマにはなかったように思われます。このような本
質的に重要なポイントを堂々と説明し議論を展開でき
ない雰囲気にも失望しましたが （テレビで見た毛利衛
未来館館長は、ちゃんと言っていましたが、それは宇
宙人だからかもしれません ）、理解不足や誤解に基
づく、性急かつお粗末な議論によって、WPI 事業を縮
減するという結論を、恥ずかしげも無く出してしまう仕
分け作業には、いたく感心しました。仕分け人の方た
ちも、初めてのことで気負いもあり、ここまでも鈍感
に、浅薄になられたのでしょう。しかし、そこでの熟慮と
深い考察ができないということ自体、仕分け人の選任
方法に強い疑問を抱かせるものであります。 
 
すなわち、事業番号 14 番の仕分けについては、仕分
け人の選定法が明らかにされておらず、彼らが仕分け
する能力があるかどうか、どれくらい勉強したのかな
ど不透明なところが多すぎます。したがって、私の意
見 （ １ ） は、事業番号 14 の仕分けの結論には、論理
性も倫理性もない、ということであります。    
 
よって、私の意見（ ２ ） は、標記の件についての「事
業仕分け」の結果は、冷静慎重に判断しなおし修正す
る必要がある、ということです。  
 
アイセムスなどのＷ Ｐ Ｉ 事業は、日本が伝統的に抱
える世界からの孤立という問題点を克服して世界の科
学技術リーダー国としての役割を果たすために、日本
国の今後にとって極めて重要な事業予算であります。
ここで道を間違うようなことがあってはなりません。 
以上 

2622 その他 
文部科
学省 

免疫アレルギー
科学総合研究事
業 

花粉症に苦しんでいます。花粉アレルギー克
服のための事業に賛成します。 

横浜理研の一般公開に夫と一緒に行きました。免疫
アレルギーセンターでの花粉症への取り組みを聞き、
国にとって大切な事業だと思いました。 

2623 研究者 
文部科
学省 

世界トップレベ
ル研究拠点プロ
グラム 

（ １ ） 事業番号 14 の仕分けの結論には、論
理性も倫理性もない。 
 
（ ２ ） 標記の「事業仕分け」の結果は、冷静
慎重に判断し直し、修正する必要がある。 
 
（ ３ ） WPI 事業は、日本が伝統的に抱える
「世界からの孤立」という問題点を克服して世
界の科学技術リーダー国としての役割を果た
すために、日本国の今後にとって極めて重要
な事業予算である。 

私の所属する、京都大学・物質-細胞統合システム拠
点 （アイセムス ） の予算は文科省のＷＰ Ｉ 事業から
配分されています。WPI 事業は、我が国の境界領域科
学の振興を、国際的規模で行うために実施されている
もので、世界をリードするトップ拠点を日本に作り、日
本の国際的貢献と国際的リードの両方を目指して
2007 年 10 月に始められたものです。 
よくある、インチキな競争ではなく、日本のトップにある
研究教育機関から提案された中から 7 倍以上の競争
率で選ばれた 5 つの拠点が、現在、活動しています。
提案された拠点は、例えば、東大から 5 件、京大から
3 件というように、激烈な競争を行って選ばれたもの
で、国際的にも注目されているプログラムです。このよ
うな研究所を作らなくてはいけないということは、多く
の国で意識されています （アメリカは、多くの組織が
すでにこのようになっています ）。私の知るだけでも、
ドイツ、オランダ、ベルギー、フランス、中国、シンガポ
ール、カタールが、極めて多額の科学研究費を投入し
て、同じような考えの、「国際」「境界領域」研究をする
大きな研究所の設立を始めています。 
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本事業は、日本の長期の科学技術政策を進める上で
の、リーディングプロジェクトであり、本事業の成否が、
日本の科学技術の将来を決めるものになることは、広
く認識されています。 
 
日本政府の科学予算は、OECD 加盟国中、下から 3
番目というお粗末さです。本 WPI 事業は、それを少し
でも改善しようという努力の一つなのですが、このよう
な、長期の視点、国際標準の努力との比較、というの
は、科学技術政策の立案には欠かせません。そのよ
うな視点がない議論というのは、議論ではなく、ワイド
ショーの中でも程度の悪いものにあたると思われま
す。 
 
私は、事業番号 14 番の仕分けを直接に傍聴したわけ
ではありません。しかし、その議論のテープ起こしを読
んだ限りでは、長期視点も国際比較も、仕分け人の方
のアタマにはなかったように思われます。このような本
質的に重要なポイントを堂々と説明し議論を展開でき
ない雰囲気にも失望しましたが （テレビで見た毛利衛
未来館館長は、ちゃんと言っていましたが、それは宇
宙人だからかもしれません ）、理解不足や誤解に基
づく、性急かつお粗末な議論によって、WPI 事業を縮
減するという結論を、恥ずかしげも無く出してしまう仕
分け作業には、いたく感心しました。仕分け人の方た
ちも、初めてのことで気負いもあり、ここまでも鈍感
に、浅薄になられたのでしょう。しかし、そこでの熟慮と
深い考察ができないということ自体、仕分け人の選任
方法に強い疑問を抱かせるものであります。 
すなわち、事業番号 14 番の仕分けについては、仕分
け人の選定法が明らかにされておらず、彼らが仕分け
する能力があるかどうか、どれくらい勉強したのかな
ど不透明なところが多すぎます。したがって、私の意
見 （ １ ） は、事業番号 14 の仕分けの結論には、論理
性も倫理性もない、ということであります。 
よって、私の意見（ ２ ） は、標記の件についての「事
業仕分け」の結果は、冷静慎重に判断しなおし修正す
る必要がある、ということです。 
アイセムスなどのＷ Ｐ Ｉ 事業は、日本が伝統的に抱
える世界からの孤立という問題点を克服して世界の科
学技術リーダー国としての役割を果たすために、日本
国の今後にとって極めて重要な事業予算であります。
ここで道を間違うようなことがあってはなりません。 
以上 

2624 会社員 
文部科
学省 

元素戦略 
この関係の施策に予算を満額与えて頂くよう
御願いします 

そもそも資源のないわが国の根幹に関わる技術開発
であり、政策の中心にすえるべき内容。この関係の技
術開発の推進を政府が旗を不振って進めるべきと考
える 

2625 会社員 
文部科
学省 

産学官民連携に
おける地域イノ
ベーションクラス
ター 

この関係の予算を満額つけるよう御願いしま
す 

東海地方では、トヨタを中心とした HV－EV 産業が国
家の今後の浮沈を左右する状況であり、地域での研
究開発が不可欠な状況。国の施策としてもこの分野で
十分や資金を恐縮すべきと考える 

2626 会社員 
文部科
学省 

世界トップレベ
ル研究拠点プロ
グラム 

この関係の予算は満額付与が必要 

世界的に見て日本の研究開発は少しずつ伸びてきて
いる状況。名古屋大学からはノーベル賞受賞者を輩
出するなど世界レベルの研究が行なわれてきた。今
後も世界的に優位性を確保する為、この為の 
予算確保は不可欠、また、国家の根幹として政策のひ
とつとしてほしい 

2627 研究者 
文部科
学省 

振興調整費 女
性研究者支援モ
デル育成事業 

文部科学省科学技術政策研究所２ ０ ０ ８ 年
度ナイスステップな研究者の賞を頂いた者で
す ． 
 
http://www.nistep.go.jp/notice/nt090414.html
 
このたびの行政刷新会議 「事業仕分け」につ
いて  
 
事業番号 3-39  競争的資金 （女性研究者
支援 ）施策－施策番号 6 
 
文部科学省「女性研究者支援モデル育成事
業」に関し 
 
概算要求の 1/3 程度の縮減 （30 億円→20 億
円 ）という結論になりましたことに反対し ，当
初の 30 億円を維持して頂きたいと言う意見を

１ ） 日本の女性研究者進出の現状は 
学問 ，社会のいずれにおいても ， 先進国 ，中堅国の
中で世界最低という 
情けない状況でございます ．ちなみに 
韓国は国を挙げて努力した結果 ， 日本を抜いて世界 
下位から ２位になりました ． 
 
詳しい資料は男女共同参画白書 
 
http://www.gender.go.jp/whitepaper/whitepaper-inde
x.html 
 
および ，日本の学会 ，研究者の協会等で作っている
団体のアンケート結果 
 
http://annex.jsap.or.jp/renrakukai/enquete.html 
 
をご覧下さい ． 
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申し上げさせて頂きます ．  
 
その中で ，日本の「教育」の場における男女参画を、
世界最低の状況から引き上げるためには 
国の支援が必要不可欠です ．支援は ，教育及び研
究を牽引する大学および研究所での活動を 
 
具現化するものでなければなりません ．教育、研究の
場における男女共同参画は ，ほっておいては 
日本では決して進展しませんでした． 国が強力に支
援金をつぎ込まなくては、一切動かないと言うのが 
現実です ．女性自身が ，国の予算の注入による支援
策を 
のぞんでおります． この場に及んで予算削減を適用
し ，世界中の国から取り残される 
笑い者になるための行動を行う事が， 日本の政府方
針にならないことを願います ． 
 
 
 
２ ） 現在 ，現場で女性教員や研究者の活性化など
の効果を認識できている「女性研究者支援モデル育
成」 
は継続がぜひとも必要です ． 
 
すなわち予算削減の撤回を強くのぞみます ． 
 
 
下記の科学技術振興機構のサイエンスポータルに取
り上げて頂いた私の 
意見も ，ぜひご参考にお願いします．  
 
http://scienceportal.jp/HotTopics/opinion/100.html 

2628 研究者 
文部科
学省 

振興調整費 女
性研究者支援シ
ステム改革加速 

文部科学省科学技術政策研究所２ ０ ０ ８ 年
度ナイスステップな研究者の賞を頂いた者で
す ． 
 
http://www.nistep.go.jp/notice/nt090414.html
 
このたびの行政刷新会議 「事業仕分け」につ
いて  
 
事業番号 3-39  競争的資金 （女性研究者
支援 ）施策－施策番号 6 
 
文部科学省「女性研究者支援システム改革加
速」に関し 
 
概算要求の 1/3 程度の縮減 （30 億円→20 億
円 ）という結論になりましたことに反対し ，当
初の 30 億円を維持して頂きたいと言う意見を
申し上げさせて頂きます ． 

１ ） 日本の女性研究者進出の現状は 
学問 ，社会のいずれにおいても ， 先進国 ，中堅国の
中で世界最低という 
情けない状況でございます ．ちなみに 
韓国は国を挙げて努力した結果 ， 日本を抜いて世界 
下位から ２位になりました ． 
 
詳しい資料は男女共同参画白書 
 
http://www.gender.go.jp/whitepaper/whitepaper-inde
x.html 
 
および ，日本の学会 ，研究者の協会等で作っている
団体のアンケート結果 
 
http://annex.jsap.or.jp/renrakukai/enquete.html 
 
をご覧下さい ． 
 
 
その中で ，日本の「教育」の場における男女参画を、
世界最低の状況から引き上げるためには 
国の支援が必要不可欠です ．支援は ，教育及び研
究を牽引する大学および研究所での活動を 
 
具現化するものでなければなりません ．教育、研究の
場における男女共同参画は ，ほっておいては 
日本では決して進展しませんでした． 国が強力に支
援金をつぎ込まなくては、一切動かないと言うのが 
現実です ．女性自身が ，国の予算の注入による支援
策を 
のぞんでおります． この場に及んで予算削減を適用
し ，世界中の国から取り残される 
笑い者になるための行動を行う事が， 日本の政府方
針にならないことを願います ． 
 
 
 
２ ） 現在 ，女性研究者である私ども自身が 
実に効果的に女性の採用が増え始めたと認識し ， 喜
んでいる 
「女性研究者養成システム改革加速」の継続を ，断固
のぞみます ． 
 
すなわち予算削減の撤回を強くのぞみます ． 
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下記の科学技術振興機構のサイエンスポータルに取
り上げて頂いた私の 
意見も ，ぜひご参考にお願いします．  
 
http://scienceportal.jp/HotTopics/opinion/100.html 
 
 
 
以上、何卒ご理解ご支援の程をどうぞよろしくお願い
申し上げます ．  

2629 公務員 総務省 
超高速光エッジ
ノード技術の研
究開発 

本研究課題は、ラベル処理とバッファー技術
の高度化に関するもので、この技術のブレー
クスルーが、ネットワークの真の大容量化を
左右すると言っても過言ではない。本課題は、
その部分を集中的に 2 年間で開発しようとす
るもので、是非とも必要な課題である。 

今のネットワークは、小さな IP パケット単位でルーティ
ング(交換処理)を行うため、多くの IP パケットのラベル
読み取りや宛先処理に多くの電力を必要とする。それ
に対して、本研究課題では、IP パケットよりも大きく、
あるまとまった単位の情報でのルーティングを行うこと
により、電力消費を大幅に削減しようとするもので、環
境に優しい省エネ社会の実現に不可欠である。 

2630 公務員 総務省 
フォトニックネッ
トワーク技術に
関する研究開発 

インターネットの普及によるデータトラフィック
の増大は、もはや抑えることはできない。我々
の目指すべきは、快適な IT ネットワーク生活
を維持しつつ、環境に優しい省エネ社会の実
現である。今の通信ネットワーク技術高度化
のトレンドは、コヒーレント・デジタル光通信方
式であるが、これは光技術というよりも電子回
路によるデジタル技術に負うところが大きく、
根本的な省エネ化には繋がらない。通信ネッ
トワークに、光信号処理の優れた特性を積極
的に導入しようとする本研究課題こそが、デー
タトラフィックの増大の問題を根本的に解決で
きるものであり、本課題の継続は環境に優し
い省エネ社会の実現には不可欠である。 

デジタル技術の進歩は、TV 放送のデジタル化を可能
にしたが、デジタル回路は、情報の圧縮・処理に多く
の電力を消費するため、根本的な省エネ化には繋が
らない。それに対して光による情報処理は、高並列性
や大容量性など、電子回路によるデジタル技術では
実現できないような優れた性質を有している。本研究
課題は、それら光による処理の優れた点を積極的に
利用しようと、これまで研究を続けてきたものである。
本研究課題を中止することは、環境に優しい省エネ社
会の実現を放棄したに等しい。 

2631 その他 
文部科
学省 

科学研究費補助
金、戦略的創造
研究推進事業、
科学技術振興調
整費 

予算を削減すべきでない。 

日本には資源がなく、科学技術大国を維持することが
経済力を保つためには必要不可欠である。研究成果
を国民により分かりやすく示すシステム作りは必要で
あるが、予算はこれまで通りに組み、科学技術大国と
しての地位を保っていかなければならない。 

2632 その他 
文部科
学省 

科学研究費補助
金 

最優先で実施すべき施策であると思います。
現状では、科学研究費はわが国の研究者に
とって最も重要な競争的研究資金であり、日
本の科学研究の下支えをしています。将来に
わたって、日本が科学技術で世界をリードして
いくためには、これを削減するようなことはあ
ってはならないことと考えます。 

国立大学の運営費交付金などの基盤的研究費が
年々削減される中で、科学研究費補助金は、わが国
の研究者が、それぞれの自由な発想に基づいて申請
できる最も重要な競争的研究資金です。これを削減す
るようなことがあると、独創性に富む科学的着想や発
想の芽を摘むことになり、我が国の科学研究の停滞を
引き起こし、それは即ち近い将来の我が国の衰退に
つながることになると思います。 

2633 その他 
文部科
学省 

戦略的創造研究
推進事業 

最優先で実施すべき施策であると思います。
科学研究費などで育ってきた有望な研究の中
から、有望なものを選別して、世界トップレベ
ルの研究に育て上げ、また産業応用に結びつ
けるためには、科学の目利きによって選別さ
れた、戦略的創造研究推進事業のような制度
が不可欠だと思います。 

科学研究費がわが国の科学研究の下支えをし、強固
な土台を作るのに重要なのに対し、有望な研究をピッ
クアップし、ノーベル賞級の研究や産業に結びつくよう
な応用研究を育てるために集中的に支援するのが戦
略的創造研究推進事業だと思います。このような、性
格の異なる ２つの制度による十分な支援が行われな
ければ、欧米だけでなく、発展著しい中国や韓国など
に対抗して、わが国の科学技術レベルを維持するの
は難しいのではないでしょうか。 

2634 その他 
文部科
学省 

脳科学研究戦略
推進プログラム 

最優先で実施すべき施策であると思います。
脳疾患や精神障害が原因の膨大な医療費や
社会的損失を軽減するためにも、この施策は
きわめて有意義かつ重要です。 

私はリハビリテーションの医師として、毎日多くの患者
さんを診ておりますが、その多くが脳神経系の障害が
原因で不自由な生活を余儀なくされています。これら
の人々の生活の質を向上するだけでなく、そのための
膨大な医療費と就労できないことによる社会的損失を
できるだけ縮小するためにも、ブレインマシンインター
フェイスと関連した脳研究は急務であると思います。ま
た、統合失調症やうつ病、あるいはそれらが関連した
自殺など、社会的損失は計り知れません。施策の中
の「社会脳」などは、今こそ重要な事業であると思いま
す。 

2635 研究者 
文部科
学省 

免疫アレルギー
科学総合研究事
業 

免疫アレルギー科学総合研究センターの予算
は拡充すべき 

iPS 研究等、予算拡充が急務の領域もあるが、自己免
疫疾患に関しては、もし iPS 等で傷害臓器を直しても
免疫応答を制御できなければ、また攻撃をうける。ま
た新型インフルエンザのような新興感染症のワクチン
開発も必要。そのため、免疫学の基礎研究の専門機
関である免疫アレルギー科学総合研究センターには
より重点的に予算をつけなければならない。 
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2636 その他 
厚生労
働省 

難治性疾患克服
研究 

進行性の難病を患う患者の一人です。どうか
研究費を増やしていただき治療薬ができるこ
とを願います。 

年老いてく親への恩返しにはそのことしか思いうかび
ません。面倒かけた分老後の面倒をみてあげたい。 

2637 研究者 
文部科
学省 

振興調整費 女
性研究者支援シ
ステム改革 

1/3 に予算縮減することに反対します。最低で
も継続、さらなる増額を希望します。 

女性研究者が少ない要因は、今まで認識されながら、
ないがしろにされてきた。ここでようやく、女性研究者
が一人でも多く研究を継続できるための予算が組み
込まれ、少しずつ着実に浸透しつつあるのに、ここで、
削減されれば、また多くの女性研究者が仕事を辞めざ
るを得ない。いままでの予算も無駄になる。このような
事業は継続することが大切であるので、ぜひ、予算縮
減はやめていただきたい。将来、理系の大学へ進学
し、研究者を志す女子学生がまた少なくなります。将
来を見据えて、予算を配分していただきたい。 

2638 研究者 
文部科
学省 

感染症研究国際
ネットワーク推
進プ ログラム 

感染症研究国際ネットワーク推進プログラム
の第 1 期事業により形成された海外拠点は、
わが国の研究者達が現地に駐在し、当該国
の研究者と共同研究を行い、彼我の人材育
成を行うための基盤となった。個別事業の重
要性や相手国や相手機関の選択を含めた外
交上のプライオリティーも考慮し、さらに発展
させるべきである。感染症は、熱帯や発展途
上性の問題というばかりでなく、各国の経済
の大規模化やグローバル化に深くリンクした
常に新しい課題として捉えるべきである。感染
症を単なる医療問題や対策上の問題として捉
えるのは不充分で、新興感染症に対応した新
たな科学技術上の施策や、国内外に通用す
る人材育成といった観点からも国家の科学技
術政策としてとして強力に推進すべきである。

当該プログラムにおいて形成された拠点の一つである
中国拠点は、中国科学院という中国の最先端基礎科
学を担う巨大な研究組織等との連携を確立した。その
成果は、路甬祥全人代常務委員会副委員長・中国科
学院院長をはじめ、中国の要人からも高く評価されて
いる。感染症に国境はなく、特にわが国とアジアとの
重要課題として捉えられるべきである。当該プログラ
ムは、科学技術外交に資するばかりでなく、国の推進
するアジア共同体構想にも貢献できるものである。日
中韓の科学技術連携を強めつつ、ASEAN 諸国等の
発展に貢献する上で、感染症の研究に関する国際的
なネットワーク強化の意義は大きい。 

2639 研究者 
文部科
学省 

科学研究費補助
金 

幅広い分野の幅広い目的を持った学術研究
を国家として強くサポートすべきである。 

研究者の自由な発想に基づくボトムアップ研究は、科
学技術立国のかなめの一つである。 

2640 研究者 
文部科
学省 

大学等の施設の
整備 

国立大学法人等は、資源の少ないわが国が
目指す科学技術立国の最も重要な人材育成
機関であり、独創的な研究の基盤を与える研
究機関である。そのための施設整備の拡充、
更新、高度化は必要不可欠である。 

競争的資金だけでは、国立大学法人等の施設の充実
や改善を図ることは不可能で、重点的な支援、配分が
必要である。 

2641 その他 
経済産
業省 

希少金属代替材
料開発プロジェ
クト 

イソップ寓話「がちょうと黄金の卵」の愚を避け
るべし。 

今日明日のパンのために、長期的展望に基づくべき
資源関連予算を削減すべきではない。我が国は将来
とも技術立国の道を選ぶしかないという共通認識に立
てば、その川上である新素材・材料の開発や発展に
係るレアメタルの確保は必須・不可避である。今はむ
しろ、予算を更に充実させるべき時期である。 

2642 その他 
文部科
学省 

元素戦略 
イソップ寓話「がちょうと黄金の卵」の愚を避け
るべし。 

今日明日のパンのために、長期的展望に基づくべき
資源関連予算を削減すべきではない。我が国は将来
とも技術立国の道を選ぶしかないという共通認識に立
てば、その川上である新素材・材料の開発や発展に
係るレアメタルの確保は必須・不可避である。今はむ
しろ、予算を更に充実させるべき時期である。 

2643 
団体職
員 

文部科
学省 

次世代スーパー
コンピュータ戦
略プログラム準
備研究 

日本のスーパーコンピュータは常に世界の最
先端を維持すべきである 

スーパーコンピュータの活用は実物実験を行うよりコ
ストを削減出来る。だがその性能が貧弱だと最先端の
研究も貧弱となり、開発費も余分にかかる。日本は技
術立国で生きて行くしかない。スーパーコンピュータは
その手段であり目的でもある。産めよ増やせとばかり
子供手当て等貰っても、宇宙産業は無い、コンピュー
タ産業は無い、先端技術が無いでは、子供の夢も無く
なるし、明日の食も無くなる。子供手当ての為に将来
のインフラを削るのは本末転倒である。無駄なのは、
これが理解できない政治家そのものである。 

2644 研究者 
文部科
学省 

振興調整費 女
性研究者支援シ
ステム改革 

女性研究者支援の現状以上での継続希望。
予算 1/3 削減に反対 

RPD1 期に採用されたからこそ育児と両立して研究業
績をあげることがでた。研究生活には書籍・パソコン
等費用がかかる。理系はいざ知らず社会科学分野で
は共有せず単独で研究するので全て自前。非常勤教
員では学部予算での図書館用の図書購入優先度も
極めて低い。学会出席するためには子どもを会場近く
の託児所に預けたり、子どもの分の交通費等、目に見
えにくい出費も多く研究費としてあげられない費用が
嵩む。学会研究会にまめに出席し、論文も多く出版し
ないと就職機会がないのが現状で、出産・育児で中断
がある者は出身校や指導教員との縁も薄くなり自力で
就職するには学会と業績は必須。研究者に未婚、子
無し、別居結婚が多い理由を再考して欲しい。子ども
が欲しくても専任でも持ちにくいのが現状で、今回のよ



 527

うな措置はせっかく両立できる＝それなら是非子ども
が欲しいという希望や動きが出てきた所をシャットアウ
トすることになる。 

2645 会社員 
文部科
学省 

本格的利用期に
適した大型放射
光 （SPring-8 ）  

・SPring-8 は他の欧米施設と技術開発競争の
真っただ中にあることを理解されていない。 
 
・日本は科学技術立国ではないのか。 
 
・SPring-8 を技術系以外の人に議論されるの
は心外。価値が理解されていない。 

・営利目的ではない科学技術施設の予算は削減すべ
きではない。 
 
・他に本当に無駄と考えられる天下り予算こそ削減す
べき。 
 
・この予算案が本当に通れば、SPring-8 運営はもは
や不可能であろう。 
 
・民主党に投じる気はもう失せた。一部の国民の反感
を持たれていることに気づくべき。 

2646 研究者 
文部科
学省 

本格的利用期に
適した大型放射
光施設
（ SPring-8 ）の
運営体制の構築 

（ １ ） 加速器、ビームラインとも高度化のた
めの研究開発は必須である。 
 
（ ２ ） 残っている中尺ビームライン用地を有
効に活用すべきである。 
 
（ ３ ） 研究者、研究補助者をさらに増員すべ
きである。 

（ １ ） 先端的放射光利用研究で成果を上げ続けるた
めには、施設の先端性の確保は必須である。それに
よって多くの有能な利用者を集めることもでき、ノーベ
ル賞級の成果も期待できる。 
 
（ ２ ） 放射光利用を特殊な環境下で行うためには専
用の建屋が必要である。中尺ビームラインではそれが
できる。今後は特殊な環境下での放射光利用も推進
することで世界をリードし、産業全般に貢献できる。 
 
（ ３ ） 少数の研究者で運営されているのが実態であ
り、負担が過度になっている。さらに様々な分野の研
究者を迎え入れて利用分野の拡大を図り、研究補助
者の増員により、利用支援を促進できる。 

2647 その他 環境省 
循環型社会形成
推進科学研究費
補助金 

イソップ寓話「ガチョウと黄金の卵」の愚は避
けるべし 

今日明日のパンのために、長期的展望に基づくべき
資源関連予算を削減すべきではない。我が国は将来
とも技術立国の道を選ぶしかないという共通認識に立
てば、その川上である新素材・材料の開発や発展に
係るレアメタルの確保は必須・不可避である。今はむ
しろ、予算を更に充実させるべき時期である。 

2648 研究者 
厚生労
働省 

先端的基盤開発
研究事業 創薬
基盤推進研究 

・生物資源 （培養細胞、ヒト組織、遺伝子、実
験動物、霊長類、薬用物 ）の整備に関する研
究について ◎平成 22 年度の競争的資金の
公募の中に、人体由来疾患研究資源の生物
資源についての記載が全くなくなった。 ◎人
体由来疾患研究資源の生物資源の収集、保
管、品質管理、利用に関する応募を入れる必
要がある。  

◎研究と医療が急速に接近する中で、人の病気を研
究するためのインフラについての枠組みは、医療政策
の権限を持つ厚生労働省が管轄する以外ない。海外
ではそれが標準である。 ◎そのような中で、文部科
学省が人体由来生物資源への施策を厚くしている中
で、厚生労働省に応募がなくなったのは、不可解。 ◎
国際的にも、疾患研究のための生物資源の充実、特
に人体由来の生物資源が行われ、EU はその加盟国
の間での、人体由来生物資源の共有施策を行いつつ
ある。 ◎今回の公募要領は、科学動向、規制動向、
国際動向に反するものである。 

2649 研究者 
厚生労
働省 

生活習慣病・難
治性疾患克服総
合研究事業 

◎難治性疾患に対する研究資源の流通促進
の施策を重視すべき。 ◎昨年度公募により
募集された、難治性疾患に対する研究資源に
ついての支援を明確化する必要がある。 

◎昨年度公募により募集された、難治性疾患に対す
る研究資源についての支援は画期的な施策であっ
た。 ◎同じ疾患に興味をもつ、患者を持つ医師と、基
礎研究者の連携の活性化のために、難治性疾患患者
を持つ医師の、生物資源収集業務の支援が重要であ
る。  

2650 その他 
文部科
学省 

振興調整費 女
性研究者支援シ
ステム改革 

予算縮減に反対します。 
 
さらなる増額を求めます。 

我が国における女性研究者の数は先進国の中でも低
い割合で、それを増やし、女性の能力も生かしていく
ための、予算を、なぜ無駄ときめつけ、削減するの
か。世界的な流れにも逆行すると思う。ぜひ、女性研
究者支援を続けて、さらに充実させてほしい。 

2651 研究者 
文部科
学省 

オーダーメイド
医療の実現プロ
グラム 

予算は維持するべきである 

オーダーメイド医療の実現プログラムは生活習慣病お
よび癌を中心に、現在の医学で完全に治療をすること
ができない疾患の原因解明と治療解明のために存在
するプロジェクトである。 
 
プロジェクトに賛同してくださった 20 万を超える患者さ
ん方から、ゲノムおよび血清サンプルをバンキングし
ている。こうした大規模なゲノム・血清などのバイオリ
ソースのバンキング計画は欧米諸国が中心で日本を
はじめとするアジア諸国では行われていなかった。国
際的にも高く評価されている。 
 
また、ゲノム地図の完成を受け、欧米人とアジア人の
間に大きな違いがあり、欧米の研究結果が必ずしも日
本人に当てはまらないことが明らかになっている。私
自身ゲノム研究に携わっていて、これほどまでに違う
ものかと驚きを隠せない。 
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そのため、日本ではお金がないから欧米の研究成果
をもとにゲノム研究を行う、そんな体制では日本人の
病気をなおすことはできないと考えている。欧米で研
究が先行し、ゲノム創薬もすべて欧米特許を取得され
てしまうと、日本は高い特許料を海外に払い続けなけ
ればならない。長い目で見たとき、どちらが効率的は
自明の理だと思われる。 
 
また本プロジェクトは前述の通り、集められたサンプル
だけではなく、バンキングをし国家的な資源とすること
も目的としている。いつでもサンプルが利用できる体
制を作らなければ、プロジェクトに賛同してくださった
20 万もの患者さん方に申し訳ないと考える。 
 
以上の理由より、予算維持を切に望む。 

2652 研究者 
文部科
学省 

ゲノム医科学研
究事業 

予算維持を切望する 

日本は 2001 年より行われたハップマッププロジェクト
に参画し、世界と十分に対等に研究成果を出してきた
ゲノム研究先進国である。 
 
ゲノム研究は個人の違いにまで対応するオーダーメイ
ドプロジェクトに必須である。なぜなら我々が悩まされ
ている多くの病気が複数の遺伝的な違いが関係して
いることが知られているからである。 
 
個人の遺伝情報に基づいたオーダーメイド医療は、今
後の医療に大きな革命を与えると考えられる。 
 
また、近年は多くの患者さんから提供していただいた
サンプルを用いて、全ゲノムを調べることが尊重され
る。理由はサンプル数が多く、調べる領域が大きいほ
ど、正確な情報が得られるからである。そのため、予
算を削減する、ということは正確な多くの人に評価され
る結果を導く研究ができないことを指す。 
 
上記理由より、プロジェクトの予算維持を訴える。 

2653 研究者 
文部科
学省 

科学技術振興調
整費 

若手研究者養成システム改革の維持を求め
る。 
 
(女性研究者支援システム改革削減もやむ得
ない) 

日本では若手研究者の多くが研究費を確保できない
状況にある。 
 
理由としてはプロジェクトの有用性というよりは研究者
の名前で採択率が変わってしまうこと、また上の研究
者(教授クラス)のポストが少ないのに対し、末端の数
は多く、科研費の基盤研究などはある程度以上の年
齢に達していないと採択されにくいことなどがあげられ
る。 
 
私自身、2 人の子供を出産し、育児しつつ研究を続け
ている。 
 
そんな身であるが、女性研究者支援システム改革削
減をしても、若手研究者養成システムは維持するべき
だと考える。 
 
維持したい理由は上記の通りだが、女性研究者だか
らといって特に支援するのではなく、その金額を含め
た形で若手研究者の養成を行った方がいいと考えて
いるからである。 
 
支援の仕方の問題もあるが、能力のおとる女性研究
者を支援し続けても国家的な益にはならない。 
 
女性が安心して仕事に打ち込める環境は研究分野に
限らず、働く女性という点では重きを置かなければな
らないのは自明の理である。こども手当などのばらま
きではなく、子供を育てやすい環境作りは労働人口が
減っていく日本において最重要課題だと考えている。
女性が働きやすい環境作りは国家的に行わなければ
ならないことであり、科学技術振興調整費を使う必要
はない。 
 
以上の理由より、若手研究者養成システム改革の維
持を希望する。 

2654 その他 
文部科
学省 

大学等の施設の
整備 

わが国の科学研究の中心である国立大学な
どの研究環境を維持・向上ため、最優先で実
施していただきたいと思います。 

わが国の高等教育への国の支出は、先進国中最低レ
ベルです。国立大学の施設は依然として老朽化した
施設・建物が多く残されており、教育・研究に支大きな
支障を及ぼしています。将来のわが国の科学を支え
る人材育成の場としての国立大学の設備を改善維持
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する費用を削減するようなことはしないでいただきた
い。 

2655 その他 
文部科
学省 

特別研究員事業 
近い将来のわが国を担う若手科学研究者の
育成のために、最優先で取り組んでいただき
たい。 

科学技術創造立国を目指すわが国にとって、将来を
担う若手研究者を自前で育成することは、生命線であ
るといえます。「コンクリートよりも人」を標榜する鳩山
内閣が、このような有意義な制度を縮小することはあ
ってはならないと思います。 

2656 その他 
文部科
学省 

特別研究員事業 

今回の、行政刷新会議 WG における大幅な予
算縮減が実行されば、 
ポスドクをはじめとした、我々若手研究者の生
活や研究活動は、 
直接的に奪われてしまいます。 
 
私は、以下の様な理由で、本件予算縮減の見
直しを嘆願いたします。 

私は現在、配偶者を有している博士課程の学生です。
 
来年からはポスドクとして、アカデミックの現場で研究
を行って 
いく予定です。特別研究員事業予算が縮減されれば、
パーマネントポストに就く前段階の、ポスドクとしてキ
ャリアアップする 
 
チャンスすら減ってしまいます。 
 
これは、現状ですら不透明な、私の様な若手とその家
族の人生が、 
さらに不透明になり、生活が脅かされていく事に他なり
ません。 
 
 
また、パーマネントポスト、テニュアトラックの少なさに
加えて、 
ポスドクになる機会まで奪ってしまえば、日本の科学
技術をアカデミックで 
下支えする人材は、激減してしまいます。 
 
 
これは、多くの優秀な若手研究者を、欧米のような研
究環境の充実した他国へ 
流出させてしまう事にもつながります。予算縮減によ
り、この様な事態が 
加速すれば、日本の科学技術は衰退・崩壊の一途を
たどる事は自明です。 
 
資源の少ない本国が、これからも「科学技術」や「人
材」で立国しつづけるならば、 
絶対に避けねばならない事だと思います。 
 
 
そもそも大量のポスドクを生産し、彼らを窮地に立た
せたのは、 
「大学院重点化」に端を発した、一連の政策の施行ミ
スが大きな原因の 
一つではないでしょうか。 
 
 
アカデミック競争に敗れた若手のための、 
セーフティーネットを体系的に整備せずに、大学院生・
ポスドクを増やせば、 
多くの研究者があぶれて、行き先を失ってしまうのは
当然のことです。 
 
優秀な研究者しか勝ち残れない、という競争原理は大
前提ですが、 
アカデミックで敗れた者の現在の人生を、フォローでき
るシステムが、 
日本には今でも圧倒的に少ないのです。 
 
 
それならば、やはりまず第一に国政を持って、 
彼らを支援するのは、至極まっとうな事ではないでしょ
うか。 
 
アカデミックでのポスドク支援、民間への出口を設ける
支援、 
両方の整備をさらに推進すべきだと考えます。 
 
 
以上の様な理由から、本事業予算縮減の見直しを嘆
願いたします。 
 
現場の若手の一人があげた「悲鳴」だとお考えいただ
ければ幸いです。 
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何卒、ご高配の程、宜しくお願い申し上げます。 

2657 研究者 
文部科
学省 

科学研究費補助
金 

基礎科学研究の重要性については、既に皆
様が熱く述べられていることでしょうので省略
します。別の視点として欠落しがちなものとし
て 
 
１ ． 大学での基礎科学研究を学生に見える
所で行うことの重要性 
 
２ ． 地域経済の活性化 
 
について、十分考慮が必要と考えるべきと思
う次第です。 

１ ． 大学教育の質を保つ為に、大学教員でもある研
究者が、一定レベルの研究をすることは極めて重要で
あります。このような教員による教育と研究室の見学
等により、初めて、知的レベルの高い学生を基礎科学
研究の次の担い手として確保することが可能となるの
であります。短期間の業績のみを成果として評価し、
予算を重点傾斜配分することは、結局は後継者不足
による我が国全体としての研究レベルの低下につな
がることは明らかだと思います。昨今の大学における
研究費の大幅削減の結果、自腹を切って研究する教
員が激増しており、研究レベルの低下を防ぐ、競争的
予算配分は、極めて重要と言わざるを得ません。 
 
２ ． 高価な研究機器や特殊な試薬の購入は、ハコモ
ノづくりと同様、中央の限られた企業とその系列下の
代理店のみを潤すだけです。しかも、その内のかなり
の額は、最終的には海外へ流出しているのが現状で
す。裾野に位置する研究者の多彩なアイデアは、科学
研究に重要なのは言うまでもありませんが、同時に、
数多くの研究に伴い発生する、特注による創造的な研
究機器や器具の開発に使われる研究資金の大半は、
多種多様な地元の業者に流れ、地域経済の活性に大
きく貢献しております。日本のこれからの最大の売り
の一つと位置づけられる「ものづくり」への間接投資と
なっている現状認識をお願いします。 

2658 会社員 外務省 
地球規模課題に
関する科学技術
協力 

１ ． 地球規模の課題に対応するため省庁の
縦割りを超えて行う極めて重要なスキーム。 
 
 
２ ． 開発途上国との科学技術協力はこれか
ら科学的な貢献を生むという意味でも外交的
な意味(国益としての国際貢献 ）でも重要性
を増すと考えられる。 
 
 
３ ． 日本は科学技術に関しての国際協力は
２ 国間の覚書等の儀礼的なものにとどまって
おり、実用化に向けて協力するといった実質
的なものが少ない中、本スキームは将来性が
ある。 

１ ． これまで ODA(特に JICA)の科学技術に対する協
力は行われなかった。複雑且つ高度な地球的課題の
有効な解決に対応できていなかった。他方、先進国で
は科学技術に関して積極的に協力を行っており、ODA
も活用されている。 （小職が作成した平成 18 年度外
務省委託調査「ODA と保健分野の研究・開発支援に
関する基礎調査」をご参照ありたい）  
 
 
 
２ ． わが国の科学技術水準の向上や検証においても
途上国における科学者の協力は不可欠。特に遺伝子
レベルの解明が重要となる感染症研究などには必須
である。また、わが国において個々の技術の事業化
のための有効なスキームが存在しない以上、途上国
や他国の仕組みを活用するしか、埋もれた知的財産
を社会に還元する方法がない （例えば、現在最も有
効とされるエイズ治療薬の基本コンセプトは日本の科
学者が発見したが、治験を経て実用化されたのはアメ
リカにおいてである ）。 
 
 
 
３ ． 科学技術開発とひとくくりにしても具体的な成果
は出ない。夫々の分野において方法論や工程が極め
て異なり、研究シードを個別に対応しうるスキームが
必要であるため。（ 事業化まで見据えた全体のプロジ
ェクトマネージメントができる人材育成が必要 ） 

2659 その他 
文部科
学省 

高速増殖炉サイ
クル 

「もんじゅ」再開まで待つのではなく、次世代の
高速増殖炉サイクル開発、実証炉の設計は
直ちに進めるべきである。 

日本のエネルギー自給率は ５％前後である。原子力
発電も燃料は輸入に頼っている。 
 
プルサーマルは、燃料を 1 割程度リサイクル出来て
も、大部分のウランは輸入が必要。 
 
目下既にウラン資源獲得競争は始まっている。 
 
燃えにくいウラン 238 を燃料としてリサイクル出来れ
ば、原子力は真の国産燃料としてカウント出来る。
2050 年までに商用化するには、実証炉を 2025～2030
年には運転する必要があり、そのためには現在の作
業を中断するのは不適切である。 
 
技術は一度中断して、技術者が分散すると立ち上が
るのに相当の遅れを生じる。 
 
（ 戦後中断された航空機技術は、今でも後遺症を残
し、欧米に遅れている。 ） 
 
原子力でも、国産技術として唯一国際競争力が発揮
出来る可能性のあるものを潰すのは国損である。 
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2660 研究者 
文部科
学省 

振興調整費ー女
性研究者支援シ
ステム改善 

 
女性研究者支援事業の継続と予算の増額を
要望します。 

 
 大学の女性研究者支援事業に参加し、少し手伝って
います。この ３年間の支援事業でやっと女性研究者
達に光があたりはじめ、女性研究者達が少し元気に
なってきたと感じています。しかし、現状は少し光があ
たりはじめただけであり、女性研究者が男性研究者と
対等に扱われるようになった訳ではありません。問題
の在処を明確にし、解決に進むのはこれからです。女
性研究者事業の継続と予算の増額を強く要望します。

2661 研究者 
文部科
学省 

振興調整費ー女
性研究者支援シ
ステム改善 

 
女性研究者支援事業の継続と予算の増額を
要望します。 

 女性研究者が男性研究者と対等に扱われるように
なるためには、女性達自身の自覚を促し、能力、力量
を上げ、そして男性達の女性研究者に対する認識が
変わらなければなりません。 
 
 (1) 問題の在処を科学的に解析してゆくこと。 
 
 (2) 差別を解消するための教育プログラムの充実 
 
 (3) 自立した女性研究者達による研究、教育を推進
することによって、学生、教員の意識が変わってゆく可
能性が大きい。 
 
が是非とも必要です。これらはいずれも時間と意識を
持った人達によるリーダーシップが必然です。 

2662 研究者     （ 記入なし ） （ 記入なし ） 

2663 研究者 
文部科
学省 

ナノテクノロジー
ネットワーク 

予算の削減に反対します。 

１ ． 予算が削減されると、我々の研究 （植物の生
殖 ）が進展しない。この分野は世界的に競争が激し
く、研究の進展が望めないと、その応用分野である食
料増産等の研究／特許取得にも支障を来す。 
 
２ ． ナノ技術は、日本が世界をリードできる分野であ
り、削減すれば今後の日本の未来にとってマイナスで
ある。 
 
３ ． 若手研究者や技術者の雇用が失われる。 

2664 その他 
文部科
学省 

補助金 2000 億
円 

意味不明な動物実験への 2000 億円もの補助
金に反対します。 

欧州では動物を使わない代替法が確立されている。
わが国では研究者の箔をつけるための 動物実験が
何の法の規制がないため 密室で行われている。 

2665 研究者 
文部科
学省 

重粒子線がん治
療研究 

是非とも、今まで以上に推進すべき、科学政
策である。 

ガンの克服は、人類の悲願であることは、言うまでも
ない。重粒子によるガン治療は、治癒率において、他
を圧倒する優れた治療法であることは間違いない。そ
れのみならず、手術をしないので、圧倒的に患者に対
する負担が少なく、高齢者に適している。その更なる
治癒率の向上をめざし、装置の低廉化により普及を推
進するための開発は極めて重要である。さらに、この
技術は、日本の高い原子核、加速器技術により支えら
れた、ユニークなものであり、日本が世界に大きく貢献
できる、また、して行かなくてはならない重要な使命の
一つと考えられる。 

2666 研究者 
文部科
学省 

RI ビームファクト
リー計画の推進 

是非とも、今まで以上に推進すべき、科学政
策である。 

我々の宇宙はどのように始まり、どのように発展して
現在に至るのかを知ること、すなはち我々人類とは何
であるのか、この人類共通の問いに応えるべく努力す
ることは、過去のまたこれからの人類の使命の大きな
部分をなしていると考える。この問いに答えるには、素
粒子研究も大いに重要だが、我々の体を構成する元
素の起源を知る上で、重い原子核の研究が極めて重
要である。この謎を解明しようとする RI ビームファクト
リーは、重い原子核ビームの加速器としては世界最強
であり、この研究の推進により、日本は大きく人類に
貢献できる。 

2667 研究者 
文部科
学省 

世界トップレベ
ル研究拠点 

目に見える形で世界的拠点を作り上げること
は、長期的な支援なくしては不可能です。現
在の段階で ３年しか経過しておらず、今予算
を削減することはできるだけ避けなければな
らないと思います。 

世界的な拠点を作り上げると言うことは、日本の科学
技術を推進するのみならず、国際的な貢献を行う責任
もあると思います。発足からわずか３ 年ほどしか経過
していない段階で、各拠点の状況を検討することなく
予算の削減を行えば、国際的にも日本の科学技術政
策の信頼を失うことにつながります。より長期的な視
野に立った支援をお願いいたします。更に、我が国の
基礎科学を強化するためには、このような長期的な視
野に立った新規拠点の拡充が極めて重要と思いま
す。 

2668 研究者 
文部科
学省 

ナノテクノロジー
ネットワーク 

 わが国の経済的生命線であるものづくりに
は、ナノテクノロジーが欠かせないことは言う

 施策継続の理由は上記の意見の中でほぼ述べてい
るが、対費用効果の極めて高い施策であり、また、物
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までもない。この研究･開発にあたっては、電
子顕微鏡等のナノ観察・解析が必須である
が、電子顕微鏡等は非常に高価であり、設備
のない研究機関は多い。これらの設備の無い
機関に所属する研究者・技術者は設備のある
研究機関設備を利用するしかない。文部科学
省、施策番号 ４ ８ 、施策名ナノテクノロジーネ
ットワークは、全国の設備の無い研究者・技
術者に観察・解析設備を広く提供しており、大
きな成果を挙げている。電子顕微鏡等の設備
を保有していない研究機関に新たにに設置す
れば、極めて多額の費用を要するが、このネ
ットワークで共同利用すれば、極めて小額で
ある。本意見者は東北大、北大、名古屋大等
の支援設備を利用し、世界をリードする成果
を挙げている。対費用効果を考慮すれば、極
めて有効なネットワークであり、施策の継続を
お願いする。 

質・材料・デバイスの面で世界をリードするには、非常
に重要で、研究者に欠かせない施策になっている。 
 
 世界の科学技術を牽引している分野の中枢にある
ナノテクノロジーをさらに高めるために、むしろ、拡大
すべき施策である。 

2669 研究者 
厚生労
働省 

感染症対策総合
研究事業 エイ
ズ対策研究事業 

わが国における HIV 感染は、世界的にも極め
てまれな経過をたどった。最初に HIV の感染
が集中した集団は血友病者であり、その約三
分の一 （把握されているのは 1,438 件 ）が感
染したと考えられている。この問題は 1990 年
代中頃、いわゆる“薬害エイズ”として大きな
社会問題となった。感染者・患者原告団と国と
の和解が実現し、現在に至るわが国の予防
対策、医療政策、研究体制、サーベイランス
体制等が整備された。厚生労働省のエイズ動
向調査によれば、国内における HIV の流行
は、これらの体制が整備された頃にはまだ始
まったばかりであった。その後国内の流行は
徐々に拡大し、21 世紀となってその深刻さを
加速度的に増している。現在の主な感染経路
は性感染であり、男性同性間性的接触による
感染が主たるものである。わが国の HIV 研究
や予防対策のあり方を積極的に見直し、強化
し、現在の流行拡大に対応し、国際的な視野
にも立って将来にも備えるべきである。 

感染症の中でも、急性な経過を取るものと比較的慢性
な経過を取るものは、対策が異なるばかりでなく、微
生物の性質や宿主の免疫防御的な機構が異なる。新
型インフルエンザのように、短期間のうちに拡大し、メ
ディアの注目をひきやすい感染症もあるが、HIV は社
会的な弱者に感染が集中する傾向にある。これを放
置すると、感染は社会の中で拡大し、国民生活に多大
な影響をもたらしうる。HIV が発見されてから 25 年以
上が経過したが、治療薬は進歩したものの薬剤耐性
の問題がある。一方、予防や治療上に役立つワクチン
は開発されていない。科学技術としての研究はいうま
でもなく、わが国が不得意とするエビデンスの確率と
それに基づいた予防対策の研究も推進されるべきで
ある。 

2670 研究者 
厚生労
働省 

先端的基盤開発
研究事業 創薬
基盤推進研究 

後天性免疫不全症候群 （AIDS)が報告されて
から 28 年、原因であるヒト免疫不全ウイルス
（ HIV)が発見されてから 26 年が経過した。抗
ウイルス薬は一定の進歩を遂げたが、薬剤耐
性等の問題があり、さらに創薬基盤が充実さ
れ、より安全で効果の高い治療法の開発研究
が必要である。一方、予防や治療に役立つワ
クチンは未だ開発されていない。HIV は、特異
抗体とウイルスが血液中に共存できることが
見いだされた最初のウイルスであり、従来の
ワクチンとは異なる全く新たな発想が必要で
ある。ウイルスの増殖に関わる宿主因子の研
究や HIV の免疫防御に関わる基盤研究を推
進し、新たなワクチン開発戦略を構築する必
要がある。 

HIV の治療法は進歩したが、感染は増大しつつある。
HIV の治療は継続が基本であり、今後国民の医療費
を大きく増加させる懸念がある。HIV の予防に役立つ
ワクチンの開発や HIV 感染の根治につながる創薬基
盤推進研究は、国民医療費の観点からも推進される
べきである。 

2671 研究者 
文部科
学省 

大学院教育改革
推進事業 （うち
グローバル COE
プログラム ） 

わが国の大学院教育は大変立ち後れている
といわざるを得ない。より一層研究に集中す
る環境を整備するばかりでなく、国内外の研
究集会等で発表したり、他機関で研究するな
ど、大学院生等に対する支援が必要不可欠
である。 

わが国の科学技術立国や国際的な指導力の維持、
推進のために、大学院生等を集中的に支援する必要
がある。 

2672 研究者 
文部科
学省 

私立大学におけ
る教育・学術研
究の充実 

私立大学における教育・学術研究の充実を図
らなければならないと考える ．国民全体の知
的活力を増加させなければ ，今後の世界状
況に対応できない．  

学部生 ，大学院生の ７割以上が私立大学に在籍し
ている現状を考えてもらいたい ．旧帝大のトップ校
は ，研究成果において既に飽和する傾向がデータに
はっきりと現れている ．人材育成の裾野 ，発想の多
様性を広げなければ ，既に訪れている低炭素社会 ，
高齢社会における国際競争に主導的立場を取りえな
い ． 

2673 研究者 
文部科
学省 

科学研究費補助
金 

科学研究費補助金の予算要求通りの執行 

研究者に自由な発想に基づき研究を推進できるような
環境を与えなければ ，10 年先の日本の学術研究は
大きく停滞するでしょう。 
 
 
評価結果の撤回を強く要求します。 

2674 研究者 
文部科
学省 

科学技術振興調
整費 

若手研究者養成システムの予算要求通りの
執行 

若手研究者を育てるシステムがなければ ，国際競争
力は著しく低下するのは間違いありません。 
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2675 研究者 
文部科
学省 

科学研究費 評価結果の撤回を強く要望します。 

科学研究費は、日本の研究者ひとりひとりが自由な研
究を行うために使用されており、重要な研究基盤で
す。特に、人文科学系、社会科学系において、自由な
テーマで応募できる研究費は科学研究費をおいてほ
ぼ無いといってよい状況です。また、科研費はきちん
とした手順での審査も行われており、使用手続きの不
透明性は低いと個人的に感じております。 
 
どんな研究であっても継続的に行うことが重要であ
り、科学研究費を一時的にせよ停止することは、これ
まで行われてきた研究成果を損なう可能性さえありま
す。 

2676 会社員 
文部科
学省 

科学研究費補助
金 

動物実験に対する補助をやめて、代替実験法
や患者の臨床試験にまわしていただきたい。

全ての生命を尊重すべきであり、動物実験はできるだ
けの削減、最終的には廃止に向けて施策を打つべき
である。 
 
 
動物実験による成果が人間にどの程度適用できるの
かが疑わしい。また、どのような実験が行われている
のか、どのように実験用動物が管理されているのか、
どんな成果が得られているのか一般に情報公開され
ていない部分が多く現状で補助をすることは適切でな
い。 
 
 
動物実験に代わる方法の開発や普及促進、実際の患
者の臨床試験や研究に補助をまわす方が効果的と思
え、倫理上も理にかなっていると考える。 

2677 会社員 
文部科
学省 

脳科学研究戦略
推進プログラム 

「脳研究に役立つ実験動物の開発： 715 百万
円」は中止していただきたい。 

必要性として、「現代社会が直面する様々な課題の克
服に向けて、脳科学に対する社会からの期待が高ま
っており、「社会に貢献する脳科学」の実現を目指し、
脳科学研究を戦略的に推進する必要がある。」とあり
例としてうつ病や自殺者まで挙げているが、うつ病や
自殺者の脳に何か問題があると考えているのであろう
か。うつ状態や自殺が増加しているのは、社会的は問
題によるものであり、それらを解決するためにこのプロ
グラムの予算を削減してそれらの人々を直接支援す
る別施策に投資をした方がよい。 
 
 
さらに、動物実験とそれらの人の問題解決の因果関
係は極めて薄いと感じる。そのような開発に 715 百万
円もの投資を行うのは全く意味がない。全ての生命か
ら苦しみを減じる施策を打ってほしいのであり、動物を
苦しめてその動物の脳のメカニズムが仮にわかったと
しても、うつ病や自殺者の苦しみが減るとは到底思え
ない。 

2678 会社員 
文部科
学省 

脳科学総合研究
事業 （一部 ） 

この研究予算はゼロにすべき 

必要性として、「うつ病やアルツハイマー病をはじめと
する精神・神経疾患等の問題を抜本的に解決するた
めには、分子から神経回路を経て心に至る脳の仕組
みを総合的に解明することが必要。」とあるが、あまり
に研究内容と目的に隔たりがありすぎて、ここにある
ような成果が到底期待できない。 
 
 
現代物理学では分子は素粒子からできているとされ
ており、分子レベル程度からの解明でよしとするとす
る根拠はない。素粒子レベルからの解明が必要という
話になりかねず、いくら予算をつけてもうつ病やアルツ
ハイマー病の人々の苦しみを減らせるとは思えない。
 
科学的興味は尽きないであろうが、もっと課題解決の
ための直接的な施策に予算をまわすべき。 

2679 研究者 
文部科
学省 

本格的利用期に
適した大型放射
光施設
（ SPring-8 ）の
運営体制の構築 

政府としての科学技術政策への優先度、将来
的な技術立国へのビジョンが示されない中
で、今回の事業仕分けの結論は拙速であり撤
回が必要と考える。ただし、理化学研究所と
高輝度光科学研究センターという運営体制の
二重構造など改善すべき点もあり、そこに絞
った勧告は必要と考える。 

SPring-8 は営利的な運用している施設ではなく、大学
を中心に先進的な研究テーマを実施する施設として事
実上無償で開放されている。「和歌山のカレー事件」
や「銅鏡」の分析、Nature 級の topics、各分野での基
礎研究にくわえ、成果を非公開とした有償の利用な
ど、多様なニーズに答える運用実績がある。元来が、
日本の科学技術の底上げを指向した施設であり、税
金の投入が重要必要不可欠である。今回の削減額
は、施設そのものの運用停止に繋がりかねないほど
大きなもので、施設運用の効率化を図る一方、予算の
減額内容については精査すべき性質のものである。 

2680 研究者 文部科 施策名 ：ナノテ 本施策の重要性を鑑み、予算削減額の縮小 ナノネット事業において、「放射光による支援」は、新
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学省 クノロジーネット
ワーク 

を希望する。 規の研究者に対して先進的な分析手法を提供してき
た実績があり、わが国の科学技術発展の裾野を担う
ものと考えられる。また、科学技術担当大臣及び総合
科学技術会議有識者議員は、「平成 ２ ２年度の科学
技術に関する予算等の資源配分の方針」 （平成 ２ １
年 １ ０月 ８日総合科学技術会議決定 ）に基づき本
事業を優先的なものと位置づけている。今回の結論
は、本方針を翻すことへの説明が十分なされていると
は思われません。 

2681 研究者 
文部科
学省 

事業番号 ３- １
８  （ １ ）
（ 独 ） 理化学研
究所 （大型放射
光施設 （ Ｓ Ｐ
ring- ８ ） ）  

大型放射光施設（ Ｓ Ｐ ring- ８ ） の予算削減
に反対します。 

大型放射光施設（ Ｓ Ｐ ring- ８ ） の予算削減の「事業
仕分け」の録音を聞きました。結論的に言いますと、大
型放射光施設 （ Ｓ Ｐring- ８ ） の 実態を充分に把握
していない結論だとお思います。一部の仕分け人は基
礎科学に費用対効果はなじめないといっていますが、
結論的には予算を 1/3 から 1/2 に縮減を提案していま
す。もしこのように予算削減された場合、使用者の大
半を占める基礎研究者の多くの人は高額のために使
用できなくなります。この装置を利用しての基礎科学
の分野への貢献は国際的にも高く評価されています。
それが証拠に、近着の国際的に評価の高い科学雑誌
（ Nature, vol. 462, 258-259 (2009))に今回の仕分けの
結果が批判的に報道されています。それによると、「8
月に Nature からのインタビューに鳩山首相は、厳しい
状況の中にあるが科学へのサポートを増やすと述べ
たのに関わらず、科学への予算を縮減しようとしてい
る。特に、SPring8 の予算縮減に具体的に」批判してい
ます。これが実行されると、若手を含む日本の科学者
は外国に流れるとの日本研究者の杞憂も述べていま
す。首相を始め政府の中枢は自然科学分野の出身の
方がおられることを記事は述べています。｢録音｣で聞
いたような理由で大型に削減される実質的に SPring8
の運営ができなくなり、これまでの投資が全く無駄とな
るに等しいです。大型放射光施設（ Ｓ Ｐ ring- ８ ） の
予算削減に反対します。 

2682 研究者 
文部科
学省 

大学院教育改革
推進事業 （うち
グローバル COE
プログラム ） 

科学研究費補助金で個別の研究を支援すれ
ば十分。行き過ぎた格差を生むだけの事業は
廃止すべきだと思います。 

 国家が「トップクラスの大学・研究」を選択して多額の
資金を投入し、他の国立大学を貧窮させるという政策
が正しいとは思えない。これほどまでに科学を理解で
きない人たちが国家権力で研究組織を選別するよう
になったことの弊害を検証すべきです。私が通ったこ
ろの国立大学は授業料が 12,000 円でした。富める者
も貧しい者も席を同じくして学び、日本の発展があった
と思います。富める大学に富める若者を入学させてそ
の人たちだけを優遇するようなことはもっとも国家がや
るべきでない政策です。 
 
 さらに、この必要性を述べた文書は全く自己矛盾を
含んでいてあきれるばかりです ： ＜○例えば、トム
ソン・ロイター社の論文被引用数シェア・ランキングを
見ると、世界上位の拠点や近年順位を上げた拠点の
多くはＧ Ｃ Ｏ Ｅとして活動している（ 材料科学、化
学、生物学・生化学、物理学の 4 分野だけでも、世界
40 位以内に入るのべ 21 拠点のうち 19 拠点を支援）
一方、Ｇ Ｃ Ｏ Ｅ非採択の場合、順位を下げる傾向が
見られることなどから、継続支援が必要＞－－とつま
り、GCOE に選択されると順位が上がる＝採択されな
いと順位が下がる---ということなら、GCOE としてどの
大学も支援すれば順位が上がるわけです。一度選ば
れたらずっと支援し続けないと順位が下がるから予算
が必要---こんな理屈で優遇される大学はいつまでも
優遇され、その他の大学はずっと外され続けるわけで
す。教育・研究というと聞こえは良いが、単に大きな大
学組織の優遇策を正当化するために GCOE という事
業を立ち上げているとしか思えません。また、このよう
にして育成される若者が世界的な競争力を持てるとは
到底思えません。 

2683 研究者 
文部科
学省 

地域イノベーショ
ン創出総合支援
事業 

文部科学省が実施すべき事業ではなく、廃止
すべきだと思います。116、121 等も同様です。

ある時 JST のホームページを見て驚愕しました。いつ
の間に文部科学省はこんな法人を太らせ、不要な事
業を山盛り （仕分け人はタケノコのようにと比喩 ）実
施するようになっていたのか。産官学連携とう妄想の
もとに、日本のあちこちに事務所をつくり、大学と JST
の連絡係あるいは資金調達支援者であるコーディネ
ータと称される人員まで採用しています。文部科学省・
JST・大学、それに予算が回ってくる研究者には「重
要」かも知れませんが、個々の研究内容、成果、それ
に本来の意義を考えると全く税金の無駄使いです。 

2684 研究者 文部科 科学研究費補助 一元化して予算のさらなる充実を。「技術」は 科学研究費補助金こそ日本の「科学力」を支える真の
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学省 金 「科学」から。 研究資金です。全種目が同時に申請され、他の予算
に比べると公平性が保たれています。研究者全員が
頑張って申請できます。その中で、特別領域研究は廃
止に向かっていますが、ほぼ同じ制度の新学術領域
研究というのが新たに導入され、特別領域研究よりは
小規模で低レベルな研究に資金が配分されていま
す。それらの研究は全部、基盤研究に組み入れること
ができる内容ばかりです。基盤 A,B,C で対応できるも
のをわざわざ大型予算にしているのは税金の無駄使
いです。ことに、新学術領域ではかなり少額の公募研
究を募る前に、計画班というものが立ち上がり、計画
班の研究者には数千万円以上の資金が配分されま
す。文部科学省のホームページから個々の計画班の
業績をみると基盤 C 相当あるいはそれ以下の研究が
いくつもあります。これでは真に競争資金とは言えま
せん。この計画班制度を廃止すべきです。基盤研究に
統一すればより公正化、透明化され、研究者の自立
意識が高まり、研究がもっと活性化されると思います。
寄らば大樹では絶対に新しい研究はできない。 

2685 会社員 総務省 

未利用周波数帯
への無線システ
ムの移行促進に
向けた基盤技術
の研究開発 

本研究開発を速やかに加速すべきである。 

本研究開発は、電波の周波数逼迫状況を解消するた
めの、未利用周波数帯の開拓等の技術開発を含め、
電波の有効利用に資する研究開発である。また、本
研究開発は、通信事業者、個別自営通信者、基地局
メーカ、端末メーカのみならず、教育機関や、流通市
場、部品ベンダーなどの産業動向や、わが国の景気
動向、雇用環境など、多方面にわたって波及効果を及
ぼす、革新的な研究開発である事による。 

2686 その他 
文部科
学省 

免疫・アレルギ
ー科学総合研究
事業 

 がんの研究をすすめてほしい 

友人が肺がん手術をしました。転移をすごく心配して
おります。 
 
私も何かの記事で理研の免疫センターが研究してい
る新しいがん療法のことをよみぜひぜひ研究を続けて
いただきたいと思っています。 

2687 研究者 
文部科
学省 

ナショナルバイ
オリソースプロジ
ェクト 

 有期の事業ではなく、定期的評価を前提とし
た継続的事業として実施されるべきである。 
 
 個々の事業の収益性は無視すべきではな
いが、過度に重点をおくことなく、日本全体で
の研究開発に果たす役割をふくめ、総合的に
費用対効果を判断する必要がある。 
 
 欧米の類似組織に比べても規模は依然小さ
く、さらなる拡充が求められる。 

 資源ナショナリズムが途上国を中心に台頭するな
か、我が国独自の研究開発に関わる動植物、遺伝
子、細胞を収集・保存することは国家戦略上必要不可
欠と考えられる。従来個々の研究者の負担で行われ
ていたことを、公的な枠組みのなかで実施するシステ
ムは画期的であり、リソース事業の維持が様々な生物
医学農学研究の継続に不可欠である。 
 
 一度散逸したリソースを再び収集することは事実上
不可能であり、長期にわたりその事業の実施継続が
担保される制度構築が望ましい。 

2688 会社員 
文部科
学省 

独立行政法人理
化学研究所 2
（ 大型放射光施
設 SPring-8、植
物科学研究事
業、バイオリソー
ス事業 ） 

大型放射光施設 SPring-8 ：3 分の 1 から 2 分
の 1 程度予算要求の縮減について全くの反対
です。 
 
無理なマニフェストを作りそれの予算確保あり
きの削減。全く民主党にはがっかりしました。
次回参議院選挙では民主党には入れませ
ん。 自民党なんとか復活してくれ。 

SPring8 では蛍光Ｘ 線分析などの研究に力を注いで
おり和歌山ヒ素カレー事件でも成果を示しておりこの
分野では兵庫県警科捜研も犯罪捜査に採用されてお
り予算を削減などすれば今後薬物犯罪など起きても
犯人が特定されず未解決の事件が増えるであろう。 
これもすべてあの民主党の馬鹿なマニフェスト実現の
為に予算を削った事に起因したと何年か後に後悔す
るのだろうと思います。無駄を削る。いい事だと思いま
すが、何が無駄なのか分からない民主党では無理
だ。 

2689 研究者 
文部科
学省 

振興調整費 女
性研究者支援シ
ステム改革  

女性研究者支援システム改革は、科学技術
立国を目指す日本の将来を考える上で、国が
行うべきこととして優先度の高い事業です。先
日の行政刷新会議の判定では、 １ ／ ３縮減
という判定が出ましたが、コメントを拝見する
限り、この事業が存在すると理由と意義、そし
て女性研究者の現状が十分理解されていな
いようでした。科学技術担当大臣及び総合科
学技術会議有識者議員におかれましては、女
性研究者支援システム改革の意義を十分理
解していただき、優先度の高い事業として現
状での継続や、さらなる予算の拡大を目指し
ていただきたい。 

 日本の特に理科系の女性研究者の比率は、日本以
外の国々と比べて非常に低く、特に上位の職になるほ
どその比率が著しくて低下しております。このように、
ポテンシャルを持った女性の多くが研究者として実力
を発揮できていないことは、科学技術立国を目指す日
本として、非常に大きな人材の損失であると考えま
す。 
 
 
 
 大学での意識改革やシステムの改善の取り組みは
既に過去 １ ０年近く行われており、それだけでは十分
な成果が出ていないことで、今回の科学技術振興調
整費の「女性研究者支援システム改革」が期待されて
おります。出産育児との両立については、働く女性全
体の一般的な問題ももちろんありますが、研究者特有
の問題 （博士課程修了までの教育期間およびポスド
クシステムの問題、これらの時期が出産や育児に重
なること ）があることについては既に判明しており、ま
さにそのために、「女性研究者支援システム改革」よう
な特別な取り組みが必要となっているわけです。この
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ような、これまでの経緯や事実関係を理解せずに、
「女性研究者支援システム改革」によって、やっと変わ
って来た女性研究者育成への風向きを、一気に逆に
向ける、先日の行政刷新会議の判定は非常に憂慮す
るところであり、これに基づいた事業の優先度の判定
が行われることは、科学技術立国を目指す日本の将
来を考える上で非常に憂慮するべきことです。 
 
 
 
 私は、 ２ ０ ０ １ 年に東京大学理学部物理学科で初
めての女性助教授として着任して以来、過去 ８年間
にわたって、研究と教育のかたわら、大学での意識改
革やシステムの改善のとりくみなどによって、優秀な
女性研究者を増やすための様々な活動を続けて来ま
した。非常に多くの時間をさいて活動をしてきました
が、活動の広がりが男女共同参画の関係者に留まっ
ており、思うような成果をあげることができていないの
が現状です。 
  
 
 この原因の一つは、大学にとって女性研究者を増や
すことと、女性にとって女性研究者になることの両方
のインセンティブが弱いことにあります。教員側には女
性研究者を育てなさい、学生側には女性研究者にな
りなさい、漠然とと言っているのでは、自然に女性研
究者は増えはしないということが非常によくわかりまし
た。研究のキャリアには多大な努力が必要ですが、努
力してもポストがとれる見通しがないのであれば、職
業として研究者を目指す者は増えません。 
  
 
 もう一つの原因は、最先端の理系研究者の研究スタ
イルの問題です。全世界で競争をしている中で、出産
や育児のために研究を中断すると、もとのポジション
に戻るのは非常に難しくなってしまいます。また、研究
時間が深夜にわたる場合や週末にわたる場合など、
研究者特有のニーズに合った保育園や、さまざまな種
類の育児支援が必要となります。 
 
 
 科学技術振興調整費の「女性研究者支援システム
改革」はこの二つの問題を解決するための起爆剤の
役割を担うものだと思います。東京大学でも、私も関
わった学内保育園 ４園の整備をはじめとして、科学技
術振興調整費「女性研究者支援モデル事業」による助
成によって雇用された専任のスタッフが、これらの二
つの問題解決のための様々なプロジェクトを牽引して
きて参りました。これらのプロジェクトは大学教員が研
究や教育の片手間にできることではありません。行政
刷 
新会議では、「国費投入に見合った成果は上がってい
ないのではないか」という判断をしていらっしゃいます
が、このような環境を整えるプロジェクトに対して ３ 年
ででるべき成果が出ていないという判断をされた根拠
を示してもらいたいと 
思います。 
 
  
 一方、「女性研究者養成システム改革加速」は、より
優秀な女性研究者を育てるための大学と研究者への
インセンティブとして機能するものであり、日本が科学
技術立国のために女性研究者を増やすつもりである
ならば、これこそ国家戦略として国費投入して優先し
てやるべきものだと思います。 

2690 会社員 
文部科
学省 

科学研究費補助
金 

私はタカラバイオというライフサイエンス系の
メーカーとして、 
大学官公庁の研究機関に試薬や機器類など
を販売している者です。 
 
 
 
3 月までは営業担当として様々な現場で研究
者と顔を突き合わせて仕事をしていた経験か
ら、意見申し上げます。 
 
以下、少し無礼な表現になりますが、生々しい
現場の意見をありのままに伝えるためにはこ
の方が良い、と判断してのコメントですのでご

理由 
 
前例がないから外注できなかった。機器購入なら
1,000 万以上費用が外注なら 100 万程度で節約できる
のに、予算があったから無駄使いと気が引けたが、機
器購入してしまった。 
 
繰越の仕方がわからないから無駄遣いでも良いから、
残予算を消化せよと、部下に指示してしまった。 
 
ボリュームディスカウントしたら安くなるのに、なぜか
事務方から 1 伝票あたりの価格を安くせよと言われ
て、割高なバラ買いをしている。 
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勘弁ください。 
 
 
 
・研究支援の事務方の問題 
 
文部科学省としては科研費で購入できないも
のはない、すべては各研究機関の腕の見せ
どころとコメントしているが、各機関の事務方
は責任の押し付け合いでいまだ、繰越の説明
すらできていない。 
 
 
・継続的な研究費の獲得が困難なシステムに
なっている。 
 
 
・予算の種類が多様化しているけれど、中身
は一緒な予算が多々見受けられる 

競争入札において、業者の能力を考慮していない。冷
蔵商品と冷凍商品の区別もつかない業者が、安価な
値段で落札したが商品を駄目にしてしまった。事務方
は「公正な入札なので我々に責任はない。」と責任逃
れ。 
 
各講座でバラバラに事務処理用の秘書を研究費を使
用して雇っているが、事務方がきっちりとサポートでき
るスタッフを一元化で確保できていれば、無駄使いも
減らせれるはず。 
 
 
 
理由 
 
予算 （特に大型予算 ）の付く、付かないの差が激し
すぎる。 
 
数 100 万～1,000 万を軽く超える機器を購入しようとす
ると、 
数年に 1 回あるかないかの大型予算などが付くころ
に、 
まとめて買うしかない。 
 
たとえ使用するかどうか分からなくても、こういう時に 
買うしかなくて。結局、買ったけど全然使われずに誇り
かぶってる。 
 
 
 
理由 
 
研究者の本業は研究や教育なのに、予算申請の書類
作成に時間を割かれている。 
 
 
 
中国など競争相手国がかなりの予算を科学技術に費
やしているので、予算を増やす必要があるが、こんな
無駄使いがあることも認識してほしいものです。 

2691 公務員 
国土交
通省 

洪水予測の高精
度化 

河川自体に起因する洪水のみではなく、広く
都市や農地を担当する部局とも協力し、河川
の水位上昇に伴う内水氾濫も含む予測が望
ましい。 

説明にもあるようなゲリラ豪雨を対象とする場合、河
川の氾濫による洪水よりも河川上昇に伴う内水氾濫
の可能性が高いのではないか。つまり河川の水位上
昇に伴う、下水管や農業水路からの放流不能、樋門
の閉鎖に伴って内水が氾濫する状況である。 
 
下水管や水路溢水の能力不足に伴う単独の内水氾
濫は担当部局に任せるとしても、河川水位上昇に関
連した内水氾濫は検討の対象としてもよい。 

2692 会社員 総務省 

移動通信システ
ムにおける周波
数の高度利用に
向けた要素技術
の研究開発 

 携帯電話の販売数の伸びは緩やかになって
いるものの、携帯を利用したサービスは便利・
楽しさだけでなく、より安心・信頼を提供してく
れるレベルまでに期待が高まっています。次
世代携帯では伝送量の高速化かつ応答速度
の高い技術の実現が予定されていますが、単
純にそれだけでは十分ではありません。端末
の多く繋がりにくく電波環境状況の悪い条件
においても、移動しながら安定かつリアルタイ
ムにて、危険情報や便利な情報の伝達を可
能とする新しいニーズに対応した通信技術を
開発すべきと考えます。 

以下を理由として考えます。 
 
（ １ ） ほとんどの人が持っている携帯に、高度化した
付加機能を追加するだけで簡単に安全支援サービス
を実現できれば導入しやすい。 
 
（ ２ ） 接続端末が増えても有効な周波数のみを利用
する工夫ができれば、貴重な国民の資源である周波
数帯域を十分に有効活用できる。 

2693 研究者 
文部科
学省 

若手科学研究費
の必要性に関し
て 

今回の行政刷新会議事業仕分けに関連し
て ，以下の意見をいたします。 
 
 
 
意見 ：若手研究者にとって ，文部科学省の
若手研究 S,A,B は必須の研究費であり ，廃止
または予算の縮減はいっさい認められませ
ん。 

理由 １ ： 若手研究費は ，各若手研究者の研究費全
体において相当の割合を占め ， 研究活動の維持，
発展に絶大な役割を持ちます。 
 
 
意見者は ，2002－2004,2006－2008 と若手研究 A，
2009－2010 と若手研究 B を行わせていただきました。
この間 ，全研究費のうち ，科研費の占める割合が，
3分の2をしめ ， これがなければ十全な研究活動が不
可能であったと言えます。 
 
 
 
理由 ２ ： 若手研究費は ，基盤研究費では代替不可
能な役割を持ちます。まだ若い 2,30 代の研究期間に
大きな研究費を持つことは柔軟な発想をベースとした
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意欲的な研究展開を可能にするからです。 
 
 
意見者は ，現在若手研究Bにカテゴリを落とし ，来年
度若手研究S申請のための準備を整えていました。そ
の若手チームを率いての大規模な研究に可能性を感
じていたからです。これが基盤研究に統合されると ，
また何年か採択までかかることになり ，この期間にし
かできない研究活動を行う可能性を失うことになりま
す。 

2694 会社員 
文部科
学省 

科学研究費補助
金、戦略的創造
研究推進事業、
科学技術振興調
整費、世界トップ
レベル研究拠点
プログラム 

Ｓ ： 特に重要で、最優先で実施すべき 
科学技術への投資を無くせば、当然ながら研究・開発
の発展も望めません。その結果、産業が廃れて行くの
は誰にでも想像できる事だと思います。 

2695 会社員 
文部科
学省 

脳科学研究戦略
推進プログラム 

Ｓ ： 特に重要で、最優先で実施すべき 
未開発の部分も多い脳科学研究は、産業の分野でも
医療の分野でも技術開発とその利用において期待の
大きいものであると考えます。 

2696 会社員 
文部科
学省 

ナショナルバイ
オリソースプロジ
ェクト 

Ｓ ： 特に重要で、最優先で実施すべき 
研究資材の安定供給無くして、安定した研究発展は
期待できないことは容易に想像ができると思います。 

2697 研究者 
文部科
学省 

大学院教育改革
推進事業 （うち
グローバルＣ Ｏ
Ｅプログラム ） 

本事業は、大学院博士課程の学生の教育・研
究の飛躍的な向上を目指すことを目的として
進められてきているユニークなプログラムで、
この事業によって、博士課程の学生の交際競
争力、語学力、研究の飛躍的な実績の進展、
徹底した教育プログラムによる学力の増進が
認められ、同時に次世代を担う若手研究者の
養成を十分に果たしてきている。このプログラ
ムを存続させ、世界のトップクラスを維持した
博士学生、若手研究者・教育者の養成は国を
挙げて行っていかなければならない最重要課
題です。 

このプログラムを通じて、博士課程学生の学力、研究
能力の向上は目を見張るものがあり、国際会議などで
も堂々と研究発表できる能力も身についてきた。本事
業によるところが大きい。 
 
こんご、本事業を継続拡大させることを是非とも要望し
たい。 

2698 研究者 
文部科
学省 

女性研究者支援
システム改革 

事業番号 3-39 科学技術振興調整費 （女性
研究者支援システム改革 ）の事業の継続と、
要求通り又はそれ以上の予算の配分を切望
します。 

私は、新潟大学女性研究者支援室長として種々の支
援事業に取り組んでいますが、これまでの体験から上
記の意見を述べる次第で、如何その理由です。 
 
 
 
「研究と出産・子育て等を両立するための環境整備
（ 女性研究者支援モデル育成 ）」は、女性研究者の
活躍促進はもとより採択機関が独自の判断で必要な
環境を整備することにより機関全体の意識改革を促
進する優れたプログラムです。これまでに採択された
機関の取組が、採択されていない他機関のモデルと
なるためにはまだまだその数が少ない （自然科学系
部局を持つ大学約 300 機関のうち採択機関 45 機関）
と考えます。 
 
一方、「女性研究者の採用を促進するための取組
（ 女性研究者養成システム改革加速 ）」について
は、多くの自然科学系学部の現状（ 特に、教員の意
識 ）から、このようなポジティブ・アクションを進めてい
かなければ、大学院まで養成してきた優秀な女性研
究者を失うことになり、国として大きな損失と考えま
す。逆差別ではないかという意見がありましたが、過
去からの社会構造的な男女格差により所与の出発点
に格差がある場合、その格差が解消されるまで、暫定
的・一時的に男女を別異に取り扱うことは、実質的な
意味での「機会の平等」を目指した合理的な区別であ
り、平等原則に反しないと解されています （「ポジティ
ブアクション研究会報告書」平成 １ ７ 年 １ ０月 内閣
府男女共同参画局 ）。また、女性研究者の研究費を
補助することについては、個人に対する補助ではなく
機関に対する補助であると理解しており、このような機
関インセンティブにより優秀な女性研究者を積極的に
採用する機関が増加することで、ロールモデルとなる
女性研究者が増え、採用機関がさらに増加するという
好循環になるものと期待しています。 
 
 
 
本学では、「研究と出産・子育て等を両立するための
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環境整備 （女性研究者支援モデル育成 ）」に平成 20
年度に採択され、事業に取り組んでおり、その支援を
受けている女性研究者から、以下のように高評価を得
ています。 
 
○ファーストオーサーの論文が出せた。 
 
○ ２人目を妊娠中だが、今年度に入って学会発表を
２ 回行うことができた。 
 
○在宅で研究が進められるので、子どもと夕食を一緒
にとることができるようになった。 
 
 このような取組により本学における男女共同参画の
意識を向上させながら、今後、優秀な女性研究者をよ
り採用しやすくするため、「女性研究者の採用を促進
するための取組（ 女性研究者養成システム改革加
速 ）」の採択を推進力とすべく、努力を続けているとこ
ろです。 
 
 
 
以上は １例ですが、このような環境整備を進め、成果
が見えてくることにより、支援期間終了後における大
学独自での継続に弾みがつきます。 
 
この支援事業は、各機関がそれぞれ置かれている環
境が異なることから、具体的な環境整備の内容は異
なっています。採択されていない機関が、どのような整
備を進めると効果的かを試行し、独自で実施するため
にも、また、これまで採択された機関・事業内容をモデ
ルとして各機関独自で取り組むためのモデルとして
も、まだまだ採択機関の数が少ないのが現状と考えま
す。 

2699 研究者 
文部科
学省 

科学技術振興調
整費 女性研究
者支援システム
改革 

WG の １／ ３程度縮減という評価結果に反対
し、予算要求通りとするべきである。 

優秀な女性研究者を活用することは、資源に乏しい我
が国が科学技術立国を基本に発展していくうえで、極
めて重要な方策となると考えます。理科離れが問題視
される中でも着実に理系女子学生は増えています。と
ころが職業研究者となると途端にその割合が低下す
るのは、社会環境の問題もさることながら、大学関係
者の意識がまだまだ低いことが大きいと考えていま
す。 
 
 
このような背景の中で、「女性研究者支援システム改
革」事業は、各大学・研究機関が重い腰を上げるため
の強力な呼び水となっています。こういうことは数値目
標を掲げてもだめです。じわじわと意識改革を図って
いくことが大事です。幸い、こうした事業に関わらない
ことは大学・研究機関として恥ずべきことだ、という理
解は広がってきたようです。それぞれの組織がさまざ
まな工夫で具体的に行動を起こすことに大きな意義が
あると思います。せっかくのムーブメントに水を差すよ
うな「縮減要求」は誠に残念です。再考を望みます。 

2700 研究者 
文部科
学省 

環境・エネルギ
ー科学研究事業 

標記施策の推進を強く希望します。 

私は本事業の「グリーン未来物質創成研究」に関わっ
ている者であることを予めおことわりしておきます。本
研究は、基礎研究に軸足をおきつつ環境・エネルギー
の問題を、物質科学の立場から多角的に切り込んで
いく取り組みであります。理化学研究所、特に私共が
所属する基幹研究所の特徴は、優れた （ポスドクを
中心とした ）人材リソースに加え、学部・学科の垣根
の無い柔軟な組織構成にあります。これが、異分野間
の連携や大学等では困難なスケールの大きな研究を
可能とします。本研究も、この理研の特徴を活かした、
優れた研究組織が構築されており大きな成果が期待
できます。また、先に述べましたように、本研究は基礎
研究を重視いたします。科学の基礎研究は、日本が
世界に貢献することが出来る数少ない分野でありま
す。その意味で、研究費に関し、科学者がリターンす
るのは「有権者一人ひとりに」ではなく「全人類」と認識
しております。日本が世界から尊敬される国であるた
めに、我々は、平和でなければ出来ない科学 （特に、
基礎 ）研究を推進しなければならないと考えます。こ
れは、最善の国家安全保障であるとも言えます。 

2701 研究者 
文部科
学省 

科学研究費補助
金 

科学研究費補助金の拡充に賛成。 
近年、大型のプロジェクト予算が数多く組まれ、多くの
成果が上がっているが、プロジェクトに参加していない
研究者にとっては、科学研究費補助金のみが日々の
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研究生活を支える生命線である。大型プロジェクトの
みが重視され、研究の寡占が進めば、科学における
多様性が著しく損なわれる。多くの研究者が自由な発
想に基づいて、多方面に科学を発展させる種を確保
するため、大型プロジェクトと並立する科学研究費補
助金の重要性は極めて高い。 

2702 研究者 
文部科
学省 

環境・エネルギ
ー科学研究事業 

グリーンイノベーションに対する基礎科学研究
の貢献を重視すべき。 

鳩山内閣の打ち出した、温室効果ガス 25%削減に代
表される「グリーンイノベーション」は、ベストアベイラブ
ル技術だけでは実現困難であると考えられ、革新的
新材料の開発、新原理の創出が急務である。グリーン
イノベーションに向けた既存技術の発展応用研究の
重要性はもちろんであるが、新原理創出には基礎研
究が必要不可欠であり、本課題の重要性は高い。 

2703 研究者 
文部科
学省 

本格的利用期に
適した大型放射
光施設
（ SPring-8 ）の
運営体制の構築 

大型放射光施設の継続的運用に対するより
一層の支援。 

大型放射光施設は、物質の構造、電子状態研究にと
って無くてはならない武器になっている。日本の物質
科学の水準の高さは、世界に3 台しかない第3 世代の
放射光施設を有することと無縁ではない。グリーンイノ
ベーションを推進するための新物質、新材料の創出に
も、大型放射光施設が果たす役割は大きい。是非、今
後とも、大型放射光施設の「使いやすい」環境維持を
お願いしたい。 

2704 会社員 
文部科
学省 

次世代スーパー
コンピュータの
開発・利用 

科学計算の大規模化と高速化は、すべての
科学、工業、技術における発展の根幹を成す
ものだ。すなわち精度が良く、時間的にも実用
的なシミュレーション （将来予測と設計 ）にと
って必要、不可欠のことだ。それを自前で推
進できないようでは、日本が三等国になってし
まう。 

日本は、人口はそこそこ多いが （相対的に低下傾向
があるとはいえ ） 比較的教育水準が高く、国土は自
然が豊かであるが狭く、工業資源は少ない・・と言うよ
うなことは多くが認めることである。このような日本の
特質を生かす道が、科学立国、工業立国、ひいては
知的立国なのではないか。ご存じのように、科学、工
業、知的分野では、正しく、精密で、美しいだけでなく、
時間 （時刻 ）、規模と量の点でも一番でなければ評
価されないし、利益を得ることができないばかりでなく
多くを支払わなければならない。スーパーコンピュータ
の世界もそのようなものであり、「世界一でなくてもよ
い。」とは、言語道断であり、科学退国、知的退国を目
指しているとしか思えない。 

2705 会社員 
文部科
学省 

科学研究費補助
金 

科研費は、日本の大学における科学研究に
対する米と水であり、必要、不可欠のものだ。

科学立国、工業立国、ひいては知的立国を目指す日
本にとって、大学はそれを担う人材を育成する場であ
る。そこでの科研費は、科学研究を通じて人材を育成
していると思われる。したがって、最先端科学への投
資だけでなく、広く多くの研究者に補助する科研費も、
さらに拡充すべき費目と考える。 

2706 研究者 
経済産
業省 

企業・個人の情
報セキュリティ対
策事業 

企業が組織的に取り組むべき情報セキュリテ
ィ対策は、社会全体の歴史的な発展過程にお
いて大きな意味のあるものである。 
 
企業の組織的な情報セキュリティ対策は、本
格的な情報社会でのリスク管理に、事業者が
主体的に取り組む方策を明らかにすることで
あり、その先に情報社会の主要課題に対して
政治がどのようにかかわっていくべきかを探
る場でもある。 
 
その意味で今後に大きな影響を与えるものと
して、単に個々のセキュリティ対策の一つとし
てだけでなく、社会的な価値や意味付けなど
も考慮すべきである。 

我々の社会は、農業社会から、産業革命以降急速に
発展した工業技術の恩恵を受けてモノがあふれる工
業社会に進化した。その後 IT 革命と呼ばれる情報技
術の急速な発展が情報社会をもたらすと予測され、現
在まさにその変革の最中にあると思われる。 
 
農業社会の基礎の上に工業社会が実現しかつ食糧
問題の解決に工業技術が活躍したように、工業技術
の基礎の上にこれから情報技術が多方面で人類社会
を豊かにしていくように政治の役割が期待されている
と言ってもよいだろう。 
 
これまでの政治の大きな役割の一つが、工業社会に
おけるリスク管理、たとえば巨大エネルギーのリスク
や環境リスク対応であったとすれば、CO2 削減などは
まさにその次元でとらえるべき課題であろうが、これか
らの政治の大きな役割の一つが情報社会のリスク管
理であることは間違いない。 
 
社会の価値や富は、これまでは物理的な有形資産
（ ATOM)にあったが、企業価値の構成の変化などを
みると、すでに知識や情報などの無形資産 （BIT)に
大勢が占められている。つまり、社会に大きな影響を
与えうるリスクは、ATOM に係るリスクに加えて、BIT
に係るリスクがすでに相当に大きくなってきているとみ
なければならない。 
 
しかし、BIT リスクの特性は、これまでの ATOM リスク
とはかなり異なり、局所化が難しく、高速で世界に影
響が広がる厄介なものである。この BIT リスクへの対
応の最前線が、いわゆる企業の事業現場にあり、そこ
でどのようなリスク対応のマネジメントやガバナンスを
実現すべきかは、情報社会全体にとっても極めて影
響の大きい課題である。 
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2707 研究者 
文部科
学省 

戦略的創造研究
推進事業(社会
技術研究開発事
業を含む)  

社会技術研究開発事業に ，人口問題 ，ジェ
ントロジー ，高齢社会 ，サービス工学に関す
る社会科学のテーマを重点領域として指定
し ，開発を急ぐべき ． 

人口問題研究所 http://www.ipss.go.jp/の試算によれ
ば ，2055 年には我が国の人口は 9000 万人を割り込
むと予測されている ．このことは ， CO2 排出量は ，
ほっておいても 40 年後に 30%減少することを意味す
る ．つまり ，我が国は何も国内の CO2 削減対策に多
額の開発費用をかける必要などないのである ．むし
ろ ，超高齢化社会における適切な労働のあり方や同
社会の必要に応じた技術の早期開発を急ぐべきであ
る ．具体的には医療・介護 ，法令を含めた新たなサ
ービス工学の発展が必要となる ．  

2708 研究者 
文部科
学省 

科学研究費補助
金 

評価結果の撤回を強く要求します。 

科学研究費は日本の研究者ひとりひとりの自由な発
想に基づく研究の基盤であり、それを一時的にせよ削
減することは、日本の科学技術力を将来に渡って大き
く停滞させ、イノベーションの機会が大きく損なわれま
す。資金を縮減することによって研究全体が停止する
場合も多くあります。 

2709 研究者 
文部科
学省 

競争的資金(先
端研究) 

「一元化も含めシンプル化、予算は整理して
縮減」に対して ， 科研費基盤研究（ S ） の予
算復活をお願いしたい ．一元化の方向はよい
が ，その分トータルの予算が減少しないよう
に配慮をお願いしたい ． 

科研費は ，研究者の自由な発想に基づく研究を格段
に発展させることを目的とする競争的資金であり ，世
界でも例にないユニークな制度であり ，「知識の探求
と自由を保障する」枠組みと私は考えています ． 
 
申請者の自由な発想による独創的・先駆的な研究申
請が採択されれば ，ある意味で authorized になり，
研究者の自己満足ではなく ，自己の研究の説明責任
を果たす一プロセスととらえることができます ． 
 
猪木武徳『大学の反省』 （NTT 出版， 2009 ）では ，
以下のような記述があります ． 
 
**** 
 
研究課題を外部から与えるという方式の研究推進研
究者の内発的な関心を殺し ，所与のテーマにいかに
回答を与えたかという基準だけで評価される傾向を生
む ． 
 
目的が「上から設定された」研究は， その目的をいか
に達成したかのみに研究者の注意が集まり ，自由な
討論が起きにくく， 研究が無駄であったことを恐れる
ための ，意見の堕落を導く可能性がある ． 
 
研究には ，時として無駄や ，「虚妄の努力」が必要だ
という重要な認識が「効率性」の名の下に忘れられて
はならない ． 
 
**** 
 
科研費審査は他の申請と比べてピアレビューの範囲
が広いので ，他の競争的資金よりもトップダウンのテ
ーマ設定がない分 ，我が国の研究者の自由な発想に
よる研究開発育成に大きく貢献すると考えます ． 

2710 研究者 
文部科
学省 

競争的資金(若
手研究育成) 

（ １ ） 科研費若手研究の予算の復活・増額 
 
（ ２ ） 特別研究員奨励金の予算復活・増額 

（ １ ） 基盤研究（ C ） にいわゆるトップ校の教授が
数多く申請していいる現状では ， 若手枠を設け ， 自
分の自由な発想で研究を行える財政的な援助が不可
欠である ．さもないと ，教授の下で， あるいは ，プロ
ジェクトリーダの下で働くというややもすれば隷属的な
立場になってしまい ，未来の活力をそぐことになる．
 
 
（ ２ ） 学振特別研究員に採用された博士課程学生
が ，指導教員やプロジェクトリーダの下請けとなら
ず ，自由な発想で研究が行えるための財政的な裏付
けとなっている ． グローバル COE において学振特別
研究員に採用されなかった博士課程学生のサポート
をする前に ，まず学振特別研究員に対する特別研究
奨励金を充実すべきである ．現状では ，そのサポー
トが逆転している場合も少なからず散見される ． 

2711 研究者 
農林水
産省 

イノベーション創
出基礎的研究推
進事業 （競争的
資金 ） 

予算を要求額通り配分してくださることをお願
いいたします。 

本研究は、農林水産業・食品産業における革新的な
技術の開発を目的とするものです。私自身は、本予算
をいただき、今まさに食の安全にかかわる基礎研究及
び将来必要となる機能性食品開発のための基礎研究
を行っております。食は人間の社会活動の根本となる
重要な土台です。本研究予算で行われる研究から、
日本社会に貢献する重要な知見を与えられておりま
す。本研究予算の継続を強く希望いたします。 



 542

2712 会社員 
文部科
学省 

科学研究費補助
金 

現状維持 

優れた科学技術は、資源の少ない日本にとって最大
の武器である。 
 
戦後の日本の発展を、科学技術の向上を抜きに語る
ことはできず、今後も日本の発展を支える柱となること
は確実である。科学技術においては、短期的な視点
でなく、長期的な視点から見て予算を組んでいく必要
がある。 

2713 会社員 
文部科
学省 

戦略的 現状維持 

戦略的創造研究推進事業は世界をリードするトップレ
ベルの研究を行うために必要不可欠な財源である。こ
の事業を進めることは、日本の国際競争力を高めるこ
とに繋がると考えられ、重要である。 

2714 会社員 
文部科
学省 

科学技術振興調
整費 

現状維持 

日本の優れた基礎研究を社会に還元するためには、
応用研究に繋げることが大切で、その手段の一つとし
て企業との共同研究が重要である。 
 
科学技術振興調整費 （特に先端融合領域イノベーシ
ョン創出拠点の形成 ）は、それを支えるものである。
この研究費の減額は、基礎研究の社会への還元を妨
げ、日本の発展を妨げることになってしまいかねな
い。現状を維持すべきである。 

2715 会社員 
経済産
業省 

新エネルギーベ
ンチャー技術革
新事業 

最優先で採択するべき 

日本の産業構造は長年様々な技術分野で中小企業
が下支えしており、更なる産業の発展には彼らの技術
力の強化が必要不可欠。 特に新エネルギー分野で
は中小のみならず精鋭ベンチャーも活躍の場が与え
られており、非常に重要な役割を担っている。 それと
同時に、新エネルギー分野は事業化まで時間を要す
る開発が多いため、経営資源が限られている中小や
ベンチャー企業にとっては資金的支援や開発アドバイ
スが非常に重要。 兎角金銭的な支援だけに成りがち
な助成金事業で、本事業は開発アドバイスも含めたハ
ンズオン支援を志す稀で高付加価値な助成金事業と
して高く評価するべきと思われる。 

2716 研究者 
文部科
学省 

重粒子線がん治
療研究 

重粒子線がん治療の研究は、増額こそ望ま
れる。 

重粒子線治療は、放射線治療の様々な技術を駆使
し、治療法の改良を試みながら、世界に先駆けて良好
な治療結果を残している。新しい先進的な照射技術の
開発や最適な治療法の開発は、重粒子を使った治療
に対してだけではなく、通常の放射線を使った放射線
治療に多大なインパクトを与える。Ｘ 線治療装置の世
界では、国産の治療装置は皆無になってしまい、外国
製品で支配されている。今後、巻き返していくために
も、育てていかなくてはならない分野である。 
 
高齢者社会を迎える日本にとって、放射線治療の普
及と底上げは急務となっている。この裾野を広げてい
くためにも、先進的な治療法の開発は、必要不可欠で
ある。 

2717 研究者 
農林水
産省 

イノベーション創
出基礎的研究推
進事業 （競争的
資金 ） 

予算を要求額通り配分してくださることを強く
希望いたします。 

私は静岡県で医師をしているものです。医師としての
立場から本研究で行われている事業の必要性を強く
感じております。疾患に対しては製薬の重要性が述べ
られることが一般的ですが、基本的に薬品は対処療
法です。起きてしまったことにしか対応できません。予
防医学の面から高度な機能性食品の創出は非常に
重要です。実際に、われわれは現在、薬が存在しない
難病の患者が食事療法で回復したという症例を経験
いたしました。この食事療法は、本予算で研究をして
いる研究者が関与しております。予防医学の発展は
将来の医療費を低く抑える効果もあります。ぜひ、本
予算の継続をお願いいたします。 

2718 研究者   科学技術 

科学技術総合会議自体について 
 
・ 構成メンバーを増やすか、専門委員会を設
けて、きちんと判断できる組織にする。 
 
・ 委員の任期を設ける。 
 
・ 委員は大所、高所から物事が判断できる人
物とする。必ずしも・・・経験者がよいわけでな
い。公正な判断と将来の日本の科学技術の
発展を常に考えている人。 
 
・ 一部の研究者と省庁が癒着しているような
ことが見極められるような人が必要。 
 

意見を求められたから 
 
別紙 ３が開けず、したがって施策番号は適当です。 
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将来の科学技術の方向を策定するまえに 
 
・ 半導体一辺倒から脱却すべき。 
 
・ 過去にナノとうたって行った研究でどの研
究が真に役立ったかを検証すべし。 
 
・ いわゆる有名教授が真に社会的貢献をど
の程度したかを検証すべし。予算獲得に終わ
っていないか、どうか？ 
 
・ 最先端研究支援プログラムのようなものは
廃止すべし。 
 
 
 
将来の科学技術の方向性 
 
・ 基礎から応用をカバーする。 
 
・ 内外の学会での研究動向を反映したもので
真に役立つもの。流行には要注意。 
 
・ 日本の立場を考えるならば、エネルギーと
環境分野に係わる研究に重点がおかれる。 

2719 会社員 
農林水
産省 

イノベーション創
出基礎的研究推
進事業 （競争的
資金 ） 

予算を要求額通り配分してくださることを強く
希望いたします。 

食の安全は私たちが現在最も気にかけていることで
す。本研究はそのための基礎的な研究がおこなわれ
ております。子供や孫の将来のためにも本研究予算
を削減しないようにお願い申し上げます。 

2720 会社員 
文部科
学省 

本格的利用期に
適した大型放射
光施設
（ SPring-8 ）の
運営体制の構築 

優先的に実行するべき施策である。 

日本の社会的発展を持続する上では、科学技術上の
施策を強化することが不可欠であるが、とりわけ、今
後環境・エネルギー分野や生命科学分野での研究開
発を加速することが重要と考える。電気自動車のエネ
ルギーとなるリチウムイオン二次電池や、CO2 排出抑
制を図れる太陽電池等の研究開発、さらには次世代
型の電池の実用化を進める上で、その電池機能の発
現機構や特性劣化機構の解明は不可欠である。
SPring-8 は世界最高性能の高輝度放射光 X 線を発
生する装置であるが、その光源の明るさとそれに見合
った高度な測定系を併せ持つ施設として、それら電池
を分析のために分解することなく、そのまま電池として
働いている状態で、しかも原子レベル(ナノレベル)の
分解能で、電池の機能発現メカニズムを明らかにする
ことを可能にする。さらに、生命科学の分野では、遺
伝子解析を詳細にかつできるだけ早く行うことが、競
争力を維持する上で絶対的に重要だが、これに対して
も、他に類を見ない高輝度放射光は決定的に威力を
発揮する。実際に、ナノメートルオーダで集光した放射
光を遺伝子の構成要素であるたんぱく質 1 分子に照
射して、その構造を解析することが可能である。理由
についてさらに詳細に記すことも可能だが、簡潔に述
べれば以上のとおりであり、本施策を優先的に実行す
れば、環境・エネルギー分野や生命科学分野での我
が国の地位を世界最先端レベルに押し上げ、さらにそ
の地位を持続させることにつながる。 

2721 会社員 
文部科
学省 

大強度陽子加速
器による実験研
究に関わる施策 

優先的に実行するべき施策である。 

J-PARC は今年度から稼動したばかりの施設であり、
今後継続的に予算投資をすることで、本当に使える施
設になる。中性子散乱データを取得することは可能で
あるが、それを解析するソフトウェアの開発が立ち遅
れていて、データ解析まで 1 ヶ月以上を要し、さらに、
J-PARC施設関係者しか、解析不可能という状況は一
刻も早く解決しなければならない。巨大施設でありな
がら、それを動かす研究者、技術者への支援が絶対
的に不足していて、できたハードウェアを生かしきれて
いない。また、安定的な中性子ビーム発生(運転時間
のうち、90％以上を利用できるくらいを想定)を実現し
なければ、運転時間を確保しても、ビームが止まって
いて使えない状況となり、全くもって非効率である。ビ
ーム発生部分のハードウェアの性能向上と施設全体
の人的支援を優先的に行うことで、本来の本施設の
目的を達成できるであろう。 

2722 会社員 
文部科
学省 

X 線自由電子レ
ーザーの開発・
共用 

優先的に実行するべき施策である。 
X 線自由電子レーザ(XFEL)の開発は、まさに世界でし
のぎを削っている分野であり、我が国ではまだプロトタ
イプしか実用化していない段階であるから、今後集中
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的に投資すべき分野である。XFEL は、純粋科学的な
知見の創出が期待できる一方、究極的に空間分解能
を高められた分析・解析を可能にすると考えられてお
り、特に生命科学分野での我が国の研究開発を飛躍
的に発展させることが期待される。 

2723 その他 
農林水
産省 

イノベーション創
出基礎的研究推
進事業 （競争的
資金 ） 

予算を要求額通り配分してくださることを強く
希望いたします。 

活力ある農林水産業は国の根幹をなします。そのた
めには未来を見据えた本研究で行われる研究が重要
であると考えます。 

2724 研究者 
農林水
産省 

イノベーション創
出基礎的研究推
進事業 （競争的
資金 ） 

予算を要求額通り配分してくださることを強く
希望いたします。 

農林水産業・食品産業における課題の解決にはこの
分野に精通した卓越した研究者による研究が不可欠
である。本研究は、これらの分野に係る革新的な技術
シーズを開発するものであり、極めて重要な研究であ
る。本研究の削減によって、日本の農林水産業及び
食品産業の停滞が予想される。よって、本研究予算が
要求額通り配分されることを強く希望する。 

2725 その他 
経済産
業省 

次世代型ヒート
ポンプシステム
研究開発 

 政府が掲げる １ ９ ９ ０ 年度比で温暖化ガ
ス ２ ５％削減の実現に向けて ，「次世代型ヒ
ートポンプシステム」はＣ Ｏ ２排出量削減に
大きく貢献できるポテンシャルを持った貴重な
技術であることから ，特に重点的に資源を投
入し ，積極的に当該技術の研究開発を実
施 ，実用化に向けた取り組みを推進すべき。

 投入したエネルギーの数倍のエネルギーを取り出す
ことができるヒートポンプ技術は ， 今後 ，我が国が低
炭素社会実現に向けて取り組む中で ，欠かすことの
できない技術である。特に一般家庭のエネルギー使
用の大半を占める暖房需要 ，給湯需要に対して超高
効率ヒートポンプを活用した暖房機器や給湯機器を低
価格で供給することや工場や事業所などで化石燃料
の燃焼によってこれまで賄ってきた蒸気や給湯などの
熱需要をヒートポンプに置き換えることで我が国のＣ
Ｏ ２排出量を大幅に削減できる可能性を秘めた貴重
な技術である。 
 
 このように無尽蔵に存在し ，再生可能エネルギーで
ある空気熱を利用したヒートポンプ技術は将来 ，飛躍
的に大きな効果を期待できるものであり ，官民一体と
なってより高効率な技術の実用化に向けて取り組む
べきものである。 

2726 研究者 
文部科
学省 

ナショナルバイ
オリソースプロジ
ェクト 

非常に重要な事業であるので予算の縮減を
することなく推進すべき。 

バイオリソースは、ライフサイエンス研究の実施に必
要不可欠な研究基盤であり、バイオリソースなくして、
ライフサイエンス研究の推進はなし得ません。バイオ
リソース事業は、これまでせっかく各研究室で作成さ
れても個々の研究室では維持することが困難であっ
たバイオリソースを集約的に収集・保存し、高品質で
供給しようとするもので、長年のライフサイエンス分野
の研究者の悲願が実現された事業です。この間の関
係者の献身的な努力によって成長し、国内外の研究
者に高く評価されています。国家 １ ０ ０ 年の計を考え
れば、現在はたとえ使用頻度が低くても将来大変重要
な資源となる可能性のあるシーズも多く含まれてお
り、競争的資金での運営にはそぐわないものと考えま
す。 
 
今回の事業仕分けにおいてバイオリソース事業は、
「産業ニーズを意識しない基礎研究が行われている」
という基礎研究軽視の観点が削減の理由に挙げられ
ているのは科学技術立国を目指す日本としてはあまり
に近視眼的といわざるを得ません。国際社会にはとて
も発信できない文言です。さらに今回の理化学研究所
のバイオリソース事業に対する削減が他のナショナル
バイオリソースプロジェクト(NBRP)の事業に波及する
ことも懸念されます。様々な生物種を扱う個々の事業
は、担当する研究機関における関係者の懸命の努力
によって成り立っているものも多く、同様な削減が行わ
れれば、もはやプロジェクトとして成立しないものが続
出すると考えられます。このようなリソースの維持は、
その時々の利潤を追求しなくてはいけない民間ベース
ではなしえないものです。例えば、実験動物などは、
欧米では民間の実験動物取り扱い業者やその株主が
過激・狂信的な動物実験反対団体のターゲットにさ
れ、運営が困難になっている事例もあり、やはり国が
社会への対応も含めてきちんと管理・運営しなくては
いけない性質の事業です。NBRP では現在一部受益
者負担による有償化について前向きに検討していま
すが、現行制度との整合性が検討されている段階で
あり、今後さらに保有数・供給数を増やして発展してい
こうという現在のような段階でのいきなり ３分の １削
減のような激変には事業は持ちこたえられません。相
手が「生き物」であることを勘案して慎重な対応を願い
ます。 
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2727 研究者 
文部科
学省 

脳科学研究戦略
推進プログラム 

脳科学の今後の社会的影響の広がりに鑑
み、縮減することなく推進すべき 

従来、純粋な基礎科学の要素が強かった脳科学は急
激に裾野を広げてきており、社会に与える影響力が増
してきている。また社会全般の脳科学に対する関心も
高い。その中で、中枢神経系に障害を受けた患者の
機能回復・機能代行を目指すブレイン・マシーンインタ
ーフェースの開発や日本が世界先端の独創性を有し
ている霊長類モデルの開発 （医療・創薬への莫大な
貢献が期待される） 、さらにはヒトの社会性の基盤を
探ることを目指す脳科学研究推進プログラムは、「社
会に貢献する脳科学」として研究者が団結して取り組
むプロジェクトであり、このような戦略目標を設定してト
ップダウン的に取り組むわが国最初の取り組みであ
る。健康で住みやすい社会の実現には「心の健康」は
必要不可欠であである。今後も脳を健康に保つため
の研究、脳科学を下支えする情報統合データベースも
計画されており、いずれも社会的要請は高いので是
非とも推進していただきたい。 

2728 研究者 
文部科
学省 

科学研究費補助
金 

研究者の創意工夫を大切にするボトムアップ
的基礎研究の意義に鑑み、是非とも縮減せず
に推進していただきたい。 

戦略目標を設定してトップダウン的に推進する研究費
だけでなく、比較的小額であっても、個々の研究者の
独自のアイデアを重視するボトムアップ的基礎研究を
サポートする科学研究費補助金が日本の科学振興に
果たしてきた役割は大変大きい。サイエンスとしての
アウトプットを考えた場合に、その費用対効果はトップ
ダウン式予算より高い、というのが長年研究をしてき
た者としての実感である。今後もこの研究費枠は、最
後まで縮減せずに残していただきたいと考えます。 

2729 その他 
経済産
業省 

新エネルギーベ
ンチャー技術革
新事業 

Ｃ ｏ 2 削減に寄与する可能性が高い事業は、
中小企業に積極的に支援していくべきであ
る。 

中小企業には、発想出来ない現場でのノウハウがたく
さん蓄積されていること。 
 
 
開発コストは比較的低価格で可能であること。 
 
 
大企業のようなしがらみが無い分事業化も加速しやす
い。 

2730 会社員 
文部科
学省 

科学研究費補助
金 

十分な補助金を存続させてほしい。 

理系の研究も重要であるが、文科系の研究費は科研
費の中で大きな比重をしめているとはいいがたい。文
科系の研究費は、理系よりも額としては多くはないけ
れども、研究を行っていくために重要なものである。 
 
 
即効性よりも時間をかけて成果は見えてくるものであ
る。科学研究費補助金自体、文系・理系に限らず、基
礎的な研究のためには必要なものと思います。 
 
 
それゆえ、科学研究費補助金の十分な支給を継続す
る必要があります。 

2731 会社員 
文部科
学省 

大学等の施設の
整備 

大学等の施設の整備に対して十分な予算を 

地方の国立大学を訪れることがあります。そのたびに
感じるのは廊下、階段の暗さです。夕方近くになると
男性の私でも怖いと感じることがあります。これまで、
犯罪が起こっていないのは不思議なくらいです。女性
の大学生、院生にとって、また男性でも危険なのでは
ないでしょうか。 
 
 
電気代の節約ということゆえと推察しますが、安全の
ために必要な経費も節約していると思います。無駄遣
いを推奨しませんが、基本的な運営費については、十
分な手当が必要と考えます。 

2732 研究者 
文部科
学省 

ナノテクノロジー
ネットワーク 

有意義な施策である。 

１ ） 日本全体の中で先端研究の情報を共有しながら
進めることができ、無駄なトライ＆エラーを排除すると
ともに、有効な研究項目を推進できる。 
 
２ ） 研究先端情報を取り込むことにより、実用化を加
速できる。 

2733 
団体職
員 

文部科
学省 

先端研究施設共
用促進事業 

先端研究施設共用は科学技術の振興のイン
フラ手段として極めて効率の良い方法であ
る。その運営・維持には高度な技術・知見が
必要であり、専門の研究者及び技術者が継
続的に携わって行かねばならない。 
 
また利用者の地理的な移動時間の利便性を
計るためには、幾つかの地方拠点にも相応の

このような施設や装置は高度な技術設備であり高額
な上、利用・維持についても高度な専門知識を有する
人材が不可欠であり、共用利用を縮小したり、拠点を
削減することは設備の利用効率の低下を意味する。
また閉ざされた高額設備はその関係研究者・技術者
のみの利用に限られ、プロジェクトの終了や人材の異
動により利用率が低下し、ややもすると死蔵されるこ
とにもなる。 
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施設が必要である。  
高度な設備・装置は適切な運営・継続維持がされない
と性能・機能は劣化していき、稼働効率の低下、得ら
れる成果も期待できなくなり、結果的に投資効率を上
げることが困難となる。 

2734 研究者 
文部科
学省 

科学研究費補助
金 

科学研究費補助金で、プロジェクト的なものだ
けでなく、より基礎的な、基盤研究(A),(B),(C) 
などの拡充を行うことが必要である。 

科学研究費の他に種々の競争的資金があるが、それ
らは分野が特定されたもの、またただちに効果が見込
まれるものなどのみ対象としたものなどが多い。しかし
ながら、日本の科学技術の発展のためには、さまざま
な分野に対して最低限の基盤支援が必要である。そ
れらの中から将来の大きな発展が出てくることが期待
される。ノーベル賞受賞科学者もいわれているように、
運営費交付金による基盤校費、基盤研究補助金など
の基盤的経費がある程度確保されていることが、長期
における日本の科学技術の発展のために必要であ
り、結果的に税金の有効活用となる。 

2735 会社員 
文部科
学省 

元素戦略 

 私は仕事上でも資源にかかわる一市民とし
て、物質・材料研究機構が担当する元素戦略
に関する予算を削減せず、今後とも強力に推
進して下さるよう議員の皆様ならびに、内閣
府、有識者の方々、そして関係者の皆様にお
願いいたします。 

 このプロジェクトは元素に関する基礎科学からのア
プローチでもありますが、同時にレアメタル等の希少
資源の代替という非常に実用的な成果を大きく期待で
きる研究です。 
 
関連するプロジェクトでは既に、ハイブリッドカーやエ
アコン、冷蔵庫等に使用されるモーターの磁石の材料
の代替、液晶ディスプレイに使用される透明電極の材
料の代替、燃料電池に使用する貴金属触媒の代替な
ど、多くの研究成果を生み出しています。 
 
 
 これらの研究の推進は、2050 年にも現在確認されて
いる分の埋蔵量を使い切ってしまうような希少資源か
ら、鉄やケイ素、炭素などの豊富な資源に切り替えて
いくことを可能にするもので、世界が希求する持続可
能な開発という方針に合致しています。 
 
また、希少資源の需要量を削減することで、処理する
鉱物の重量を削減し、二酸化炭素排出量の削減にも
つながる重要な政策であると考えます。 
 
 さらに、これらの研究から生み出される高度な工業
材料は、輸出金額のシェアにおいて自動車や電子部
品をもしのぐ、日本の貴重な外貨獲得製品です。 
 
 
 是非ともこれらの点にご配慮いただき、適切な予算
を配分してくださるよう重ねてお願い申し上げます。 

2736 会社員 
経済産
業省 

希少金属代替材
料開発プロジェ
クト 

 私は仕事上でも資源にかかわる一市民とし
て、物質・材料研究機構が担当する希少金属
代替材料開発プロジェクトに関する予算を削
減せず、今後とも強力に推進して下さるよう議
員の皆様ならびに、内閣府、有識者の方々、
そして関係者の皆様にお願いいたします。 

 このプロジェクトは元素に関する基礎科学からのア
プローチでもありますが、同時にレアメタル等の希少
資源の代替という非常に実用的な成果を大きく期待で
きる研究です。 
 
関連するプロジェクトでは既に、ハイブリッドカーやエ
アコン、冷蔵庫等に使用されるモーターの磁石の材料
の代替、液晶ディスプレイに使用される透明電極の材
料の代替、燃料電池に使用する貴金属触媒の代替な
ど、多くの研究成果を生み出しています。 
 
 
 これらの研究の推進は、2050 年にも現在確認されて
いる分の埋蔵量を使い切ってしまうような希少資源か
ら、鉄やケイ素、炭素などの豊富な資源に切り替えて
いくことを可能にするもので、世界が希求する持続可
能な開発という方針に合致しています。 
 
また、希少資源の需要量を削減することで、処理する
鉱物の重量を削減し、二酸化炭素排出量の削減にも
つながる重要な政策であると考えます。 
 
 さらに、これらの研究から生み出される高度な工業
材料は、輸出金額のシェアにおいて自動車や電子部
品をもしのぐ、日本の貴重な外貨獲得製品です。 
 
 
 是非ともこれらの点にご配慮いただき、適切な予算
を配分してくださるよう重ねてお願い申し上げます。 

2737 会社員 環境省 
循環型社会形成
推進科学研究補

 私は仕事上でも資源にかかわる一市民とし
て、物質・材料研究機構が担当する循環型社

 このプロジェクトは元素に関する基礎科学からのア
プローチでもありますが、同時にレアメタル等の希少
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助金 会形成推進科学研究補助金に関する予算を
削減せず、今後とも強力に推進して下さるよう
議員の皆様ならびに、内閣府、有識者の
方々、そして関係者の皆様にお願いいたしま
す。 

資源の代替という非常に実用的な成果を大きく期待で
きる研究です。 
 
関連するプロジェクトでは既に、ハイブリッドカーやエ
アコン、冷蔵庫等に使用されるモーターの磁石の材料
の代替、液晶ディスプレイに使用される透明電極の材
料の代替、燃料電池に使用する貴金属触媒の代替な
ど、多くの研究成果を生み出しています。 
 
 
 これらの研究の推進は、2050 年にも現在確認されて
いる分の埋蔵量を使い切ってしまうような希少資源か
ら、鉄やケイ素、炭素などの豊富な資源に切り替えて
いくことを可能にするもので、世界が希求する持続可
能な開発という方針に合致しています。 
 
また、希少資源の需要量を削減することで、処理する
鉱物の重量を削減し、二酸化炭素排出量の削減にも
つながる重要な政策であると考えます。 
 
 さらに、これらの研究から生み出される高度な工業
材料は、輸出金額のシェアにおいて自動車や電子部
品をもしのぐ、日本の貴重な外貨獲得製品です。 
 
 
 是非ともこれらの点にご配慮いただき、適切な予算
を配分してくださるよう重ねてお願い申し上げます。 

2738 研究者 
文部科
学省 

科学技術振興調
整費、科研費(特
推、特定領域、
新学術、基盤
S)、戦略的 

見直しによる削減に反対です。 

 科学研究費は日本の研究者ひとりひとりの自由な発
想に基づく研究の基盤です。それを一時的にせよ削
減することは、日本の科学技術力を将来に渡って大き
く停滞させ、イノベーションの機会が大きく損なわれま
す。資金を縮減することによって研究全体が停止する
場合も多くあります。評価結果の撤回を強く要求しま
す。 
 
 
 現在でも十分な科研費をとることは大変です。これ
以上、削減しないでください。 

2739 研究者 
文部科
学省 

科学研究費補助
金 

科学研究費 （競争的資金 ）に対して ，優先
的に予算配分を実施することを要請します ．

科学研究費 （競争的資金 ）は ， 研究者ひとりひとり
の研究活動の基盤であり ，予算の削減は我が国の
科学技術の基礎体力を弱めるとともに ，研究者・技術
者を目指す子どもに対して ，未来の可能性を狭める
ことになります ． 国際的な競争相手である先進諸国と
比較しても ，我が国の研究関連予算は十分とはいえ
ないため ，優先的に予算を配分することが必要で
す ． 

2740 その他 
文部科
学省 

免疫・アレルギ
ー科学総合研究
事業 

アレルギーの原因と対策について研究を進め
て欲しい。 

子供がアレルギー体質で困っていて改善薬を早く開
発してほしいから。 

2741 研究者 
文部科
学省 

科学研究費補助
金 

科学研究費一部削減という評価結果の撤回
を強く要求します。 

科学研究費は将来の日本の文化を創出する学術研
究を支える基盤となる研究費である。特に投稿者が専
門とする、子どもにかかわる基礎研究としての教育や
保育領域においては、他の企業や産業などからの外
部資金助成はほとんどない。一時的にせよ削減するこ
とは、日本の子ども達の教育を将来に渡って大きく停
滞させ、文化やイノベーションの機会を大きく損なうも
のです。資金を縮減することによって、研究全体が停
止する場合も多くあります。若手研究者育成支援に関
しては深刻な問題です。特に教育や保育のような領域
は、わずかな研究費で厚みのある研究を行っていくこ
とが重要な領域であり、特定の一部のわずかな人だ
けで支えられるものでありません。 

2742 会社員 
文部科
学省 

東海・東南海・南
海地震の連動性
評価研究 

今世紀前半には必発とされる標記施策の地
震の影響は計り知れないものがあるので、よ
り精度の高い被害予測が期待できる研究成
果を目指して研究内容の充実を図るべきであ
る。 

ライフラインに携わる者としてのみならず、被害予想地
域に暮らす者としても、防災対策に資する当該研究は
是非進めるべきである。 

2743 その他 
文部科
学省 

免疫アレルギー
科学総合研究事
業 

私は長年、再発を繰り返す尿路感染症に苦し
んでいます。 
 
細菌感染による病気が、単なる細菌の持つ病
原性だけでなく、宿主の応答 （私の持つ免疫
反応とでもいうべきもの ）によって、病気の状
態が大きく変わることを最近学びました。 

免疫アレルギーセンターの谷口先生の講演を聴く機
会があり、そこで自然免疫の働きを初めて聴き、興味
を持つとともに研究をもっと進めていただきたいと強く
思いました。 
 
人類の幸せにつながる、免疫研究の成果は、地道な
研究の積み重ねの中から出るものであることを信じて
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そのような感染症のメカニズムを知るために
も、免疫学の研究を推進することは、重要だと
思います。 
 
解明されつつある研究が、座礁するような政
策は絶対にとらないで下さい。よろしくお願い
します。 

います。 

2744 研究者 
文部科
学省 

科学研究費補助
金 

旧政権でさえ、増額をつづけてきた研究費で
あり、新政権ではさらに増額を期待する。 

国立大学はとくに独法化以降、運営費交付金が減少
し、研究室の教官が減少し、中間評価などの事務量
が莫大にふえ、教官は忙殺されて、疲弊している。地
方大学では特に、大学院生の入学が定員割れをおこ
し、研究者の養成がむづかしくなっている。 
 
本研究費は我が国の基礎研究を長年にわたりささえ
てきたのもであり、トップダウンの研究費の １ ０ ０ ０
億以上のお金を出す具合なら、若手の研究者に ２ ０
０ － ３ ０ ０万の研究費を多数の研究者に出すほうが
はるかに将来の日本にとって有益であろう。旧政権の
やってきた、科学技術立国を大義名分に、特定の政
治家の意見により超大型のトップダウンの研究費が各
省庁ごとに、ばらまかれることは我が国の科学技術の
将来にとって大きな禍根を残すことになると考える。研
究者の納得のいく、トップダウン型の研究費と、この科
学研究費のようなボトムアップの研究費の両者による
省庁の枠をこえた援助が必要である。 

2745 研究者 
文部科
学省 

大学院教育改革
推進事業 （うち
グローバル COE
プログラム ） 

我が国の大学院教育、とくに博士号の授与方
式をこの GCOE の採択されている大学を中心
に抜本的に改革することを条件に推進すべき
である。始まったばかりの GCOE であるが予
算は必ずしも十分ではないが、はじまってすぐ
評価もできる段階でもないにもかかわらず、旧
政権で低い評価をつけたのは納得がいかな
い。 
 
改めるところは改めて継続すべきである。 

現在の日本の Pｈ D のレベルは国際的にはとても通
用する人我が国の P ｈD は国際的にレベルが低く、十
分な能力のある人材を育てていない。すでに Euro 諸
国では、学位審査には外部の評価委員 （うち一名は
海外から ）をえらび、また当然発表は英語でおこない
審査委員との議論もすべて英語でおこなっているとこ
ろが多い。アジア諸国でもその制度を導入しつつあ
る。せめて GCOE が採択されている大学ではこの程度
のことをすべきである。英語で講義をして、英語で学
位をとるという Global 30 がスタートし、なかには右なら
えでダブルでグリー制度を導入するような大学もすこ
しずつでいてているが理学や医学ではおこなわれてい
ない。まずはダブルデグリー制度で外国にたよるまえ
に 
 
日本の大学で英語による学位審査、学位発表ぐらい
は GCOE の大学では義務づけてはどうだろうか。 

2746 研究者 
文部科
学省 

革新的タンパク
質・細胞解析研
究イニシアティブ 

タンパク ３ ０ ０ ０ の後継として進んでいると
理解されているが 
外ににはあまりみえてこない。 
 
一部の研究者による主導は必要である、それ
だけで、単にテーマ名ををかえただけで、おわ
ってはいないだろうか？ 

タンパク ３ ０ ０ ０ は一定の成果をあげたとはいえよ
う。ただ 
結晶解析についていうと、比較的注目をされやすいタ
ンパク質や、ドメイン構造を狙ったものが多く、数値目
標は達成したろうが、国際的なインパクトをあたえたも
のが費用対効果を考えるとあまり大きくない。ただ拠
点の整備としては大きな貢献をしたと考えられる。もし
このような研究を継続するのなら、タンパクだけではな
く、脂質、糖鎖、DNA/RNA など我が国が国際的にリー
ドしている領域の拠点整備にも目を配るべきだと考え
る。 

2747 研究者 総務省 
超高速光エッジ
ノード技術の研
究開発 

積極的に推進すべきと考えています。 

近年のインターネット普及による通信量の増大によ
り ，このままでは消費電力が増大し ，CO2 排出量が
増えてしまう ．日本の最先端の光技術を用いて超高
速に宛先を切り替え ，低消費電力化も実現可能なエ
ッジノードを開発する本研究は世界に先行可能なもの
であり ，将来の日本発の装置実現に向けて重点的に
取り組むにふさわしいと考える ． 
 
また、この最新技術が他国に先駆けて開発される事
により、関連技術を含んだシステムの国際競争力が
増ものと思われます。 

2748 研究者 総務省 
フォトニックネッ
トワーク技術に
関する研究開発 

積極的に推進すべきと考えています。 
 
また CO2 削減の観点での技術的貢献につい
てもアピールすべきと考えています．  

オール光を目指すフォトニックネットワーク技術は我が
国の得意な技術分野であり ，世界的にも技術を牽引
している ．現状では、バブル崩壊後の後遺症でいくつ
かの研究機関、開発企業が撤退している。ここでこの
施策を実行しておかないと他国が追いつき ，追い越
す可能性が出てきています。日本にとって重要でかつ
高度な研究対象であり、継続して取り組むべき案件と
考えます。 
 
またオール光化により従来と比較して CO2 削減も期
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待できると考えるため ，その削減効果についてもアピ
ールすべきです ．  

2749 研究者 
文部科
学省 

科学研究費補助
金,科学技術振
興調整費 

評価結果の撤回を強く要求します。 

科学研究費は日本の研究者ひとりひとりの自由な発
想に基づく研究の 
基盤であり、それを一時的にせよ削減することは、日
本の科学技術力を 
将来に渡って大きく停滞させ、イノベーションの機会が
大きく損なわれ 
ます。資金を縮減することによって研究全体が停止す
る場合も多くあり 
ます。 

2750 研究者 
文部科
学省 

私立大学におけ
る教育・学術研
究の充実 

評価結果の撤回を強く要求します。 

私立大学も ，国公立大学 ，研究所等と同様の日本に
おける研究の 
基盤であり、それに関する予算を一時的にせよ削減す
ることは、 
日本の科学技術力を将来に渡って大きく停滞させる
ばかりか ，後進の 
育成の機会が大きく損なわれます。資金を縮減するこ
とによって 
研究 ，教育全体が停止する場合も多くあります。 

2751 研究者 
文部科
学省 

大学等の施設の
整備 

評価結果の撤回を強く要求します。 

国立大学は ，研究所等と同様の日本における研究の
基盤であり、 
それに関する予算を一時的にせよ削減することは、 
日本の科学技術力を将来に渡って大きく停滞させる
ばかりか ，後進の 
 
育成の機会が大きく損なわれます。資金を縮減するこ
とによって 
研究 ，教育全体が停止する場合も多くあります。 

2752 研究者 
文部科
学省 

本格的利用期に
適した大型放射
光施設
(SPring-8)の運
営体制の構築 

意見者の関連する分野 （材料科学 ）に限っ
ても、SPring-8 は現在研究を行う上で 
書かせない施設である。強力な X 線領域の軌
道放射光は、物質の微視的な構造を明らかに
できる数少ない手法の一つであり、本施設を
使った研究が、基礎科学の分野では一般的と
なり大きな成果を挙げている。 
 
従来の経験的な手法から離れ微視的構造を
もとにした解析的な手段を得る事で、高付加
価値機能性材料（ リチウムイオン電池材料、
熱電変換素子等） の開発を効率的に行う事
が出来、国際競争において優位に立てる。 
 
これまでは施設、装置の詳細を熟知した専門
家の利用が多く、一般のユーザーが利用する
には敷居が高かったと考えられる。しかし、運
営体制を拡充する事で敷居を低くし、産業界
からの利用を促進出来れば、機能性材料の
開発を押し進められると期待される。 

CO2 の 25%削減を達成するには、化石燃料からの脱
却が不可欠でる。発電、動力における機能性材料の
利用が益々増加すると考えられ、高性能、高機能な材
料の開発は急務であり、そのためには、効率的な物
質開発が行われなければならない。 
 
機能性材料の開発において、現在でも経験的な手法
が用いられていが、微視的な電子状態、構造を明らか
にできれば、解析的な材料開発を行え、産業的に優
位に立てる。 
 
SPring-8 は解析的な物質開発には必要不可欠な施
設であり、その産業利用も国を挙げて促進されてしか
るべきものである。このような施設を保持運営し、日本
の科学技術、産業を支えることは、国の責任である。 
 
また、物質科学が関連するその他事業の根幹ともなる
施設でありこれを最優先に行うべきである。 

2753 研究者 
文部科
学省 

科学研究費補助
金 

科学研究費補助金は、機関に対する補助金
が減額されている中で、多くの公的機関の研
究者にとって、研究者の自由な発想に基づき
研究を行うための研究費を得る唯一の制度で
ある。研究の多様性を国として確保する事に
より初めて、革新的な発見、将来の発展が得
られる。既知の事象のみに基づいては算出す
る事の出来ない利益に対する投資である事を
強調して頂きたい。 

現在多くの公的機関の研究者にとって、研究者の自
由な発想に基づき研究を行うための研究費を得る唯
一の制度であり、拡充されこそすれ、減らされる事は
あってはならない。研究費の減額は、特に優秀な研究
者の国外散逸を促進する恐れがある。これまで革新
的科学技術の発見は、トップダウンではなく、ボトムア
ップ的な個々の研究者によるものであった。このような
事実を否定し過度に効率性を求め将来に対する投資
を怠れば、新規技術による利益を得られないばかり
か、逆に技術を利用するために多大なコストを支払う
事態に陥る。 

2754 研究者 
文部科
学省 

理数系教員養成
拠点構築事業 

国民の科学リテラシーの低さは絶望的なもの
であり、科学を全く理解しない教員が教壇に
立っている事が原因の一つである。人類が直
面している環境問題を考える上で基礎的な科
学リテラシーを身につける事は、最低限必要
な事であり、今後起こりうる問題に対処するに
必要な能力である。理数系教員を養成し、理
論的な思考、観点を身につける指導を行う必
要がある。 

一国、一地域だけで解決出来ない問題が将来多発す
ると考えられる。その問題に対して理数科教育を通じ
て培われる、理論的な思考及び素養が必ず役立つ筈
である。将来子供たちが直面するであろう問題に、彼
ら自身で解決する能力を身につけさせる事こそが国と
しての責任であると考える。 

2755 会社員 総務省 

未利用周波数帯
への無線システ
ムの移行促進に
向けた基盤技術

本研究開発は、現在の社会情勢が強く求めて
いるものを実現するのにとても重要なので、推
進すべきである 

本研究開発は、有限である電波資源を開拓するもの
であり、国際市場においても日本の技術力、競争力を
形成するのに必須の研究開発である。また、本研究
開発は、電波利用者のみならず、教育者や、一般市



 550

の研究開発 民にも、波及効果が見込まれる先進的な研究開発で
ある  

2756 研究者 
文部科
学省 

科学技術振興調
整費 女性研究
者支援システム
改革 

研究費削除をされるなら、「これから○○をし
ます」という申請書に基づき支援対象を選ぶ
のみならず、現在の状況を把握し （ まず全大
学・研究機関・学会に役員・委員の女性割合
を提出させ、それを一覧にして公表する。この
公表を毎年実施するだけで、予算不要でかな
りの改善が期待される ）、これまでに男女共
同参画への努力のない機関 （重要な意思決
定の場が男性だけで構成されている機関 ）
は最初から支援の土俵に挙げない （これを
削減分に充てる） 、ただし基準以下であって
も最初の一年でかなりの改善を果たした場合
はその時点から対象とする、改善の有無を毎
年公表する、など、努力のない機関を放置せ
ず、努力を数値で客観評価するような支援を
していただければ、限られた予算でも女性研
究者支援が促進されるのではないかと思いま
す。 
 
ちなみに、私が Women's Committee の委員長
を務める ACP(米国内科学会 ）日本支部で
は、Women's Committee 発足 1 年で、理事会
も含めすべての委員会 （意思決定機関 ）を
男女両性で構成することができました。トップ
（ 最高意思決定機関 ）の理解さえあれば容
易なことですが、トップにその気がなければ、
いくら資金支援をしてシンポジウムを開いたと
ころで意思決定機関の多くが男性だけで構成
されている現状の改善はみこめません。トップ
に「このままではまずい」とその気にさせる施
策をお願いします。 

医師のキャリアアップにおいて、学会の専門医制度は
非常に重要ですが、それが家庭を持つ女性医師も取
得・維持できるような配慮があるかどうかは学会によ
って大きな差があります。それを決める意思決定機関
の委員に、女性が一人もいない学会が多数存在する
ことが原因と思われます。 （例えば、基盤学会最大の
内科学会では、各種委員会全委員 150 人中、女性は
０ です。 ）その結果、女性医師の多くがキャリアか家
庭かという二者択一を迫られ、前者を選ぶと少子化
へ、後者を選ぶと医師不足・医療崩壊へと至っている
わけです。会員や学生の女性割合が数割あるのに最
高意思決定機関を男性だけで構成して平気でいる学
会、大学、研究機関が、いくら抱負を述べても、男女共
同参画を推進するつもりがあるとは思えません。 

2757 研究者 
文部科
学省 

バイオリソース
事業 

決して縮減すべきでないと思います。 

国の礎は学問であり、決しておろそかにしてはならな
いという事は重々ご承知のことと思います。 
 
それに加えて、植物は食糧問題、環境問題の基盤を
なす要の学問分野です。 
 
このたびの植物科学研究事業、バイオリソース事業の
予算縮減案は、国の根底を揺るがす由々しき事態で
あると危惧しております。 

2758 研究者 
文部科
学省 

科学研究費補助
金・調整費、戦
略的創造研究推
進事業、世界ト
ップレベル研究
拠点プログラム
等 

決して縮減すべきでなく、全ての研究者が最
低レベルの研究教育活動を維持できるよう最
大限の配慮を続けるべきと考えます。 

国の礎は学問であり、決しておろそかにしてはならな
いという事は重々ご承知のことと思います。 
 
にもかかわらず、研究教育機関への予算の配当は決
して十分なものではなく、最低レベルの研究教育活動
を維持することさえ困難な研究者・大学関係者が多数
存在します。 
 
これらの人たちに必要額の補助を維持しつつ、重要な
基盤研究・応用研究へは多額の投資を削減せずに維
持していかなければ、日本の研究教育基盤は台無し
になってしまい、国益にも逆行することは明白であると
考えます。 

2759 その他 
文部科
学省 

免疫アレルギー
科学総合研究事
業 

私は、花粉症に苦しめられています。 
 
花粉症に対する根本的な治療方法を開発す
るための取り組みを今まで以上に強化すべき
だと思います。 
 
 
 
国民の中で花粉症に苦しむ人口は非常に多
く、症状の悪化により社会活動を制限されるこ
ともあります。従って科学技術関係施策の中
でも最優先すべきだと考えます。 

免疫アレルギーセンターの谷口先生の講演を聴く機
会があり、その取り組み方に強い共感を持ちました。 
 
研究を益々発展させていただきたいと衷心より願いま
す。 

2760 その他 
文部科
学省 

免疫アレルギー
科学総合研究事
業 

私は、花粉症に苦しめられています。 
 
花粉症に対する根本的な治療方法を開発す
るための取り組みを今まで以上に強化すべき
だと思います。 
 
 
 

免疫アレルギーセンターの谷口先生の講演を聴く機
会があり、その取り組み方に強い共感を持ちました。 
 
研究を益々発展させていただきたいと衷心より願いま
す。 


